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ヨーハン・ゲオルク・ピゼンデル  Johann Georg Pisendel（1687-1755）は、1731 年か






17 世紀初頭から 18 世紀末まではオーケストラが誕生した時期にあたり、その中で、ドレ
スデン宮廷楽団は 18 世紀前半のドイツを代表するオーケストラと位置付けることができ
る。特にピゼンデルが楽師長を務めていた 1731 年から 1755 年までのこの楽団には、オペ
ラ作曲家として成功していたヨーハン・アードルフ・ハッセ Johann Adolf Hasse（1699-
1783）が楽長として在籍しており、ヨーハン・ゼバスティアン・バッハ Johann Sebastian 
Bach （1685-1750）によって高く評価された作曲家の一人であったヤン・ディースマス・
ゼレンカ Jan Dismas Zelenka（1679-1745）も教会作曲家として所属していた  3。この楽
                                                   
2 ピゼンデルが楽師長として在籍したこの楽団の正式名称は「ポーランド王兼ザクセン選
帝侯宮廷楽団  Kgl. Pohlnische und Churf. Sächßische Capell- und Cammermusique」
であった。この名称は、ドレスデン宮廷に居を構えた二人のザクセン選帝侯フリードリ
ヒ・アウグスト 1 世 Friedrich August I.（1670-1733、選帝侯在位 1694-1733）とフ
リードリヒ・アウグスト 2 世 Friedrich August II.（1696-1763、選帝侯在位 1733-
1763）がポーランド王を兼ねたことに基づいており、ピゼンデルが楽師長に就任する以
前の 1710 年から彼が亡くなった後の 1763 年まで使用された。この楽団はドレスデン宮
廷を拠点に活動したため、本論文ではこの楽団を便宜的にドレスデン宮廷楽団と呼ぶ。  
3 Carl Philipp Emanuel Bach, “Biographische Mitteilungen über Johann Sebastian 
Bach,“ in Dokumente zum Nachwirken Johann Sebastian Bachs, edited by Hans-







 オーケストラの歴史を研究したスピッツァーとザスローは、1600 年から 1791 年の間に、
オーケストラが組織されるようになったと指摘した  4。17 世紀初頭には、オーケストラと
呼ばれる楽団は存在しなかったが、18 世紀末にはヨーロッパ各地において、この名称を
持った楽団が実在するようになっていた。  
17 世紀末までには、フランス王ルイ 14 世 Louis XIV（1638-1715、在位 1643-1715）
の配下や、イタリアの音楽家アルカンジェロ・コレッリ  Arcangelo Corelli（1653-1713）
の下にオーケストラは存在した。17 世紀末から 18 世紀初頭までのドイツにおいては、各
地の宮廷がフランスのオーケストラを模倣して「宮廷楽団  Hofkapelle」を組織していた。 
この 17 世紀初頭から 18 世紀末に渡るオーケストラの黎明期において、18 世紀前半の
ドレスデン宮廷楽団は、高い評価を得たオーケストラの一つであった。バッハをはじめと
する 18 世紀前半の音楽家たちは、この宮廷楽団の演奏を聞くためにドレスデンを訪れて
いた。ジャン＝ジャック・ルソー  Jean-Jacques Rousseau（1712-1778）による『音楽辞
典 Dictionnaire de musique』は 1768 年に出版され、その「オーケストラ  Orchestre」の
項目には、彼が 1754 年に記した文章が掲載された  5。その文において、ドレスデン宮廷楽
                                                   
4 John Spitzer and Neal Zaslaw, The Birth of the Orchestra: History of an Institution, 
1650-1815 (Oxford: Oxford University Press, 2004), p. 14. 
5 Jean-Jacques Rousseau, Dictionnaire de musique (Paris, 1768; reprint ed. 







18 世紀及び 19 世紀におけるオーケストラの演奏習慣を研究したケップは、18 世紀前半
のドレスデン宮廷楽団が、当時はまだ珍しかった一糸乱れぬ合奏を実現し、このことがヨー
ハン・アーブラハム・ビルンバウム  Johann Abraham Birnbaum（1702-1748）によって
評価されたことを指摘した 6。以下に引用したように、ビルンバウムは 1738 年に記した









ことが真実であることをもはや疑わないであろう。  7 
                                                   
6 Kai Köpp, Handbuch historische Orchesterpraxis: Barock, Klassik, Romantik 
(Kassel: Bärenreiter, 2009), p. 113. 
7 Johann Abraham Birnbaum, “Verteidigung Bachs gegen Scheibes Angriffe,“ in 


















                                                   
Sebastian Bachs 1680-1750, edited by Bach-Archiv Leipzig (Leipzig: Deutscher Verlag 
für Musik, 1969), p. 304 (Bach-Dokumente, vol. 2); Kai Köpp, Handbuch historische 
Orchesterpraxis: Barock, Klassik, Romantik (Kassel: Bärenreiter, 2009), p. 113. 
8 Bärbel Pelker, “Musikalische Akademien am Hof Carl Theodors in Mannheim,“ in 
Die Mannheimer Hofkapelle im Zeitalter Carl Theodors, edited by Ludwig Finscher 
(Mannheim: Palatium, 1992), p. 50. 
9 John Spitzer and Neal Zaslaw, The Birth of the Orchestra: History of an Institution, 













に引用したように、楽師長ピゼンデルと共に多数の奏者が名手として列挙されている  12。 
 
［1734 年から 1763 年のドレスデン宮廷楽団に在籍した］奏者の中で名を成した者は、
当時の著名なヴァイオリン奏者であり、1728 年から亡くなる 1755 年までこの楽団の
楽師長を務めたヨーハン・ゲオルク・ピゼンデルであった。彼の他にも、フルート奏
者にはピエール・ガブリエル・ビュッファルダン（1715 年から 1749 年まで宮廷楽団
                                                   
10 Kai Köpp, Handbuch historische Orchesterpraxis: Barock, Klassik, Romantik  
(Kassel: Bärenreiter, 2009). 
11 Ortrun Landmann, “Die Dresdener Hofkapelle zur Zeit Johann Sebastian Bachs,” 
Concerto: Das Magazin für Alte Musik 51 (March 1990): 10; Wolfgang Hochstein, 
“Hasses Beiträge zur Hofkirchenmusik in Dresden ,” in Hasse-Studien. IV (1998), 







た名手がおり、オーボエ奏者にはアントニオ・ベソッツィ（1738 年から 1757 年及び
1759 年から 1774 年まで宮廷楽団所属）や彼の息子カルロ・ベソッツィ（1755 年から
1757 年及び 1759 年から 1792 年までドレスデン宮廷楽団に所属）がいた。またボヘ
ミア出身のドレスデン宮廷楽団のホルン奏者であったアントン・ヨーゼフ・ハンペル
（1737 年から 1771 年まで宮廷楽団に所属）やヨーハン・アーダム・シンドラ （ー1721
年から 1733 年まで宮廷楽団に所属）、アンドレアス・シンドラー（1723 年から 1737
年）、ヨーハン・ゲオルク・クネヒテル（1735 年から 1756 年）、カール・ハウデク（1747










                                                   
13 Panja Mücke, Johann Adolf Hasses Dresdner Opern im Kontext der Hofkultur 
(Laaber: Laaber, 2003), p. 42. 
14 Kai Köpp, Handbuch historische Orchesterpraxis: Barock, Klassik, Romantik  




















『 ポ ー ラ ン ド 王 国 及 び ザ ク セ ン 選 帝 侯 国 宮 廷 年 鑑 Königlich-Polnischer und 
Churfürstlich-Sächsischer Hoff- und Staats-Calender』（以下『宮廷年鑑』と略記）に記
                                                   
15 Kai Köpp, Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 
Orchesterleitung (Tutzing: Schneider, 2005), p. 316. 
 8 
載された 16。『宮廷年鑑』はヴォリュミエが亡くなった 1728 年から、ピゼンデルが亡く
なった 2 年後の 1757 年にかけてほぼ毎年出版され、1728 年と 1730 年、1734 年を除く合
計 27 巻は、ザクセン州立兼大学図書館に保管されている。ピゼンデルが楽師長を務めた






オペラ上演は、君主の誕生日である 10 月 7 日を祝うための重要な任務であった。  
ドレスデン中央公文書館には、このフベルトゥスブルクへの秋旅行に関する資料が保管
されている 17。この資料に基づくと、秋旅行は 1736 年から 1755 年までの間に合計 11 回





                                                   
16 Königlich-Polnischer und Churfürstlich-Sächsischer Hoff- und Staats-Calender 




18 Ortrun Landmann, “Musikpflege in der Herbstresidenz Hubertusburg,” in Schloß 
Hubertusburg: Werte einer sächsischen Residenz, edited by Vereins für sächsische 
Landesgeschichte (Dresden: Vereins für sächsische Landesgeschichte, 1997), pp. 59-




















                                                   
Ipermestra am 7.10.1751,” in Johann Adolf Hasse in seiner Zeit: Bericht über das 
Symposium vom 23. bis 26. März 1999 in Hamburg, edited by Reinhard Wiesend 
(Stuttgart: Carus-Verlag, 2006), pp. 97-104. 
19 Ortrun Landmann, “Musikpflege in der Herbstresidenz Hubertusburg,” in Schloß 
Hubertusburg: Werte einer sächsischen Residenz, edited by Vereins für sächsische 























                                                   
21 Ortrun Landmann, “Die Dresdener Hofkapelle zur Zeit Johann Sebastian Bachs,” 















本論文の筆者は、2014 年から 2016 年までのドレスデンにおける調査において、フベル
トゥスブルクへの秋旅行に関する資料の中に、オペラ上演に携わる予定であった者のみを
示した項目を発見した。それらの項目は、1737 年と 1741 年の「王の慈悲深い命令により
オペラ上演のためフベルトゥスブルクに派遣された人々の明細」（以下「明細」と略記）と、
1742 年の「王の楽団からフベルトゥスブルクにおけるオペラ、ディドのために必要な人々
の記録」（以下「記録」と略記）である 23。この 3 点の「明細」や「記録」には、オペラ上
                                                   
22 John Spitzer and Neal Zaslaw, The Birth of the Orchestra: History of an 
Institution, 1650-1815 (Oxford: Oxford University Press, 2004), p. 27. 
23 “Specificatio Dererjenige Persohnen, welche auf aller gnädigsten Befehl Ihro 
Königl. Maje: zu reppresentirung derer Opern nach St: Hubertsburg beordert 
 12 
演のために選び出された者のみが列挙されているため、実際の演奏のために計画された各













                                                   
worden”, D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 53a (Herbstreise beider 
Königlicher Majestäten und des Kurprinzen sowie des Prinzen Xaver und der 
Prinzessinnen Amalia und Maria Anna nach Hubertusburg 1737), fols. 99r-100r; 
“Specification dererjenigen Personen, welche auf aller gnädigsten Befehl Ihro Königl. 
Mait. zu reprasentirung derer Opern nach Hubertsburg beordert worden” , D-Dla, 
10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 83a (Königl. Herbst=Reise von Dreßden nach 
Hubertsburg Anno 1741), fols. 219r-220v; “Aufsatz derer Personen die aus der 
Königlichen Orchestre zur Opera Didone in Hubertusburg nöthig sind”, D -Dla, 10006 
Oberhofmarschallamt I, Nr. 91a (Königl. Herbst: Reise von Dreßden nach 
Hubertusburg. 1742), fol. 205r-v. 
24 この 3 点の「明細」や「記録」に記されたドレスデン宮廷楽団の奏者の特定と彼らの
人数の算出は、日本音楽学会学会誌『音楽学』へ投稿中の論文において詳しく行っている



















 第 4 章では、第 3 章において明らかにした楽器編成の特徴が形成された要因を探る。  
本論文の結びでは、各章の結論に基づき、ピゼンデルが楽師長を務めた時代のドレスデ
























                                                   
25 Moritz Fürstenau, Zur Geschichte der Musik und des Theaters am Hofe zu 
Dresden (Dresden: 1861-1862 in 2 vols; reprint ed. Leipzig: Peters, 1971 in 1 vol.), 






には、少なくとも 1714 年にパリ、1716 年にイタリア、1718 年にヴィーン、1719 年にモー
リツブルクへ奏者たちが出張を命じられた。この奏者たちの名簿は現存しているため、頻
繁に出張した者を特定することは可能である。  














フリードリヒ・アウグスト 1 世は、1694 年から 1733 年までザクセン選帝侯を務めた。
彼の下には、ドレスデン宮廷楽団の他にフランス喜劇団、イタリア喜劇団、木管楽器奏者










る。この外国を巡る旅行は 1687 年から 1689 年までの 2 年に渡って行われており、フラン
スを訪れた際、彼はこの国の音楽に魅了された  27。1709 年、フリードリヒ・アウグスト 1







                                                   
26 ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグスト 1 世の配下にあった楽団や音楽家たちは、次
の文献において詳細に説明されている。荒川恒子、「ザクセン選帝侯国における 1719 年の
音楽事情に関する考察―皇太子フリードリヒ・アウグスト 2 世の結婚祝典行事を通じて」、
『山梨大学教育人間科学部紀要』第 13 巻 20 号、2011 年、288～301 頁。 
27 Ortrun Landmann, “Französische Elemente in der Musikpraxis des 18. 
Jahrhunderts am Dresdener Hof,” in Der Einfluss der franszösischen Musik auf die 
Komponisten der ersten Hälfte des 18. Jahrhunderts: Konferenzbericht der 9. 
Wissenschaftlichen Arbeitstagung Blankenburg/Harz, 26. Juni bis 28 Juni 1981  
(Magdeburg: Rat der Stadt, 1981), p. 48. 
28 Kai Köpp, Handbuch historische Orchesterpraxis: Barock, Klassik, Romantik 
(Kassel: Bärenreiter, 2009), pp. 109-113; Dieter Härtwig, “Volumier, Jean Baptiste,” 




された。この出張は、1714 年 5 月から同年 10 月に及んだ  30。ピゼンデルについて研究し
たケップは、これらの音楽家がパリに遣わされた理由を、ザクセン選帝侯フリードリヒ・
アウグスト 1 世の息子であり、当時パリを訪問していた侯子フリードリヒ・アウグスト 2
世に随伴し、さらに「フランスにおける最新の音楽の動向」に関する情報を、ドレスデン
に持ち帰ることであったと推測している 31。 
侯子フリードリヒ・アウグスト 2 世は、後述するように、1716 年からヴェネツィアに滞
在した。ヒラーが記したピゼンデルの伝記に基づくと、このヴェネツィアに滞在した侯子




の旅券の草稿には、「1716 年 2 月 5 日」と記されている。  
この 1716 年に、イタリアの作曲家アントニオ・ヴィヴァルディ Antonio Vivaldi（1687-
1741）は、ヴェネツィアのピエタ養育院の楽師長となった。ケップは、ピゼンデルがヴィ
ヴァルディによる楽曲を少なくとも 28 作品筆写したことや、さらにそのうちの 13 作品に
はヴィヴァルディの筆跡も見られることに基づき、ピゼンデルがヴィヴァルディに師事し
た可能性を指摘している 34。またヘインズは、ピゼンデルと共にイタリアに渡航したと推
                                                   
29 D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt, K II, Nr. 5 (Königl: Poln: und Churfülst 
Sächß: Hof=Buch von 1717 biß 1720), fols. 92r. 
30 Kai Köpp, Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 
Orchesterleitung (Tutzing: Schneider, 2005), p. 82. 
31 Ibid., pp. 83-84. 
32 Johann Adam Hiller, Lebensbeschreibungen berühmter Musikgelehrten und 
Tonkünstler neuerer Zeit (Leipzig, 1784; reprint ed. Leipzig: Edition Peters, 1975), p. 
188. 
33 Kai Köpp, Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 
Orchesterleitung (Tutzing: Schneider, 2005), pp. 89-90 and 438. 






アウグスト 2 世が関与している。彼は父が行ったように諸国を遊学した時、1716 年春から
1717 年秋までヴェネツィアに滞在し、イタリア音楽、特にオペラに傾倒したのである  36。
ドレスデン宮廷は、オペラを上演するために、ドイツに生まれイタリアにおいて研鑽を積
んだ作曲家ヨーハン・ダーヴィット・ハイニヒェン Johann David Heinichen（1683-1729）
や、イタリア人作曲家アントニオ・ロッティ Antonio Lotti（1667-1740）、イタリア人歌手
を雇った 37。この 1717 年に、ロッティのオペラ《アルゴスのオーヴェ  Giove in Argo》が







                                                   
35 Bruce Haynes, The Eloquent Oboe: A History of the Hautboy 1640-1760 (Oxford: 
Oxford University Press, 2001), pp. 327-328. 
36 Janice B. Stockigt, “The Court of Saxony-Dresden,” in Music at German Courts, 
1715–1760: Changing Artistic Priorities, edited by Samantha Owens et al. 
(Woodbridge: Boydell, 2011), p. 23; 荒川恒子、「ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグ
スト 2 世宮廷における音楽事情」、『山梨大学教育人間科学部紀要』第 12 巻、2010 年、
135 頁。 
37 Gustav Adolph Seibel, Das Leben des Königl. Polnischen und Kurfürstl. Sächs. 
Hofkapellmeisters Johann David Heinichen: Nebst chronologischem Verzeichnis 
seiner Opern (Leipzig: Breitkopf & Härtel, 1913), pp. 19-20. 
38 Alina Żórawska-Witkowska, “Das Ensemble der italienischen Oper von Antonio 
Lotti am Hof des Königs von Polen und Kurfürsten von Sachsen August II. Des 
Starken (1717-1720),” Musica Antiqua 9/1 (1991), p. 488. 




















『ドレスデン宮廷における音楽と歌劇場の歴史 Zur Geschichte der Musik und des 
Theaters am Hofe zu Dresden』の第 2 巻において、イタリア人作曲家ロッティとコント
ラバス奏者に関して次のように説明している。  
                                                   
要』第 13 巻 20 号、2011 年、8～12 頁。See also Bruce Haynes, A History of 
Performing Pitch: The Story of "A" (Lanham: Scarecrow Press, 2002); Kai Köpp, 
Handbuch historische Orchesterpraxis: Barock, Klassik, Romantik (Kassel: 
Bärenreiter, 2009). 
40 Johann Adam Hiller ed., Wöchentliche Nachrichten und Anmerkungen die Musik 























                                                   
41 Moritz Fürstenau, Zur Geschichte der Musik und des Theaters am Hofe zu 
Dresden (Dresden: 1861-1862 in 2 vols; reprint ed. Leipzig: Peters, 1971 in 1 vol.), 
vol. 2, p. 113; see also, Janice B. Stockigt, Jan Dismas Zelenka: A Bohemian Musician 
at the Court of Dresden (Oxford: Oxford University Press, 2000), p. 54. 
42 Johann Joachim Quantz, “Hrn. Johann Joachim Quanzens Lebenslauf, von ihm 
selbst entworfen,” in Friedrich Wilhelm Marpurg, Historisch-kritische Beyträge zur 










リードリヒ・アウグスト 2 世に仕えるためである。続く 1719 年には、ザクセン選帝侯の
別邸が建っていたモーリツブルクに、この楽団の音楽家が遣わされた 43。 
 モーリツブルクへの出張が行われた 1719 年には、ドレスデン宮廷において侯子フリー
ドリヒ・アウグスト 2 世とオーストリア皇女であったマリア・ヨゼファ  Maria Josepha 








結婚祝賀行事が行われた翌年の 1720 年 2 月 1 日に、ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウ
グスト 1 世は、オペラに従事したイタリア人を解雇する命令を発する。ケップは、彼らが
                                                   
43 これらの出張に携わった奏者は 10 名を超える大人数であるため、ここでは彼らの名前
を提示せず、後の第 5 節第 2 項において示す。 
44 荒川恒子、「ザクセン選帝侯国における 1719 年の音楽事情に関する考察―皇太子フ
リードリヒ・アウグスト 2 世の結婚祝典行事を通じて」、『山梨大学教育人間科学部紀
















を彼らの母国において教育し、その後ドレスデンに召し出すことが企てられた  49。1723 年、
ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグスト 1 世の名によって一つの命令が出された。それ
は、ヴェネツィアに滞在したザクセンの特使エミーリオ・デ・ヴィッリオ伯  Graf Emilio 
                                                   
45 Kai Köpp, Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 
Orchesterleitung (Tutzing: Schneider, 2005), pp. 125-126. 
46 Wolfgang Horn, Die Dresdner Hofkirchenmusik, 1720-1745: Studien zu ihren 
Voraussetzungen und ihrem Repertoire (Stuttgart: Carus-Verlag, 1987), pp. 71-81; 
Wolfgang Reich, Zwei Zelenka-Studien (Dresden: Sächsische Landesbibliothek, 1987), 
p. 1. 
47 Watanabe-O'Kelly Helen, “Religion and the Consort: Two Electresses of Saxony and 
Queens of Poland (1697-1757),” in Queenship in Europe 1660-1815: The Role of the 
Consort, edited by Clarissa Campbell Orr (Cambridge: Cambridge University Press, 
2004), p. 268. 
48 Wolfgang Reich, Zwei Zelenka-Studien (Dresden: Sächsische Landesbibliothek, 
1987), p. 7. 
49 Moritz Fürstenau, Zur Geschichte der Musik und des Theaters am Hofe zu 




















第2節 12 点の年俸表と名簿の説明  
本章において取り上げる 12 点の年俸表や名簿は、いずれも単体で現存するのではなく、
ドレスデン宮廷において記録された資料の中に含まれている。これらの年俸表や名簿のう
ち 3 点は、見出しにドレスデン宮廷楽団の表記が見られる。それらは、1711 年と 1717 年
                                                   
50 Panja Mücke, “Kulturtransfer und Sängermigration zur Dresdner Oper um 1730,” 
in Venedig-Dresden: Begegung zweier Kulturstädte, edited by Andreas Henning und 
Barbara Marx (Leipzig: Seemann Henschel, 2010), p. 140; see also Sebastian Biesold, 
“Experiment Musikerprotektion: Die Geschwister Maria Santina und Francesco 
Maria Cattaneo am sächsisch-polnischen Hof im 18. Jahrhundert,” in ibid., pp. 154-
175. 
 24 
の年俸表、1729 年の名簿となっている。残りの 9 点の年俸表には、見出しにドレスデン宮
廷楽団の表記がないが、ヴォリュミエの名前が他の音楽家と共に記載されている。この 9


















                                                   
51 “Die Königl: Poln: und Churfürstl: Sachß: Music und Orchestra”, D-Dla, 10026 
Geheimes Kabinett, Loc. 910/1 (Das Churfurst: Orchestre und deßen Unterhaltung), 
fols. 1r-2r. 
 25 
俸表が見られ、1717 年 8 月 1 日付となっている 52。そして、年俸額、人名、肩書が記され





どの項目が見られ、各項目の下に人名が列挙されている  53。本論文では、これを 1729 年
の「宮廷楽団の名簿」と呼ぶ。  
 
第2項 年月日が明記された年俸表  





つ、1709 年 11 月 20 日付の年俸表が見られる 54。そこには、肩書、人名、年俸額が順に
記されている。本論文では、これを 1709 年の「オーケストラの年俸表」と呼ぶ。  
 
                                                   
52 “Die königl. Pohl: und Churfürstl. Sächß. Music und Orchestra”, D-Dla, 10026 
Geheimes Kabinett, Loc. 383/4 (Die Bande Französischer Comoedianten und 
Orchestra), fol. 182r-v. 
53 “Die Königl. Capelle und Cammer=Musique,” in Königlich-Polnischer und 
Churfürstlich-Sächsischer Hoff- und Staats-Calender (Leipzig, 1729; D-Dl, 
Hist.Sax.I.0179), pages without number. 
54 “Orchestra”, D-Dla, 10026 Geheimes Kabinett, Loc. 383/4 (Die Bande französischer 
Comoedianten und Orchestra), fols. 110r-111r. 
 26 
1719 年の「音楽家の年俸表」 





1720 年 5 月の「音楽家の年俸表」 
同じ「劇場に所属する者の雇用契約」の資料には、「王の音楽家と彼らの年間契約の明細」
が、もう 1 点収められている  56。この「明細」には 1720 年 5 月 16 日と記されており、順
に年俸額、肩書、人名が記載されている。本論文では、これを 1720 年 5 月の「音楽家の
年俸表」と呼ぶ。 
 
1720 年 9 月の「音楽家の年俸表」 
また「1720 年の王の歌手、踊り手、喜劇役者及び音楽家の年俸目録」の資料には、「王
の音楽家とその年間契約の明細」が記載されており、それは 1720 年 9 月 29 日付となって
いる 57。そして、順に年俸額、肩書、人名が書かれている。本論文では、これを 1720 年 9
月の「音楽家の年俸表」と呼ぶ。  
 
第3項 年月日が明記されていない年俸表  
以下に示す 5 点の年俸表は、年月日が明記されていないものである。  
                                                   
55 “Specification derer Königl. Musicorum und Ihre jährlichen Tractament”, D-Dla, 
10026 Geheimes Kabinett, Loc. 383/2 (Acta Die Engagements einiger zum Theater 
gehöriger Personen), fols. 138r-139r. 
56 “Specificatio derer Königl. Musicorum und Ihre jährlichen Tractment”, D-Dla, 
10026 Geheimes Kabinett, Loc. 383/2, fol. 162r-v. 
57 “Specificatio derer Königl. Musicorum und Ihre jährl. Tractament”, D-Dla, 10077 
Kollektion Schmid Amt Dresden Vol. XIb Nr. 306 (Verzeichniß des Gehalt der 




「1680 年、1690 年、1694 年及び 1712 年の［ドレスデン］宮廷会計簿」には、「その
他」の項目が見られ、人名、肩書、勤続年数、年俸額が順に記載されている  58。そして、
「ジャン・バティスト・ヴォリュミエ Jean Bapt: Woulmeyer」と「ヨーハン・ゲオルゲ・
ピゼンデル Johann George Pisendel」の勤続年数は、それぞれ 3 年と半年になっている。
楽師長ヴォリュミエは 1709 年にドレスデン宮廷に赴任し、ピゼンデルは 1712 年にこの
宮廷に雇われたことを履歴書に明記していた。そのため、この年俸表は 1712 年頃に書か
れたと推定されよう。よって本論文では、これを 1712 年頃の「その他の年俸表」と呼ぶ。 
 
1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」 






ハン・ゲオルク・ピゼンデル Johann Georg Pisendel」に関するものは、ピゼンデル自身
の筆跡となっている  61。さらに、それぞれの音楽家の文章は彼らの出身地の言語によって
記されている。その例として、「ローマ  Romano」出身の「アゴスティーノ・アントーニ
                                                   
58 “Ferner”, D-Dla, Oberhofmarschallamt, K II, Nr. 4 (Hof=Bücher de annis 1680. 
1690. 1694. et 1712), fols. 258v-261r. 
59 “Capell Musici”, D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt, K II, Nr. 5 (Königl: Poln: und 
Churfülst Sächß: Hof=Buch von 1717 biß 1720), fols. 87r-94v. 
60 音楽家によっては、これら以外の情報も記載されている。一例として、ヴォリュミエ
の履歴書には、彼がフランスの宮廷に勤めたことが記されている。  
61 先述のピゼンデルの短い履歴書は、この履歴のことである。  
 28 
オ・デ・ロッシ Agostino Antonio De Rossi」の文章はイタリア語で書かれ、「マルセイユ 







この「宮廷音楽家」において、1687 年生まれのピゼンデルは 30 歳、1677 年生まれのペ
ツォルトは 40 歳と表記されている。従って、この資料は、音楽家たちの 1717 年頃の年齢
を示しているといえよう。さらにフュルステナウは、リュート奏者ジルビウス・レーオポ
ルト・ヴァイス Silvius Leopold Weiss（1687-1750）が、1718 年 8 月 23 日にドレスデン
宮廷に雇用されたと指摘している  62。ヴァイスの名前は、この「宮廷音楽家」の年俸表に
見られない。これらのことから、この「宮廷音楽家」の年俸表は、1717 年頃に書かれたと





が記されており、8 月 1 日と読み取ることができるが、年の部分は判読不能であった。  
                                                   
62 Moritz Fürstenau, Zur Geschichte der Musik und des Theaters am Hofe zu 
Dresden (Dresden: 1861-1862 in 2 vols; reprint ed. Leipzig: Peters, 1971 in 1 vol.), 
vol. 2, p. 126; see also Douglas Alton Smith, “A Biography of Silvius Leopold Weiss,” 
in Journal of the Lute Society of America 31 (1998): 1-48. 
63 “Specificatio der Königl. Musicorum und Ihre jährlichen Tractamente”, D-Dla, 
10026 Geheimes Kabinett, Loc. 383/2 (Acta Die Engagements einiger zum Theater 
gehöriger Personen), fol. 121r-v. 
 29 
この「明細」の直後には、同じ筆跡によって「フランス喜劇役者とそれに属する者の年
間契約の明細」が記されている  64。このフランス喜劇役者の「明細」には、1718 年 8 月 1
日と明記されている。  
以上のことから、「王の音楽家と彼らの年間契約の明細」の年月日は、フランス喜劇役者
の「明細」と同じ 1718 年 8 月 1 日であると推定されるだろう。そのため本論文では、こ
れを 1718 年頃の「音楽家の年俸表」と呼ぶ。 
 
1721 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」 
「1721 年から 1725 年までのポーランド王兼ザクセン選帝侯宮廷会計簿」には、「宮廷
音楽家」の項目が見られ、人名と年齢、出身地、肩書、年俸額が順に記載されている  65。
そして、1687 年生まれのピゼンデルは 34 歳、1677 年生まれのペツォルトは 44 歳となっ
ている。従って、この年俸表は 1721 年頃のものと推定できよう。よって本論文では、こ
れを 1721 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」と呼ぶ。  
 
1725 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」 
同じ「1721 年から 1725 年までのポーランド王兼ザクセン選帝侯宮廷会計簿」には、「宮
廷音楽家 Capell Musici」の年俸表がもう一つ記載されている  66。そこには人名、年齢、出
身地、肩書、年俸額がこの順に書かれている。そしてピゼンデルは 38 歳、ペツォルトは
48 歳となっているため、この年俸表は 1725 年頃のものであると推測されるだろう。その
ため本論文では、これを 1725 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」と呼ぶ。 
 
                                                   
64 “Specification derer Französische Comoedianten und dazu gehörigen Personen, 
nebst Ihren Jährl. Tractament, D-Dla, 10026 Geheimes Kabinett”, Loc. 383/2, fol. 
122r. 
65 “Capell Musici”, D-Dla, 10026 Oberhofmarschallamt, K II, Nr. 6 (Königl. 
pohlnisches und kurfürstl. Sächßisches Hoff-Buch von 1721 usg 1725), fols. 73v-78r. 
66 D-Dla, 10026 Oberhofmarschallamt, K II, Nr. 6, fols. 1v-4r. 
 30 





またドレスデン宮廷楽団の 3 点の年俸表と名簿は、ヴォリュミエが楽師長に就任した 2
年後の 1711 年と、彼が楽師長を務めた期間のほぼ中頃にあたる 1717 年、さらに彼が亡く
なった翌年の 1729 年のものとなっている。これら三つの年のうち、1711 年から 1717 年
までの 7 年の間に記録された資料には、1712 年頃の「その他の年俸表」がある。そして
1717 年から 1729 年までは 12 年もの開きがあるが、この間に書かれた資料として、1717
年頃の「宮廷音楽家の年俸表」、1718 年頃、1719 年、1720 年 5 月、1720 年 9 月の 4 点の







第3節 1709 年の「オーケストラの年俸表」 
1709 年の「オーケストラの年俸表」には、楽師長ヴォリュミエの他に 25 名の人名が記
載されている。彼らのうちヴォリュミエの肩書は「楽師長  Concertmeister」となっており、
楽器の種類を示していない。しかし、彼はフランスの奏法を体得したヴァイオリンの名手
であった。残りの 25 名のうち、23 名の肩書は楽器の種類を示したものとなっている。  
 31 
その他の 2 名のうち、カルロ・フィオレッリ Carlo Fiorelli は「宮廷作曲家 Compositor 















                                                   
67 この二人のうち、後者の姓を示す 5 文字は、その最後の文字を明確に判読できなかっ
た。 
68 Nicola Matteis, Concertos in B-Dur (D-Dl, Mus.2045-O-1), accessed September 1, 
2017, https://opac.rism.info/search?id=212001396. 
69 Ortrun Landmann. Namenverzeichnisse Der sächsischen Staatskapelle Dresden: 
Eigene Bennenungen, Namen der Administratoren, der Musicalischen Leiter und der 
ehemaligen Mitglieder von 1548 bis 2013, in systematisch-chronologischer Folge. 
(2017), accessed September 5, 2017, http://www.staatskapelle-
dresden.de/fileadmin/home/pdf/diverses/Historische_Verzeichnisse__Stand_Juli_2017.
pdf; Andreas Schreiber, Von der churfürstlichen Cantorey zur Sächsischen 
Staatskapelle Dresden: Ein biographisches Mitgliederverzeichnis: 232I 1548-2003 
(Dresden, 2003); see also Moritz Fürstenau, Beiträge zur Geschichte der königlich-
sächsischen musikalischen Kapelle: Großentheils aus archivalischen Quellen 





表 1-1 1709 年の「オーケストラの年俸表」に記載された奏者 









Compositor di Camera 
リビツキ、アーダム  
Rybizki, Adam 






Lotti, Johann Friedrich 
第 2 ヴァイオリン  
Second: Violino 
Vla  











































71 ヴィオラの一種であった「ターユ」の奏者の一人は、「クリスティアン・ゴルデ Christian 
Golde」となっている。1711 年以降の年俸表や名簿には「マルティン・ゴルデ Martin Golde」
がヴィオラ奏者として記載されている。これらの人物は同一であると判断した。  
 33 
楽器の種類と奏者の名前  資料に記された肩書  
Fl  















第 2 オーボエ  
Hautb: 2.do 
リヒター、ヨーハン・クリスティアン  
Richter, Johann Christian 




第 2 オーボエ  







































いた 72。スピッツァーとザスローは、フランスの楽団である「王の 24 のヴァイオリン  Les 
                                                   
72 Mary A. Oleskiewicz, Quantz and the Flute at Dresden: His Instruments, his 
Repertory and their Significance for the Versuch and the Bach Circle (Ph. D. diss., 
Duke University, 1998), pp. 41-43. 荒川恒子、「ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグス
 34 
Vingt-quatre Violons du Roy」、「王の小さなヴァイオリン  Les Petits Violons du Roy」、
オペラ座の楽団の人数表を示した  73。彼らの表に基づくと、「王の 24 のヴァイオリン」は
1636 年から、「王の小さなヴァイオリン」は 1664 年から、オペラ座の楽団は 1704 年か







第4節 1711 年の「宮廷楽団の年俸表」 
1711 年の「宮廷楽団の年俸表」には、楽師長ヴォリュミエの他に 34 名の人名が見られ、
この 34 名のうち 29 名の肩書は楽器の種類を示している。残りの 5 名の名前と肩書は表 




表 1-2 奏者の肩書を持たない者（1711 年の「宮廷楽団の年俸表」） 
資料に記された肩書  名前  
「楽長 der Capellmeister」  
ヨーハン・クリストフ・シュミット  
Johann Christoph Schmidt 
「写譜家  Copialien」  
「ヨーハン・ヤーコプ・リントナー  Johann Jacob 
Lindner」  
「チェンバロの調律  
die Clavicimbel zu Stimmen」  
「グレープナー  Gräbner」  
                                                   
ト 1 世宮廷における音楽事情」、『山梨大学教育人間科学部紀要』第 12 巻 19 号、2010 
年、130 頁。 
73 John Spitzer and Neal Zaslaw, The Birth of the Orchestra: History of an 
Institution, 1650-1815 (Oxford: Oxford University Press, 2004), pp. 76, 79, 188 and 
189. 
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資料に記された肩書  名前  
「楽器庫管理人  
Inspector der Instrument Kammer」  
「ゲオルク・アウグスティン・キュメルマン Georg 
Augustin Kümmelmann」  
［記載なし］  
ヨーハン・クリスティアン・リヒター  
Johann Christian Richter 
 
以上のことから、この 1711 年の「宮廷楽団の年俸表」から抽出される奏者は、楽師長




表 1-3 1711 年の「宮廷楽団の年俸表」に記載された奏者 






















Maistre des Concerts 
〇  
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  
Pisendel, Johann Georg 
ヴァイオリン奏者兼宮廷音楽家  
















































Vlc   
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  
























Tilloy, Jean-Baptiste Prache du 
チェロ兼写譜家  
Violoncell und Notiste 
 
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
チェロ兼宮廷音楽家  
Violoncell und Cammer 
Musicus 
 
Cb   
ゼレンカ、ヤン・ディースマス  
























Flute allemande und Basson 
 












Richter, Johann Christian 
［記載なし］  〇  











Hr   
ザム、アーダム・フランツ  
Samm, Adam Franz 
ホルン奏者  
Corns de Chasse 
 
フィッシャー、ヨーハン・アーダルベルト  
Fischer, Johann Adalbert 
ホルン奏者  
Corns de Chasse 
 









Arciliutist und Cammer 
Musicus 
〇  




Kirchen Componist u. Organist 
〇  
                                                   
























Schmidt, Johann Wolfgang 
オルガン奏者兼写譜家  









 表 1-3 から分かるように、この表に現れる 31 名のうち半数程の 17 名は、「オーケスト
ラの年俸表」に見られた奏者であり、その中には「オート・コントル」のレーナイスやプ
レトーリウス、「ターユ」のゴルデ、「ヴィオラ奏者」ペッチュマンが含まれる。そのため、





奏者ゴットフリート·ベントレーに与えられている。この 3 名は、1712 年頃の「その他の
年俸表」においても「宮廷音楽家」として記載されている。  
この 1712 年頃の年俸表には、楽師長ヴォリュミエの他に 34 名の名前が記されており、
この 34 名のうち 31 名の肩書は、「ヴァイオリン奏者  Violist」など、彼らが奏者であった
ことを示している。他方、残りの 3 名は、「宮廷楽団世話係 Kapelldiener」の「ゴットロー
プ・ヴェルナー  Gottlob Werner」、「バッシスト  Bassiste」の「ピエール・ギュイアール
Pierre Guiart」、同じく「バッシスト  Bassiste」の「父ラ・フランス La France le Perre」、














表 1-4 1712 年頃の「その他の年俸表」に記載された奏者 
楽器の種類と奏者の名前  資料に記された肩書  
勤続  
年数  





3 年  
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  
Pisendel, Johann Georg 
主席ヴァイオリン奏者兼宮廷音
楽家  












14 年  
ロッティ、ヨーハン・フリードリヒ  
Lotti, Johann Friedrich 
ヴァイオリン奏者兼宮廷音楽家  
Violist und Cammer Musicus 
3 年  
ル・グロ、シモン  
Le Gros, Simon 
ヴァイオリン奏者  
Violiste 
15 年  





Bracciste &. Violdagambiste 
3 年  
プレトーリウス、ヨーハン・ハインリッヒ  
Praetorius, Johann Heinrich 
ヴィオラ奏者  
Bracciste 










31 年  
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Rhein, Carl Joseph 
ヴィオラ奏者  
Bracciste 
4 年  
レーナイス、ヨーハン・ゲオルク  
Lehneis, Johann Georg 
ヴィオラ奏者  
Bracciste 
15 年  
Vlc   
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  
Haulondel, Jean Baptiste Joseph Du  
チェロ奏者  
Violoncelliste 
3 年  
ティロワ、ジャン＝バティスト・プラシュ・デュ  
Tilloy, Jean-Baptiste Prache du 
チェロ［奏者］兼写譜家  
Violoncell: und Notiste 
13 年  
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
チェロ奏者兼宮廷音楽家  
Violoncellist und Cammer 
Musicus 
3 年  
Cb   
ゼレンカ、ヤン・ディースマス  
Zelenka, Jan Dismas 
ヴィオロン奏者  
Violonist 
2 年  















Flute Allemande Spieler 





3 年  





15 年  
ブロッホヴィッツ、ヨーハン・マルティン  
Blochwitz, Johann Martin 
オーボエ奏者  
Hautboiste 
1 年と  
半年  
リヒター、ヨーハン・クリスティアン  
Richter, Johann Christian 
主席オーボエ奏者  
Premier Hautboiste 
3 年  










14 年  
Hr   
ザム、アーダム・フランツ  
Samm, Adam Franz 
ホルン奏者  
Corn de Chasse Blaser 
1 年と  
３か月  
フィッシャー、ヨーハン・アーダルベルト  
Fischer, Johann Adalbert 
ホルン奏者  
Corn de Chasse Blaser 
1 年と  
３か月  










Arci Liutiste, und Kammer 
Musicus 
12 年  




Kirchen Componist und 
Organist 
12 年  
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Schmidt, Johann Wolfgang 
オルガン奏者兼写譜家  
Organist und Notiste 




Kammer Componist: und 
Organist 
3 年  
その他    
オロンデル、ロベール・デュ  










この 5 名のうちリュート奏者ベントレーを除く 4 名は、勤続年数が 3 年以下となってい
る。 




この 4 名のうちヴァイオリン奏者ピゼンデルとオーボエ奏者リヒターは、1714 年にパリ
に、その 2 年後の 1716 年にはイタリアに向かう機会を得ていた。 
 
                                                   
75 「宮廷音楽家」の職務の内容は、明らかにされていない。この肩書を持った奏者は






第5節 1717 年の「宮廷楽団の年俸表」 
1717 年の「宮廷楽団の年俸表」には、楽師長ヴォリュミエの他に合計 42 名の人名が見
られ、42 名のうち 32 名の肩書は楽器の種類を示している。表 1-5 は、この 32 名以外の
10 名とその肩書を示している。  
 
表 1-5 奏者の肩書を持たない者（1717 年の「宮廷楽団の年俸表」） 
資料に記された肩書  名前  
「楽長 Der CapellMeister」  
ヨーハン・クリストフ・シュミット  
Johann Christoph Schmidt 
ヨーハン・ダーヴィット・ハイニヒェン  
Johann David Heinichen 
「バス歌手  der Bassit」  「ディアール  Diart」  
「アルト歌手  Altist」  「ブルガール Bourgard」  
「楽器庫管理人 Inspector der Instr: 
Kammer」  
「ゲオルゲ・アウグスティン・キュメルマン
George Augustin Kümmelmann」  
「Copialien 写譜家」  
「ヨーハン・ヤーコプ・リントナーJohann Jacob 
Lindner」  
「オルガン職人  der Orgel Macher」  「グレープナー  Gräbner」  
「楽器係 Instr: Diener」  「ゴットロープ・ヴェルナー  Gottlob Werner」  






チェ・ピチネッティ Giovanni Felice Picinetti は、音楽家自身によって記されたと考えら




リュミエ、肩書から判断された 32 名、ピチネッティ、ヘーベンシュトライトになる。表 
1-6 は、彼らを楽器の種類ごとに分類して提示している。そして、すでに参照した 1712 年
                                                   
76 D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt, K II, Nr. 5 (Königl: Poln: und Churfülst. 




と考えられる者を一覧表に提示し、各人の出身地を示した 77。表 1-6 は、彼女の一覧表に
基づき各奏者の出身地を示している。  
 
                                                   
77 Janice B. Stockigt, “The Court of Saxony-Dresden,” in Music at German Courts, 
1715–1760: Changing Artistic Priorities, edited by Samantha Owens et al. 





表 1-6 1717 年の「宮廷楽団の年俸表」に記載された奏者 




















Maitre des Concert 
〇  スペイン  
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  
Pisendel, Johann Georg 
ヴァイオリン奏者兼宮廷音楽家  













〇  ポーランド  
ル・グロ、シモン  
Le Gros, Simon 
ヴァイオリン奏者  
Violist 
〇  パリ  
ロッティ、ヨーハン・フリードリヒ  
Lotti, Johann Friedrich 
ヴァイオリン奏者  
Violist 
〇  ハノーファー  
Vla    
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  










〇  ドレスデン  
プレトーリウス、ヨーハン・ハインリッヒ  
Praetorius, Johann Heinrich 
ヴィオラ奏者  
Braccist 
〇  ［記載なし］  
ペッチュマン、ミヒャエル  
Petzschmann, Michael  
ヴィオラ奏者  
Braccist 
〇  ライプツィヒ  
ライヒェル、ヨーハン・クリストフ  







Rhein, Carl Joseph 
ヴィオラ奏者  
Braccist 




























Vlc    
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  
Haulondel, Jean Baptiste Joseph Du  
チェロ奏者  
Violoncell. 
〇  ブリュッセル  
ティロワ、ジャン＝バティスト・プラシュ・デュ  
Tilloy, Jean-Baptiste Prache du 
チェロ奏者兼写譜家  
Violoncell. u. Notist 
〇  パリ  
ピチネッティ、ジョヴァンニ・マリーア・フェリーチェ  
Picinetti, Giovanni Maria Felice  
［肩書の記載なし］  
 ヴェネツィア  
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
チェロ奏者兼宮廷音楽家  
Violoncell. u. Cammer Musico 
〇  ローマ  
Cb    
ゼレンカ、ヤン・ディースマス  
Zelenka, Jan Dismas 
コントラバス  
Contre Basse 
〇  ボヘミア  












 プロヴァンス  




Flute Allemand u. Basson 
〇  ピカルディ  
Ob    
アンリオン、シャルル  
Henrion, Charles  
オーボエ奏者  
Hautboist 





 ノイブランデンブルク  
ブロッホヴィッツ、ヨーハン・マルティン  



























Richter, Johann Christian 
オーボエ奏者  
Hautboist 
〇  ドレスデン  
Fg    
クヴァッツ、カスパール・エルンスト  
Quatz, Caspar Ernst 
バソン奏者  
Bassonist 
 ベルリン  
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  






Hr    
ザム、アーダム・フランツ  
Samm, Adam Franz 
ホルン奏者  





Fischer, Johann Adalbert 
ホルン奏者  














Arcilutist u. Cammer Musico 
〇  ドレスデン  
Org    
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  
Schmidt, Johann Wolfgang 
オルガン奏者兼写譜家  




























ロ奏者ピチネッティの名前が記されていた。ハイニヒェンの名前の横には、「1717 年 1 月
1 日から」と記されており、同様にピチネッティの名前の横には、「1717 年 5 月 1 日から」
の記述があるため、彼らは 1717 年に、新たにドレスデン宮廷に雇用されたことが分かる。 
先に確認したように、ハイニヒェンはオペラ上演のためにドレスデン宮廷に雇われた。










                                                   
78 “Besoldung der Italienischen Operisten”, D-Dla, 10026 Geheimes Kabinett, Loc. 
910/1 (Das Churfurst: Orchestre und deßen Unterhaltung), fol. 10r. 
  
47 
第1項 「チェロ奏者」と「ヴィオロン奏者」  
このように、フランスの奏法を体得していた奏者と、イタリアから赴任してきた奏者の
両方が見られる 1717 年の「宮廷楽団の年俸表」において、合計 4 名のチェロ奏者は興味
深いといえるだろう。なぜなら、各楽器の奏者のうち唯一彼らは、フランスやその隣国の
ベルギー、イタリア出身の外国人のみによって構成されているからである。この 4 名は、
パリ出身のプラシュ・デュ・ティロワ、ブリュッセル出身の「子ラ・フランス  La France 
le fils」の異名を持つジャン・バプティスト・ヨーゼフ・オロンデル、ローマ出身のロッシ
とヴェネツィア出身のピチネッティである。 







てきた。レーシュは、「バス・ドゥ・ヴィオロン  Bass de Violon」と呼ばれる、胴体の長さ
が約  80 センチの低音弦楽器が、フランスにおいて  18 世紀に至るまで用いられた一方、
上部イタリアの工房において製造された「チェロ  Violoncello」は、1700 年頃から胴の長
さがより短い 71 センチから 75 センチ程度になったと説明した  79。ケップは、クレモーナ
に工房を構えていたアントーニオ・ストラディヴァーリ Antonio Stradivari（1644?-1737）
が、約 75 センチの長さの胴を持つチェロを  1710 年頃から製造したと推測している  80。 
                                                   
79 Thomas Drescher and Heinz von Loesch, “Violoncello,” in MGG2, Sachteil vol. 9, 
cols. 1688-1689. 
80 Kai Köpp, “Vom Ensemble- zum Soloinstrument: Das Violoncello,” in Bachs 
Orchester und Kammermusik: Das Handbuch, edited by Rampe Siegbert (Laaber: 





















ペラを上演するためにイタリアから多くの音楽家が赴任した年は、8 年後の 1717 年であっ
た。そのため、この 1709 年から 1717 年までの 8 年の間、ヴォリュミエの配下にあった奏
者たちは、彼の指導の下、専らフランス音楽を演奏したと考えられる。従って、1711 年の
                                                   
81 Kai Köpp, Handbuch historische Orchesterpraxis: Barock-Klassik-Romantik 
(Kassel: Bärenreiter, 2009), pp. 64-70. 
82 Thomas Drescher and Heinz von Loesch, “Violoncello,” in MGG2, Sachteil vol. 9, 
col. 1688; see also Winfried Pape and Wolfgang Boettcher, Das Violoncello: 





ピエール・フランチェスコ・トージ Pier Francesco Tosi（ca. 1654-1732）は『昔時及び
当節の歌い手に対する見解と、装飾の施された歌唱への所見 Opinioni de' cantori antichi, 
E Moderni O Sieno osservazioni sopra il canto Figurato』を著し、本書は 1723 年に出版
された。この著作においてトージは、歌手がより高い声を獲得するために、ローマのピッ
チではなく、ヴェネツィアのピッチに従って歌手が教育されることを推奨している 83。こ
の著作は、ヨーハン・フリードリヒ・アグリーコラ Johann Friedrich Agricola（1720-1774）













                                                   
83 Pier Francesco Tosi, Opinioni de' cantori antichi, E Moderni O Sieno osservazioni 
sopra il canto Figurato (Bologna, 1723), p. 45. 
 84 Pier Francesco Tosi, Anleitung zur Singkunst, (originally published as: Opinioni 
de' cantori antichi, E Moderni O Sieno osservazioni sopra il canto Figurato, Bologna, 










第2項 1718 年と 1719 年の出張と若手奏者たち  
1717 年の「宮廷楽団の年俸表」に現れた 34 名の奏者のうち、ヴィオラ奏者プレトーリ
ウスを除く 33 名は、1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」に名前が見られる。プレトーリ
ウスは、すでに 1709 年の「オーケストラの年俸表」から名前が記されており、本節にお
いて参照している 1717 年（8 月 1 日付）の「宮廷楽団の年俸表」に至るまで、全ての年俸
表に名前が現れていた。従って、彼は少なくとも 1709 年から 1717 年 8 月 1 日まで、ド
レスデン宮廷に在籍したと考えられよう。しかし、先述のように 1717 年頃の「宮廷音楽
家の年俸表」に、プレトーリウスの名前は現れていなかった。また、1718 年 8 月 23 日に
ドレスデン宮廷に雇用されたと説明されていたリュート奏者ヴァイスの名前は、「宮廷音
楽家の年俸表」に記されていなかった。  
以上のことに基づくと、「宮廷音楽家の年俸表」が書かれた時期は、1717 年 8 月から翌





表 1-7 1717 年のドレスデン宮廷楽団の奏者（年齢順） 
奏者の名前（楽器の種類）  年齢  
リビツキ、アーダム  




奏者の名前（楽器の種類）  年齢  
ペッチュマン、ミヒャエル  
Petzschmann, Michael (Vla) 
62 
アリゴーニ、フランチェスコ  
Arigoni, Francesco (Lut) 
60 
カデ、ジャン  
Cadet, Jean (Fl & Fg) 
48 
ヘーベンシュトライト、パンタレオン  
Hebenstreit, Pantaleon (Pan) 
48 
ロッティ、ヨーハン・フリードリヒ  
Lotti, Johann Friedrich (Vl) 
48 
ゴルデ、マルティン  
Golde, Martin (Vla) 
47 
ベントレー、ゴットフリート  
Bentley, Gottfried (Lut) 
46 
ティロワ、ジャン＝バティスト・プラシュ・デュ  
Tilloy, Jean-Baptiste Prache du (Vlc) 
45 
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  
Schmidt, Johann Wolfgang (Org) 
40 
ペツォルト、クリスティアン  
Petzold, Christian (Org) 
40 
ヴォリュミエ、ジャン＝バティスト  
Woulmyer, Jean-Baptiste (Vl) 
40 
フィッシャー、ヨーハン・アーダルベルト  
Fischer, Johann Adalbert (Hr) 
40 
ザム、アーダム・フランツ  
Samm, Adam Franz (Hr) 
39 
ゼレンカ、ヤン・ディースマス  
Zelenka, Jan Dismas (Cb) 
［38］  
フント、フランチェスコ  
Hunt, Francesco (Vl) 
37 
ザイフェルト、マルティン  
Seyfert, Martin (Ob) 
36 
クヴァッツ、カスパール・エルンスト  
Quatz, Caspar Ernst (Fg) 
34 
ピチネッティ、ジョヴァンニ・マリーア・フェリーチェ  
Picinetti, Giovanni Maria Felice (Vlc) 
34 
ブロッホヴィッツ、ヨーハン・マルティン  
Blochwitz, Johann Martin (Ob) 
30 
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  
Pisendel, Johann Georg (Vl) 
30 
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de (Vlc) 
30 
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried (Fg) 
29 
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  
Haulondel, Jean Baptiste Joseph Du (Vlc) 
29 
ライヒェル、ヨーハン・クリストフ  
Reichel, Johann Christoph (Vla) 
28 
リヒター、ヨーハン・クリスティアン  
Richter, Johann Christian (Ob) 
28 
ライン、カール・ヨーゼフ  
Rhein, Carl Joseph (Vla) 
28 
ビュッファルダン、ピエール＝ガブリエル  
Buffardin, Pierre-Gabriel (Fl) 
27 
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  




奏者の名前（楽器の種類）  年齢  
アンリオン、シャルル  
Henrion, Charles (Ob) 
記載なし  
ル・グロ、シモン  
Le Gros, Simon (Vl) 
記載なし  
プレトーリウス、ヨーハン・ハインリッヒ  
Praetorius, Johann Heinrich (Vla) 
記載なし  
レーナイス、ヨーハン・ゲオルク  
Lehneis, Johann Georg (Vla) 
記載なし  
ヴァイゲルト、ダーヴィット  
Weigelt, David (Fl) 
記載なし  
 
表 1-7 において年齢が明らかな者は 29 名に上り、彼らは 64 歳から 24 歳に及んでいる。
年齢の分布に基づくと、彼らは、60 歳以上 64 歳以下、34 歳以上 48 歳以下、24 歳以上 30
歳以下の三つの年齢層に分類できる。  
34 歳以上 48 歳以下の奏者は最も多い 16 名に上り、年齢が判明している 29 名の半数ほ
どにあたる 5 割 5 分を占めている。楽師長ヴォリュミエと「宮廷音楽家」の称号を持って
いたリュート奏者ベントレーやヴァイオリン奏者ロッティは、この年齢層に属している。
最も若い 24 歳から 30 歳までの奏者は合計 10 名であり、年齢が判明している 29 名のう
ち 3 分の 1 を占めている。「宮廷音楽家」の称号を持ち、後に楽師長となるピゼンデルや、
同じく「宮廷音楽家」であったチェロ奏者ロッシ、「主席オーボエ奏者」であったリヒター
はこの年齢の範囲に入っている。 
1717 年の「宮廷楽団の年俸表」が記された翌年の 1718 年に、ザクセン侯子であったフ
リードリヒ・アウグスト 2 世は、ヴィーンに滞在していた。彼に仕えるため、ドレスデン
宮廷楽団の音楽家 11 名がこの地に派遣された。ドレスデン宮廷の資料の一つである「フ
ランス喜劇団とオーケストラ」の 1718 年 8 月 22 日付の記録には、この 11 名の名前と肩
書が記されている 85。表 1-8 は、彼らの名前とこの記録に記された彼らの肩書を示してい
る。また、表 1-7 に基づき、各人の 1717 年頃の年齢を表している。 
                                                   
85 D-Dla, 10026 Geheimes Kabinett, Loc. 383/4 (Die Bande Französischer 
Comoedianten und Orchestra), fol. 222r; see also Mary A. Oleskiewicz, Quantz and 
the Flute at Dresden: His Instruments, his Repertory and their Significance for the 

















［肩書の記載なし］  48 
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  






Pisendel, Johann Georg 
第 1 ヴァイオリン  
Der Primo Violino 
30 
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  





Richter, Johann Christian 
第 1 オーボエ  





Der Flute Alemande 
27 
ライン、カール・ヨーゼフ  
Rhein, Carl Joseph 
第 2 ヴァイオリン  
Der secondo Violino 
28 
ブロッホヴィッツ、ヨーハン・マルティン  
Blochwitz, Johann Martin 
第 2 オーボエ  
Der andern Hautbois 
30 
レーナイス、ヨーハン・ゲオルク  












楽長であったヨーハン・ヨーゼフ・フックス Johann Joseph Fux（1660-1741）に師事し
ていた 87。先の 11 名が派遣された 1718 年に、ゼレンカは少なくとも三つの作品を、この
地において作曲している 88。よって、ゼレンカはヴィーンにおいて彼らと合流した可能性
                                                   
Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 
Orchesterleitung, (Tutzing: H. Schneider, 2005), p. 119. 
86, D-Dla, 10026 Geheimes Kabinett, Loc. 383/4 (Die Bande Französischer 
Comoedianten und Orchestra), fol. 222r. 
87 Wolfgang Reich, “Jan Dismas Zelenka als Schüler von Johann Joseph Fux: Belege 
und Vermutungen,” in J. J. Fux-Symposium Graz '91: Bericht, edited by Rudolf 
Flotzinger (Austria: Akademische Druck- und Verlagsanstalt, 1992), pp. 121-132; 
Herbert Seifert, “Zelenka in Wien,” in Zelenka-Studien. II, edited by Günter 
Gattermann and Wolfgang Reich (Sankt Augustin: Academia, 1997), pp. 183-192. 
88 Janice B. Stockigt, Jan Dismas Zelenka: A Bohemian Musician at the Court of 


















表 1-7 において年齢が判明している 29 名のうち、24 歳から 30 歳の若手奏者は 10 名で
あり、その割合は僅か 3 割程度にとどまっていた。しかし、1718 年にヴィーンに出張した
11 名の奏者のうち、27 歳から 30 歳の若手奏者は先述のように 8 名であり、彼らが 11 名
全員のうちに占める割合は 7 割に達している。これらのことに基づくと、ヴィーンへの出
張には、異常に多くの若手がドレスデン宮廷楽団から選出されたといえる。 
                                                   
89 Kai Köpp, Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 
Orchesterleitung (Tutzing: H. Schneider, 2005), p. 120. 
90 ヴィーンに滞在していたコントラバス奏者ゼレンカは 1679 年生まれであったため、






である。「1719 年 10 月にモーリツブルクにおいて持たれた娯楽」と題された資料には、
「ポーランド王兼ザクセン選帝侯宮廷楽団」、すなわちドレスデン宮廷楽団から選出され、
この地に派遣された者を記した項目があり、合計 13 名の音楽家の名前と彼らの肩書が記
されている 91。この記録には、「楽長ハイニヒェンがさらにヴァイオリン奏者 2 名とファ
ゴット奏者 1 名を必要とした」ため、「フント Hund」と「ロッティ Lotti」、「ベーメ Boehme」
も出張したことが明記されている  92。この 3 名は、名前と彼らが演奏した楽器の種類から、
1717 年の「宮廷楽団の年俸表」に現れたヴァイオリン奏者フント、ヴァイオリン奏者ロッ
ティ、ファゴット奏者ベーメであったことが分かる。 
表 1-9 は、「1719 年 10 月にモーリツブルクにおいて持たれた娯楽」に記された 16 名の
奏者の名前と、彼らの肩書を表している。また右の列には、表 1-7 に基づき 1717 年頃の
彼らの年齢を示した。 
 
表 1-9 1719 年にモーリツブルクに派遣された音楽家たち 

























Pisendel, Johann Georg 














                                                   
91 D-Dla, 10026 Oberhofmarschallamt G, Nr. 18 (Divertissements in Moritzburg 
gehalten worden Mense Octobr: 1719), fols. 52r. 
92 D-Dla, 10026 Oberhofmarschallamt G, Nr. 18 (Divertissements in Moritzburg 
gehalten worden Mense Octobr: 1719), fols. 53r. 
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Richter, Johann Christian 























Violist zum Ballet 
64 
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  






［ヴァイオリン奏者］  37 
ロッティ、ヨーハン・フリードリヒ  
Lotti, Johann Friedrich 
［ヴァイオリン奏者］  48 
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 
［ファゴット奏者］  29 
 






1719 年 9 月には、ドレスデンにおいて、侯子フリードリヒ・アウグスト 2 世の結婚祝
賀行事が行われていた。その際、ドレスデン宮廷の奏者たちは、奏法が全く異なったフラ
ンスとイタリアの両方の音楽を演奏する必要に迫られていた。先の「1719 年 10 月にモー
リツブルクにおいて持たれた娯楽」の資料は、表 1-9 に示した 16 名の音楽家と共に、デュ














第6節 1717 年から 1729 年までの年俸表と名簿 
ドレスデン宮廷は、1717 年に、オペラを上演するために多くのイタリア人を雇用した。
しかし 3 年後の 1720 年に、彼らの大半は解雇された。このことにより、当宮廷における
オペラ上演は衰退し、1720 年代には教会音楽が多く作曲された。同じ時期には、オペラ上
演再開に向けた準備も進められていた。このように、1717 年から 1720 年代末にかけて、
ドレスデン宮廷楽団の奏者を取り巻く状況は、著しく変化していた。 
前節において示した表 1-6、表 1-8、表 1-9 を比較すると、ラインとブロッホヴィッツ
の肩書は大きく変化している。1717 年の「宮廷楽団の年俸表」においてラインはヴィオラ








門とするようになったことを指摘した  93。本章において取り上げてきた 1709 年から 1717
年までの 8 年間の年俸表において、楽器を変えた奏者を確認すると、1709 年の「オーケス
トラの年俸表」と 1711 年の「宮廷楽団の年俸表」において、ジャン＝バティスト・アンリ
オンはオーボエ奏者からフルート奏者に、ダニエル・ヘリングはチェロ奏者からファゴッ




ラントマンの指摘と 1711 年以降の年俸表の傾向に基づくと、1717 年から 1719 年まで
の僅か 2 年の間に、ラインとブロッホヴィッツの楽器の種類を示した肩書が変化したこと
は、異例といえるだろう。先述のように、1717 年から 1720 年代のドレスデン宮廷におい
て、奏者が直面した状況は様々に変化していた。このことを踏まえると、ラインとブロッ
ホヴィッツ以外の奏者も、専門とする楽器を変更した可能性が考えられる。以上のことか








                                                   
93 Ortrun Landmann, “Die Dresdener Hofkapelle zur Zeit Johann Sebastian Bachs,” 







第1項 1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」 
1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」には、楽師長ヴォリュミエの他に 39 名の人名が記





表 1-10 奏者の肩書を持たない者（1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」） 
資料に記された肩書  名前  
上級楽長 Ober Capellmeister 
ヨーハン・クリストフ・シュミット  
Johann Christoph Schmidt 
楽長 Capellmeister 
ヨーハン・ダーヴィット・ハイニヒェン  
Johann David Heinichen 
バリトン歌手 Sänger Bassist 「ディアール Diart」  
アルト歌手 Sänger Altist 「ボルガル Beaurgard」  
楽器世話係 Instrument Dien[er] 「ゴットロープ・ヴェルナーGottlob Werner」  















表 1-11 1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」に記載された奏者 


























Maitre des Conc[ert] 
〇  
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  























































Vlc   
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  
Haulondel, Jean Baptiste Joseph Du  
［肩書なし］  〇  
オロンデル、ロベール・デュ  




















Cb   
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  

















































































Hr   
ザム、アーダム・フランツ  




















Org   
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  
Schmidt, Johann Wolfgang 
オルガン奏者兼写譜家  
















この表に示した奏者は合計 35 名に上り、その大半にあたる 32 名は、1717 年の「宮廷















第2項 1718 年頃の「音楽家の年俸表」 
1718 年頃の「音楽家の年俸表」には、ヴォリュミエの他に合計 41 名の名前が記されて
いる。この 41 名のうち 33 名の肩書は楽器の種類を示している。表 1-12 は、残りの 8 名
の名前と肩書を表している。彼らのうち「宮廷作曲家」のフランチェスコ・マリーア・ヴェ




表 1-12 奏者の肩書を持たない者（1718 年頃の「音楽家の年俸表」） 
資料に記された肩書  名前  
「楽長 Der CapellMeister」  
ヨーハン・クリストフ・シュミット  
Johann Christoph Schmidt 
「楽長 Der CapellMeister」  
ヨーハン・ダーヴィット・ハイニヒェン  
Johann David Heinichen 
宮廷作曲家  
der Cammer Compositeur 
「フランチェスコ・マリーア・ヴェラチーニ  
Francesco Maria Veracini」  
  
63 
資料に記された肩書  名前  




Inspection der Instrument Cammer 
und reparation derer Instrumente 
「ゲオルゲ・アウグスト・キュメルマン  
George August Kümmelmann」  
オルガン職人 der Orgelmacher 
「ヨーハン・ハインリッヒ・グレープナー  
Joh. Heinrich Gräbner」  
写譜家  
die Musicalische Copialien 
「ヨーハン・ヤーコプ・リントナー  
Joh. Jacob Lindner」  
楽器係  
der Instrument Diener 
「ヨーハン・ゴットロープ・ヴェルナー  





して、1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」に見られた者には、「〇」印を付けている。  
 
表 1-13 1718 年頃の「音楽家の年俸表」に記載された奏者 
























Vl   
ヴェラチーニ、フランチェスコ・マリーア  
Veracini, Francesco Maria 
宮廷作曲家  

























































































Vlc   
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  































































Fg   
クヴァッツ、カスパール・エルンスト  








































Hr   
ザム、アーダム・フランツ  









Lut   
アリゴーニ、フランチェスコ  




Org   
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  













der Cammer Music 
〇  























第3項 1719 年の「音楽家の年俸表」 
1719 年の「音楽家の年俸表」には、楽師長ヴォリュミエと共に 42 名の名前が書かれて
いる。この 42 名のうち 34 名の肩書は、楽器の種類を示している。表 1-14 は、残りの 8
名の名前と肩書を示しており、この 8 名は先の表 1-13 に記載した音楽家と同一である。
表 1-13 において、ヴェラチーニとヘーベンシュトライトは奏者であったと考えられた。  
 
表 1-14 奏者の肩書を持たない者（1719 年の「音楽家の年俸表」） 
資料に記された肩書  名前  
楽長 der CapellMeister 
ヨーハン・クリストフ・シュミット  
Johann Christoph Schmidt 
楽長 der CapellMeister 
ヨーハン・ダーヴィット・ハイニヒェン  
Johann David Heinichen 
宮廷作曲家  
der Cammer Compositeur 
フランチェスコ・マリーア・ヴェラチーニ  
Francesco Maria Veracini 
宮廷音楽家 der Cammer Music パンタレオン・ヘーベンシュトライト  
Pantaleon Hebenstreit 
楽器庫管理人兼楽器修理人  
Inspection der Instrument Cammer 
und reparatur derer Instrumente 
「ゲオルゲ・アウグスティン・キュメルマン  








Johann Jacob Lindner」  
楽器係  
der Instrument Diener 
ヨーハン・ゴットロープ・ヴェルナー  












表 1-15 1719 年の「音楽家の年俸表」に記載された奏者 





















Vl   
ヴェラチーニ、フランチェスコ・マリーア  
Veracini, Francesco Maria 
宮廷作曲家  































































Vlc   
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  






























                                                   
95 この奏者を特定することはできなかった。  
  
68 






























der Flute Alemande 
〇  





















Fg   
クヴァッツ、カスパール・エルンスト  














Hr   
ザム、アーダム・フランツ  




















Org   
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  









Pan   
ヘーベンシュトライト、パンタレオン  
Hebenstreit, Pantaleon  
宮廷音楽家  
der Cammer Music 
〇  














第4項 1720 年 5 月の「音楽家の年俸表」 
1720 年 5 月の「音楽家の年俸表」には、楽師長ヴォリュミエの他に 40 名の人名が記さ
れている。この 40 名のうち 32 名は、肩書が楽器の種類を示している。残りの 8 名は、先
の表 1-14 に示した者と完全に一致している。彼らのうち奏者であったと考えられた者は、
ヴェラチーニとヘーベンシュトライトに限られた。  
従って、1720 年 5 月の「王の音楽家の年俸表」に記された奏者は、楽師長ヴォリュミ
エ、肩書から明らかな 32 名、ヴェラチーニ、ヘーベンシュトライトであったといえる。表 
1-16 は、これらの奏者の名前を、彼らが演奏した楽器の種類に沿って示している。この表




表 1-16 1720 年 5 月の「音楽家の年俸表」に記載された奏者 





















Vl   
ヴェラチーニ、フランチェスコ・マリーア  
Veracini, Francesco Maria 
宮廷作曲家  






















































































Vlc   
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  





























der Flute Alemande 
〇  





















Fg   
クヴァッツ、カスパール・エルンスト  





































Hr   
ザム、アーダム・フランツ  









Lut   
アリゴーニ、フランチェスコ  









Org   
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  









Pan   
ヘーベンシュトライト、パンタレオン  
Hebenstreit, Pantaleon  
宮廷音楽家  
der Cammer Mus: 
〇  












第5項 1720 年 9 月の「音楽家の年俸表」 
1720 年 9 月の「音楽家の年俸表」には、楽師長ヴォリュミエと 40 名の人名が記されて
いる。この 40 名のうち 31 名は、奏者であることを示す肩書が付されている。この 31 名
のうちの一人は、「ヴァイオリン奏者 子レーナイス der Violin Lehneiß le fils」と記され







られなかった「カール・マティアス・レーナイス Carl Matthias Lehneis」が、「ヴィオロ
ン奏者見習い Violonist Scholar [sic]」として新たに現れている。従って、先の「ヴァイオ
リン奏者 子レーナイス」は、肩書が異なるものの、このカール・マティアス・レーナイ
スを指していると考えられるだろう。  




表 1-17 奏者の肩書を持たない者（1720 年 9 月の「音楽家の年俸表」） 
資料に記された肩書  名前  
楽長 der CapellM. 
ヨーハン・クリストフ・シュミット  
Johann Christoph Schmidt 
ヨーハン・ダーヴィット・ハイニヒェン  
Johann David Heinichen 
作曲家 der Compos. De Musique 「アンドレ  André」  
宮廷作曲家 der Cammer Compos. フランチェスコ・マリーア・ヴェラチーニ  
Francesco Maria Veracini 
宮廷音楽家 der Cammer Mus. パンタレオン・ヘーベンシュトライト  
Pantaleon Hebenstreit 
楽器庫管理兼修理人  
Inspection der Instrument Cammer 
und Leparatur derer Instrumente 
「ゲオルゲ・アウグスティン・キュメルマン  












Johann Gottlob Werner 
 
以上のことから、1720 年 9 月の「音楽家の年俸表」に見られる奏者は、楽師長ヴォリュ
ミエ、肩書から明らかな 31 名、ヴェラチーニ、ヘーベンシュトライトと考えられる。表 
1-18 は、これらの奏者の名前を、彼らが演奏した楽器の種類ごとに示している。また、先
の 1720 年 5 月の「音楽家の年俸表」に現れた奏者を、「〇」印によって表している。  
  
73 
この表に見られる奏者は 34 名であり、そのうちヴァイオリン奏者レーナイスを除く 33
名は、前項において取り上げた 1720 年 5 月の「音楽家の年俸表」に名前が記されている。
この 33 名の中に、演奏する楽器を変更した者は見られない。  
 
表 1-18 1720 年 9 月の「音楽家の年俸表」に記載された奏者 























Vl   
ヴェラチーニ、フランチェスコ・マリーア  
Veracini, Francesco Maria 
宮廷作曲家  































































Vlc   
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  























































der Flute Alemande 
〇  





















Fg   
クヴァッツ、カスパール・エルンスト  














Hr   
ザム、アーダム・フランツ  









Lut   
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  




Org   
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  









Pan   
ヘーベンシュトライト、パンタレオン  
Hebenstreit, Pantaleon  
宮廷音楽家  







































第6項 1721 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」 
1721 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」には、楽師長ヴォリュミエの他に 42 名の人名が記
されている。この 42 名のうち 34 名は、肩書から奏者であることが分かる。表 1-19 は、
他の 8 名の名前と肩書を表している。  
 
表 1-19 奏者の肩書を持たない者（1721 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」） 
資料に記された肩書  名前  
総宿駅長兼宮廷楽団監督  
General Postmeister und Directeur 
der Capelle 
「ヨーハン・ジーグムント・フォン・モルダクスト
男爵 Johann Siegmund Baron von Mordaxt」  
上級楽長 Ober Capellm[ei]ster 
ヨーハン・クリストフ・シュミット  
Johann Christoph Schmidt 
楽長  Capellmeister 
ヨーハン・ダーヴィット・ハイニヒェン  
Johann David Heinichen 
バリトン歌手 Sänger Bassist 「ペーター・ギュアルト Peter Guart」  
アルト歌手 Sänger Altist 「フランソワ・ゴットフリート・ボルガル
Francois Gottfried Beauregard」  
アルト歌手 Sänger Altist ジローラモ・ペルゾネッリ  
Gerolamo Personelli 












者」の肩書を持っている  96。残りの 6 名は、肩書から奏者ではなかったことが分かる。 
従って、1721 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」から抽出される奏者は、楽師長ヴォリュミ
エ、肩書から明白な 34 名、ヘーベンシュトライト、ペルゾネッリになる。下の表 1-20 は、
これらの奏者の名前を楽器の種類ごとに示し、先の 1720 年 9 月の「音楽家の年俸表」に
名前が記されていた者を「〇」印によって表している。  
 
表 1-20 1721 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」に記載された奏者 



























Maitre des Concerts 
〇  
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  













































                                                   



































Vlc   
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  










Tilloy, Jean-Baptiste Prache du 
チェロ奏者兼写譜家  
Violoncellist und Notist 
〇  
ピチネッティ、ジョヴァンニ・マリーア・フェリーチェ  









Cb   
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  















Lehneis, Carl Matthias 
ヴィオロン奏者見習い  



























































































Lut   
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  









Org   
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  
Schmidt, Johann Wolfgang 
オルガン奏者兼写譜家  





Cammer Componist und 
Organist 
〇  
Pan   
ヘーベンシュトライト、パンタレオン  





この表から明らかなように、合計 37 名の奏者のうち 31 名は、すでに 1720 年 9 月の「王












第7項 1725 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」 
1725 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」には、楽師長ヴォリュミエの他に 41 名の人名が記
されている。この 41 名のうち 36 名の肩書は、彼らが奏者であったことを明示している。
残りの 5 名のうち 4 名は、「楽長 Capell Meister」のハイニヒェン、「バリトン歌手 Sänger 
Bassist」の「ペーター・ギュアルト Peter Giuart」、「アルト歌手 Sänger Altist」の「フ
ランソワ・ゴットフリート・ボルガル Francois Gottfried Beauregard」、「楽器世話係








廷音楽家の年俸表」に名前が記されていた。そして、1721 年頃と 1725 年頃の「宮廷音楽
家の年俸表」を比較した場合、奏者たちは演奏する楽器の種類を変更していない。  
 
表 1-21 1725 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」に記載された奏者 




























Maitre des Concert 
〇  
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  

















































































Vlc   
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  










Tilloy, Jean-Baptiste Prache du 
チェロ奏者兼写譜家  
Violoncellist und Notist 
〇  
ピチネッティ、ジョヴァンニ・マリーア・フェリーチェ  









Cb   
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  












Contrabass u. Notist 
〇  
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 
ヴィオロン奏者見習い  




























































































Lut   
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  









Org   
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  
Schmidt, Johann Wolfgang 
オルガン奏者兼写譜家  





Cammer Componist und 
Organist 
〇  
Pan   
ヘーベンシュトライト、パンタレオン  








第8項 1729 年の「宮廷楽団の名簿」 
1729 年の「宮廷楽団の名簿」には、奏者に関する項目が見られ、人名が列挙されている。






表 1-22 奏者の肩書を持たない者（1729 年の「宮廷楽団の名簿」） 
資料に記された肩書  名前  
イタリア音楽の作曲家  
Compositeur de la Musique 
Italienne 
「ジョヴァンニ・アルベルト・リストーリ





Musiciens vocals François 





















                                                   




この表に提示した奏者の合計は 38 名に上り、先の 1725 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」
に名前が記載されていた奏者は、フルート奏者クヴァンツとオルガン奏者リストーリ以外














































Le Gros, Simon 
〇  
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 
〇  
ロッティ、ヨーハン・フリードリヒ  
Lotti, Johann Friedrich 
〇  








Morgenstern, Johann Gottlieb 
〇  
ライヒェル、ヨーハン・クリストフ  
Reichel, Johann Christoph 
〇  
                                                   
98 括弧内は、名簿に記載された項目名を表している。  
99 ヴォリュミエは、「楽師長 Der Concert=Meister」の見出しの下に名前が記載されてい



























Vlc（「チェロ奏者  Violoncello」）   
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  
Haulondel, Jean Baptiste Joseph Du 
〇  
オロンデル、ロベール・デュ  
Haulondel, Robert Du 
〇  
ティロワ、ジャン＝バティスト・プラシュ・デュ  
Tilloy, Jean-Baptiste Prache du 
〇  
ピチネッティ、ジョヴァンニ・マリーア・フェリーチェ  
Picinetti, Giovanni Maria Felice 
〇  
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
〇  
Cb（「コントラバス奏者 Contra-Basso」）   
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
〇  
ゼレンカ、ヤン・ディースマス  
Zelenka, Jan Dismas 
〇  
Fl（「フルート・アルマンド奏者 Flutes travers」）   
クヴァンツ、ヨーハン・ヨアヒム  






Blochwitz, Johann Martin 
〇  











Richter, Johann Christian 
〇  
ル・リシュ、フランソワ  
Le Riche, François101 
〇  





Quatz, Caspar Ernst 
〇  
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 
〇  
                                                   
100 この名簿には、「クリスティアン・ヴァイゲルト Christian Weigelt」と記載されてい
る。 

































Schindler, Johann Adam 
〇  
Lut（「リュート奏者  Theorbist」）   
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  





Cem（「チェンバロ  Clavecin」）   
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  













第9項 楽器の種類を変更した奏者たち  
 1717 年から 1729 年までの年俸表や名簿に現れた奏者の中には、肩書から推定される楽
器の種類が、資料によって異なる者が見られた。彼らは、ライン、ブロッホヴィッツ、カ
デ、ベントレー、ゼレンカ、ケストナー、ヴァイゲルトの 7 名に上っている。表 1-24 は、
これらの資料に記載された、彼らの楽器の種類を示している。  
 
                                                   
102 ヴァイスの名前は、「宮廷リュート奏者 Cammer=Lautenist」の項目に記載されてい
る。 










































































































































































Fg Bas Bas Bas Bas Fg Fg Fg 
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
Vla Cb Fg Fg Fg Fg Cb Cb Cb 
ゼレンカ、ヤン・ディースマス  
Zelenka, Jan Dismas 
Cb Cb Bas Bas Bas Bas Cb Cb Cb 
ブロッホヴィッツ、ヨーハン・マルティン  




Ob Ob Ob Ob Ob Ob Fl 
ベントレー、ゴットフリート  
Bentley, Gottfried 
Lut Lut Vdg Vdg Vdg Vdg Lut Lut Lut 
ライン、カール・ヨーゼフ  
Rhein, Carl Joseph 
Vla Vl Vla Vla Vla Vla Vl Vl Vl 
 
この表において、2 列目の 1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」から 1725 年頃の「宮廷
音楽家の年俸表」までの資料は、奏者の楽器の種類に基づき、二つの類型に分けられよう。













簿」に反映されたことを、表 1-24 は示している。 






している。このことに基づくと、1717 年から 1729 年までの約 10 年の間に、ドレスデン
宮廷楽団に所属した 5 名もの奏者が、専門とする楽器を変更したと考えられよう。  
彼らのうちの一人であるケストナーは、1717 年の「宮廷楽団の年俸表」に記載された奏
者のうち、年齢が判明している者の中で最も若かった（50 頁の表 1-7 参照）。ストッキー
トは、ケストナー自身が 1733 年に記した嘆願書に基づき、「ケストナーがペルゾネッリの





びその他のオペラ従事者」と題されたこの宮廷の資料には、1718 年 8 月 23 日付の「イタ
                                                   
105 Janice B. Stockigt, “Bach’s Missa BWV 232I in the Context of Catholic Mass 
Settings in Dresden,” in Exploring Bach's B-minor Mass, edited by Robin A. Leaver et 




前が記載されているからである  106。 
ペルゾネッリは、1728 年に亡くなった。若手のケストナーは、1720 年 5 月と 9 月に記
された 2 点の「音楽家の年俸表」に、ファゴット奏者として記載されていたが、1721 年頃
と 1725 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」において、「ヴィオロン奏者」に変わっていた。よっ

















                                                   
106 “Specificatio Deren Italienischen Operisten und Ihres Jährl. Tractaments”, D-Dla, 
10026 Geheimes Kabinett, Loc. 907/3 (Die Operisten, Musicos, Sänger und andere zur 
Opera gehörige Personen betr: ao 1717, 18, 19, [17]20), fol. 120; see also Janice B . 














廷楽団の年俸表」に記された奏者のうち 10 名は、24 歳から 30 歳までの若手奏者であり、
「宮廷音楽家」であったヴァイオリン奏者ピゼンデルやチェロ奏者ロッシ、「主席オーボエ
奏者」であったリヒターは、この年齢層に属していた。  





が行われた翌年の 1719 年には、合計 16 名の宮廷楽団の音楽家がモーリツブルクに出張し
ていた。先にヴィーンに派遣されていた若手 8 名とヴィオラ奏者レーナイスは、このモー
リツブルクへ向かった奏者に選ばれていた。  




準備も進められた。このように変化に富んだ 1717 年から 1720 年代末までに記録された
年俸表は、7 名もの奏者が専門とする楽器を変更したことを示していた。 




回数が 2 回または 1 回であり、その回数にほとんど差はないが、1718 年と 1719 年の出張
に着目すると、ピゼンデルやリヒターと共にヴァイス、ビュッファルダン、ブロッホヴィッ
ツ、ベーメ、ライン、レーナイス、ロッシは連続して出張に選出されている。さらに表 1-25
は、1718 年と 1719 年の出張それぞれにおいて、奏者たちが、種々の弦楽器と木管楽器に
よる、10 名近くから成る合奏団を組織できたことを示している。 
 




















































Weiss, Silvius Leopold 
2   〇 〇 
ヴォリュミエ、ジャン＝バティスト  
Woulmyer, Jean-Baptiste 
2 〇  〇  
ゴルデ、マルティン  
Golde, Martin 
1    〇 
ゼレンカ、ヤン・ディースマス  
Zelenka, Jan Dismas 
1    〇 
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  
Pisendel, Johann Georg 
4 〇 〇 〇 〇 
ビュッファルダン、ピエール＝ガブリエル  
Buffardin, Pierre-Gabriel 
2   〇 〇 
ブロッホヴィッツ、ヨーハン・マルティン  
Blochwitz, Johann Martin 
2   〇 〇 
フント、フランチェスコ  
Hunt, Francesco 
1    〇 
ペツォルト、クリスティアン  
Petzold, Christian 
2 〇   〇 
ヘーベンシュトライト、パンタレオン  
Hebenstreit, Pantaleon 
1   〇  
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 




Rhein, Carl Joseph 
2   〇 〇 
リヒター、ヨーハン・クリスティアン  
Richter, Johann Christian 
4 〇 〇 〇 〇 
リビツキ、アーダム  
Rybizki, Adam 
1    〇 
ル・グロ、シモン  
Le Gros, Simon 
1    〇 
レーナイス、ヨーハン・ゲオルク  
Lehneis, Johann Georg 
2   〇 〇 
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
2   〇 〇 
ロッティ、ヨーハン・フリードリヒ  
Lotti, Johann Friedrich 
1    〇 
 
1718 年のヴィーン出張の記録に記された奏者の肩書を改めて確認すると、ピゼンデル
は「第 1 ヴァイオリン」、リヒターは「第 1 オーボエ」、ラインは「第 2 ヴァイオリン」、
ブロッホヴィッツは「第 2 オーボエ」となっている。（53 頁の表 1-8 参照）。このことに基
づくと、合計 11 名の奏者が一つの合奏団としてヴィーンに派遣され、彼ら全員によって
何らかの楽曲が演奏された可能性は高いといえる。さらにモーリツブルクへの出張におい










                                                   
107 Johann David Heinichen, Serenata di Moritzburg (D-Dl, Mus.2398-L-3), accessed 
September 1, 2017, https://opac.rism.info/search?id=212006383; Johann David 


















ことから、1720 年代においては、ピゼンデル及び彼と同世代の 7 名が中心となって乱れの
ない合奏を実現していたと考えられる。  
 最後に、本章において取り上げた 12 点の年俸表や名簿から特定された奏者の名前と楽

























































































































































































































Lut Lut Lut Lut Lut Lut Lut      
アンリオン、シャルル  
Henrion, Charles 
Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob 
アンリオン、ジャン＝バティスト  
Henrion, Jean-Baptiste 
Ob Fl Fl          
ヴァイゲルト、ダーヴィット  
Weigelt, David 
 Fl Fl Fl Ob Vla Vla Vla Vla Ob Ob Ob 
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  
Weiss, Silvius Leopold 
      Lut Lut Lut Lut Lut Lut 
D. ウイス  
D. Huisse 
Fl            
ヴェラチーニ、フランチェスコ・マリーア  
Veracini, Francesco Maria 
     Vl Vl Vl Vl    
ヴォリュミエ、ジャン＝バティスト  
Woulmyer, Jean-Baptiste 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  
Haulondel, Jean Baptiste Joseph Du 
Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc 
オロンデル、ロベール・デュ  
Haulondel, Robert Du 


































































































































































































































Fg Bas Bas Bas Bas Fg Fg Fg 
クヴァッツ、カスパール・エルンスト  
Quatz, Caspar Ernst 
   Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg 
クヴァンツ、ヨーハン・ヨアヒム  
Quantz, Johann Joachim 
           Fl 
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
   Vla Cb Fg Fg Fg Fg Cb Cb Cb 
コスモフスキ、ペトルス  
Cosmovsky, Petrus 
Org Org Org          
ゴルデ、マルティン  
Golde, Martin 
Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla 
ザイフェルト、マルティン  
Seyfert, Martin 
   Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob 
ザム、アーダム・フランツ  
Samm, Adam Franz 
 Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr    
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  
Schmidt, Johann Wolfgang 
 Org Org Org Org Org Org Org Org Org Org Org 
シンドラー、アンドレアス  
Schindler, Andreas 






















































































































































































































Schindler, Johann Adam 
       Hr Hr Hr Hr Hr 
ゼレンカ、ヤン・ディースマス  
Zelenka, Jan Dismas 
 Cb Cb Cb Cb Bas Bas Bas Bas Cb Cb Cb 
ティロワ、ジャン＝バティスト・プラシュ・デュ  
Tilloy, Jean-Baptiste Prache du 
 Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc 
デュセ、ジャン＝バティスト  
Ducé, Jean-Baptiste 
 Fl Fl          
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  
Pisendel, Johann Georg 
 Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ピチネッティ、ジョヴァンニ・  
マリーア・フェリーチェ  
Picinetti, Giovanni Maria Felice 
   Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc 
ビュッファルダン、ピエール＝ガブリエル  
Buffardin, Pierre-Gabriel 
   Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl 
フィオレッリ、カルロ  
Fiorelli, Carlo 
Vl            
フィッシャー、ヨーハン・アーダルベルト  
Fischer, Johann Adalbert 
 Hr Hr Hr Hr Hr Hr      
プレトーリウス、ヨーハン・ハインリッヒ  
Praetorius, Johann Heinrich 
Vla Vla Vla Vla         
ブロッホヴィッツ、ヨーハン・マルティン  
Blochwitz, Johann Martin 
 Ob Ob Ob 
Ob 
(Fl) 























































































































































































































 Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ペツォルト、クリスティアン  
Petzold, Christian 
Org Org Org Org Org Org Org Org Org Org Org Org 
ヘッセ Heße       Org      
ペッチュマン、ミヒャエル  
Petzschmann, Michael 
Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla 
ヘーニッヒ、ダニエル  
Hennig, Daniel 
 Fg Fg          
ヘーベンシュトライト、パンタレオン  
Hebenstreit, Pantaleon 
   Pan Pan Pan Pan Pan Pan Pan Pan Pan 
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 
   Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg 
ヘリング、ゴットフリート  
Herring, Gottfired 
Cb Vla Vla          
ヘリング、ダニエル  
Herring, Daniel 
Vlc            
ペルゾネッリ、ジローラモ  
Personelli, Girolamo 
         Cb Cb  
ベントレー、ゴットフリート  
Bentley, Gottfried 
Lut Lut Lut Lut Lut Vdg Vdg Vdg Vdg Lut Lut Lut 
モルゲンシュテルン、ヨーハン・ゴットリープ  
Morgenstern, Johann Gottlieb 






















































































































































































































Reichel, Johann Christoph 
   Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla 
ライン、カール・ヨーゼフ  
Rhein, Carl Joseph 
 Vla Vla Vla Vl Vla Vla Vla Vla Vl Vl Vl 
リストーリ、ジョヴァンニ・アルベルト  
Ristori, Giovanni Alberto 
           Org 
リヒター、ヨーハン・クリスティアン  
Richter, Johann Christian 
Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob 
リビツキ、アーダム  
Rybizki, Adam 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
リビツキ、アントン  
Rybizki, Anton 
Fg Fg Fg          
リンク、シュテファン  
Ringk, Stephan 
Vl            
ル・グロ、シモン  
Le Gros, Simon 
  Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
父ル・コント  
Le Conte père 
Fl            
子ル・コント  
Le Conte le Fils 
Fg            
ルパリーニ  
Luparini 






















































































































































































































Le Riche, François 
    Vl     Vl Vl Ob 
レヒ、クリスティアン  
Rech, Christian 
Ob            
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 
        
Vl Cb Cb Vl 
レーナイス、ヨーハン・ゲオルク  
Lehneis, Johann Georg 
Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla     
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
 Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc 
ローター、クリスティアン  
Rother, Christian 
Vla            
ロッティ、ヨーハン・フリードリヒ  
Lotti, Johann Friedrich 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ロンメル、ペーター  
Rommel, Peter 


















さらに第 1 章では、この合奏に欠かせなかった奏者として、ピゼンデルの他に 8 名を挙
げた。この 8 名のうち、ヴィオラ奏者レーナイス以外の 7 名は、ヴォリュミエが亡くなっ































                                                   
108 Moritz Fürstenau, Zur Geschichte der Musik und des Theaters am Hofe zu 
Dresden (Dresden: 1861-1862 in 2 vols; reprint ed. Leipzig: Peters, 1971 in 1 vol.), 









楽師長ヴォリュミエは 1728 年に亡くなった。その 3 年後にあたる 1731 年の 12 月 11
日に、ピゼンデルは新しい楽師長としてドレスデン宮廷の全ての音楽家に紹介された  109。 
また、楽長であったシュミットとハイニヒェンも、1728 年と 1729 年に相次いで亡く
なった。ハッセは 5 年ほど後の 1734 年に、正式に次の楽長としてドレスデン宮廷に雇用
された。この宮廷の記録である「1733 年から 1739 年のイタリア人歌手、楽団、踊り手及
びその他のオペラに従事する人々」の 1734 年 6 月 11 日付の記録は、「楽長ハッセ  
Capellmeister Haße」と、歌手であった彼の妻ファウスティーナ・ボルドーニ Faustina 
Bordoni（1697–1781）に、年俸 6000 ターラーが支払われることを示している  110。 
ハッセは、ナポリにおいて成功を収めたオペラ作曲家であった。当地の作曲家にとって
最高の栄誉は、この王国を統治していたオーストリア皇帝カール 6 世 Karl Vl.（1685-1740）
の聖名祝日、すなわち 11 月 4 日の聖チャールズ日を祝うオペラを作曲することであった。
ハッセは、1729 年にこの日のために《ティグラーネ  Tigrane》を作曲している  111。 
2 年後の 1731 年に、ハッセは初めてドレスデンを訪問し、第 1 章において確認したよ
うに、オペラ《クレオーフィデ》を初演した。その後ハッセはドレスデンを離れ、先述の
                                                   
109 Kai Köpp, Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 
Orchesterleitung (Tutzing: Schneider, 2005), p. 146. 
110 D-Dla, 10026 Geheimes Kabinett, Loc. 907/4 (Die Italiänischen Sänger und 
Sängerinnen, das Orchestre, die Tänzer und Tänzerinnen, auch andere zur Opera 
gehörige Personen betr. Ao 1733. 1739), fol. 18; Raffaele Mellace, Johann Adolf Hasse, 
translated by Juliane Riepe (Beeskow: Ortus Musikverlag, 2016), p. 56. 
111 Daniel Heartz, “Hasse at the Crossroads: Artaserse (Venice, 1730), Dresden, and 
Vienna,” The Opera Quarterly 16/1 (Winter, 2000): 25. 
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ように 3 年後の 1734 年に、正式にドレスデン宮廷に雇われた。ハッセは 1763 年までドレ
スデン宮廷の楽長を務めた。すでに 1731 年に楽師長に就任していたピゼンデルは、彼自
身が亡くなる 1755 年まで、ハッセと共にドレスデン宮廷楽団を統括した。 
1730 年代前半には、新しい楽師長や楽長が就任しただけでなく、彼らを配下に置いてい
たザクセン選帝侯も交代した。フリードリヒ・アウグスト 1 世は、1733 年 2 月 1 日に、
ワルシャワにおいて亡くなる。この年、彼の息子フリードリヒ・アウグスト 2 世はザクセ
ン選帝侯に即位し、翌年の 1734 年にはアウグスト 3 世としてポーランド王の位をも獲得








                                                   
112 Gerhard Poppe, “Kontinuität oder Neubeginn: Zur Anfangssituation der Ära 
Hasse in Dresden,” in Johann Adolf Hasse in seiner Zeit: Bericht über das Symposium 
vom 23. bis 26. März 1999 in Hamburg, edited by Reinhard Wiesend (Stuttgart: 
Carus-Verlag, 2006), pp. 307-308. 
113 Mary A. Oleskiewicz, “The Flute at Dresden: Ramifications for Eighteenth-century 
Woodwind Performance in Germany,” in From Renaissance to Baroque: Change in 
Instruments and Instrumental Music in the Seventeenth Century, edited by Jonathan 
P. Wainwright and Peter Holman (Aldershot: Ashgate, 2005), p. 149; Janice B. 
Stockigt, “The Court of Saxony-Dresden,” in Music at German Courts, 1715–1760: 
Changing Artistic Priorities, edited by Samantha Owens et al. (Woodbridge: Boydell, 
2011), p. 31; see also Alina Żórawska-Witkowska, “The Saxon court of the Kingdom of 
Poland,” in ibid., pp. 51-77. 
114 荒川恒子、「ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグスト 2 世宮廷における音楽事情」、
『山梨大学教育人間科学部紀要』第 12 巻 19 号、2010 年、137～139 頁。 Janice B. 
Stockigt, “The Court of Saxony-Dresden,” in Music at German Courts, 1715–1760: 
Changing Artistic Priorities, edited by Samantha Owens et al. (Woodbridge: Boydell, 
2011), p. 19. 
115 Panja Mücke, Johann Adolf Hasses Dresdner Opern im Kontext der Hofkultur 






ハッセによるオペラの一覧表を提示した 116。表 2-1 は、彼女の表に記された、オペラの初
演日（または再演日）、作品名、演奏場所と演奏機会を引用している。 
 
表 2-1 フリードリッヒ・アウグスト 2 世のために上演された楽長ハッセのオペラ 
（1734 年から 1763 年） 
上演日  作品名  上演場所  上演機会  
1734 年  













1737 年  







1737 年  






スト 2 世の洗礼名の日  
1737 年  
10 月 5 日 /11 日  
アタランテ（再演）  フベルトゥスブルク  
フリードリヒ・アウグ
スト 2 世の誕生日  
1737 年  
10 月 7 日 /13 日  
アステリア（再演）  フベルトゥスブルク  
フリードリヒ・アウグ
スト 2 世の誕生日  
1738 年  
カーニバル  
皇帝ティトゥスの仁慈  






1738 年  














1740 年  








1741 年  





スト 2 世の誕生日  







1742 年  





スト 2 世の誕生日  
                                                   
Music at German Courts, 1715–1760: Changing Artistic Priorities, edited by 
Samantha Owens et al. (Woodbridge: Boydell, 2011), p. 30. 
116 Panja Mücke, Johann Adolf Hasses Dresdner Opern im Kontext der Hofkultur 
(Laaber: Laaber, 2003), p. 42. 
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上演日  作品名  上演場所  上演機会  







1743 年  





スト 2 世の誕生日  







1745 年  






スト 2 世の誕生日  







1747 年  
6 月 14 日  
寛容なるスパルタ女  




1747 年  





スト 2 世の誕生日  










1749 年  
10 月 7 日  
ユピテルルの誕生  
Il natal di Giove 
フベルトゥスブルク  
フリードリヒ・アウグ
スト 2 世の誕生日  















1751 年  





スト 2 世の誕生日  
















1753 年  





スト 2 世の誕生日  
















1755 年  
10 月 7 日  
羊飼いの王  
Il rè pastore 
フベルトゥスブルク  
フリードリヒ・アウグ
スト 2 世の誕生日  










1763 年  
8 月 3 日  
ペルシアの王シロエ  




スト 2 世の洗礼名の日  
 
この表に示したオペラは、1734 年から 1763 年までの約 30 年間に上演されており、そ





フリードリヒ・アウグスト 2 世の下において、カーニバルは 1 月から 3 月にかけて開催















されたが、1741 年以降はこの歌劇場が用いられた  120。ドレスデン宮廷のカーニバルにお
いて、オペラ上演が主要な演目となった時期に、フベルトゥスブルクにおけるオペラ上演
                                                   
117 Panja Mücke, Johann Adolf Hasses Dresdner Opern im Kontext der Hofkultur 
(Laaber: Laaber, 2003), p. 53. 
118 Ibid., p. 53. 
119 Ibid., pp. 55-56. 
120 Ortrun Landmann, “Musikpflege in der Herbstresidenz Hubertusburg,” in Schloß 
Hubertusburg: Werte einer sächsischen Residenz, edited by Vereins für sächsische 






しかし表 2-1 において、1746 年はオペラ上演の記録がない。このことには、前年の 1745
年 12 月に、プロイセン王フリードリヒ 2 世がドレスデンに入城したことが関連している
であろう。第 2 次シュレージエン戦争にザクセンは敗れ、戦勝者のプロイセン王が、和平
を結ぶためにこの地を訪れた。ドレスデン宮廷におけるオペラ上演の本拠であった宮廷歌
劇場は、この 1745 年 12 月から 1747 年 1 月まで閉鎖された  122。 
1740 年代後半からは、ドレスデン宮廷に新しい動向が見られる。表 2-1 から明らかな
ように、ドレスデン宮廷において楽長ハッセのオペラを上演することは、1747 年から再開
された。《寛容なるスパルタ女》は、この年の 6 月に行われたバイエルン選帝侯マクシミリ
アン 3 世 Maximilian III. （1727-1777、選帝侯在位 1745–1777）とザクセン侯女マリア・
アンナ Maria Anna（1728-1797）の結婚と、ザクセン侯子フリードリヒ・クリスティアン
Friedrich Christian（1722-1763）とバイエルン侯女マリア・アントニア・ヴァルプルギ
ス Maria Antonia Walpurgis（1724-1780）の結婚の祝賀行事において初演された。この
祝祭は、1719 年のフリードリヒ・アウグスト 2 世とマリア・ヨゼファの結婚式以来の大規
模なものであり、多くの人々がドレスデンを訪れた。侯子妃となったマリア・アントニア
は諸芸術に造詣が深く、ドレスデン宮廷における芸術活動の一翼を担うようになった  123。 
1740 年代後半から、この宮廷はピエトロ・ミンゴッティ  Pietro Mingotti（ca. 1702-
1759）が率いたイタリア演劇団をはじめとする一座を招くようになった  124。ヴィーン宮
                                                   
121 表 2-1 には記載していないが、1736 年のフベルトゥスブルクにおいては、リストー
リのオペラ《アリアンナ  Arianna》が上演された。  
122 Sven Hansell and David J. Nichols, “ Hasse, Johann Adolf,” in NG2, vol. 11, p. 
101. 
123ヨハン・ヨアヒム・クヴァンツ、『フルート奏法［改訂版］』 荒川恒子訳、東京：全
音楽譜出版社、2017 年、468～469 頁。 
124荒川恒子、「ザクセン選帝侯フリードリヒ・アウグスト 2 世宮廷における音楽事情」、
『山梨大学教育人間科学部紀要』第 12 巻 19 号、2010 年、139 頁。 
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廷に仕えた著名な建築家兼演出家であったジュゼッペ・ガッリ＝ビビエーナ  Giuseppe 
Galli=Bibiena（1696-1757）も、ドレスデン宮廷に召され、1748 年のカーニバルにおいて
上演されたハッセのオペラ《デモフォンテ Demofonte》の演出を手掛けた  125。ビビエーナ
は、1751 年の《キュロスの確認》、1752 年の《シリアのハドリアヌス帝》、1753 年の《ス
レイマン》の演出にも携わった 126。これらのオペラのうち 1753 年の《スレイマン》は、
「特にその優れた演出は賞賛される」と評価が高く、多くの人々がドレスデンを訪れた  127。 
《スレイマン》の初演では、演出家ビビエーナに加え、ドレスデン宮廷楽団の奏者も高
く評価された。ヨハン・クリスティアン・トレーマー  Johann Christian Trömer（1697-
1756）は、「1753 年のヨゼファ祭によせて  An Josephafest 1753」と題した詩を作った 128。






                                                   
125 Martin Hammitzsch, Der moderne Theaterbau: Der höfische Theaterbau: Der 
Anfang der modernen Theaterbaukunst, ihre Entwicklung und Betätigung zur Zeit 
der Renaissance des Barock und des Rokoko (Berlin: Wasmuth, 1906), p. 162. 
126 Ibid., p. 167. 
127 Neu-eröffnete historische Correspondenz von alten und neuen Curiosis Saxonicis  
(1753), pp. 66-67. (D-Dl, Eph.hist.0362.a) 
128 Johann Christian Trömer, Jean Chretien Toucement des Deutsch Franços 
Schrifften: mit viel schön Kuffer Stick Kanß Complett mit den zweiten Theil 
vermehrt (Nürnberg: 1772), p. 231. 
129 Ibid., p. 232. 
130 Moritz Fürstenau, Zur Geschichte der Musik und des Theaters am Hofe zu 
Dresden (Dresden 1861-1862; reprint ed. Leipzig: Peters, 1971), vol. 2, p. 275; Bruce 
Haynes, The Eloquent Oboe: A History of the Hautboy from 1640-1760 (Oxford: 
Oxford University Press, 2007), p. 428. 
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《スレイマン》の初演から 2 年を経た 1755 年には、カーニバルにおいてハッセのオペ
ラ《アエティウス  Ezio》が初演され、《スレイマン》と同様に大変な評判となった131。こ
のオペラの演出のために、ドレスデン宮廷は、フランスの「音楽王立アカデミー  Academie 
Royal de Musique」において主席舞台美術家を務めたジャン＝ニコーラ・セルヴァンドー
ニ Jean-Nicolas Servandoni（1695-1766）を招聘している 132。《アエティウス》における
彼の演出は、「自然のものや人工のものを華麗な場面転換や装飾によって、また特別な方法
によって提示しようとした」と評価された 133。またプロイセン王フリードリヒ 2 世は、姉
のフリーデリーケ・ゾフィー・ヴィルヘルミーネ  Friederike Sophie Wilhelmine von 
Preußen（1709-1758）に宛てた手紙において、以下のように、この《アエティウス》につ








このように 1747 年に再開されたドレスデン宮廷のオペラ上演は、1753 年の《スレイマ
ン》と 1755 年の《アエティウス》によって大きな成功を収めた。この成功を踏まえると、
                                                   
131 Anja-Rosa Thöming, “Metastasios Ezio in den Opernfassungen von Johann Adolf 
Hasse,” Händel-Jahrbuch 45 (1999): 165-172. 
132 Alois M. Nagler, “J. N. Servandonis und F. Bouchers Wirken an der Pariser Oper,” 
in Bühnenformen-Bühnenräume-Bühnendekorationen: Beiträge zur Entwicklung des 
Spielorts, edited by Rolf Badenhausen and Harald Zielske (Berlin: Schmidt, 1974), 
pp. 64-65 and 68. 
133 Neu-eröffnete historische Correspondenz von alten und neuen Curiosis Saxonicis  
(1755), pp. 54-55 . (D-Dl, Eph.hist.0362) 
134 Friederike Sophie Wilhelmine and Friedrich II, Friedrich der Große und 
Wilhelmine von Baireuth: Briefe der Königzeit 1740-1758, edited by Gustav Berthold 





この 1747 年から 1750 年代半ばまでの時期におけるフベルトゥスブルクのオペラ上演
を確認すると、ドレスデンにおいてオペラが再び上演されるようになった 1747 年から、
この別邸におけるオペラ上演も再開されている（表 2-1 参照）。その上演は、評判となっ






敗れ、1763 年にはフベルトゥスブルクにおいて和平が結ばれる。この 1763 年に、フリー
ドリヒ・アウグスト 2 世はポーランドからドレスデンに帰還できたが、彼は同じ年の 10 月






から 1755 年までは、1733 年と 1745 年によって三つの時期に区切ることができる。 
ピゼンデルは、1740 年代半ば以降、宮廷楽団に所属した奏者やこの楽団の現状に不満を
述べるようになったことが確認されている。彼は 1744 年にザクセン選帝侯と娯楽局の長 
                                                   
135 Moritz Fürstenau, Zur Geschichte der Musik und des Theaters am Hofe zu 
Dresden (Dresden: 1861-1862 in 2 vols; reprint ed. Leipzig: Peters, 1971 in 1 vol.), 
vol. 2, p. 359. 
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der Directeur des Plaisirs に宛てた手紙に、オーボエ奏者ベソッツィの横柄な態度を好ま





マンに宛てられた 1752 年の手紙は、高齢のため 6 名から 8 名の奏者が病気になったこと
により、ピゼンデル自身は初対面の多くの奏者と演奏しなくてはならなかったことを伝え













                                                   
136 Kai Köpp, Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 
Orchesterleitung (Tutzing: Schneider, 2005), pp. 260, 316 and 313. 
137 Georg Philipp Telemann, Briefwechsel: Sämtliche erreichbare Briefe von und an 
Telemann, edited by Hans Grosse (Leipzig: Dt. Verl. für Musik, 1972), p. 361. 
138 歌手の項目に記された人名は多数に上るため省略している。  
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表 2-2 「宮廷楽団の名簿」において奏者以外の項目に記載された者  
（1731 年から 1755 年まで） 
名前  記載されている期間  
「監督 Director」   
ブライテンバウフ、ハインリッヒ・アウグスト・フォン  
Breitenbauch, Heinrich August von 
1735-1747 
ディースカウ、カール・ハインリッヒ・フォン  
Dießkau, Carl Heinrich von  
1748-1755 
「楽長 Capell=Meister」   
ハッセ、ヨーハン・アードルフ  
Hasse, Johann Adolf 
1732-1755139 
リストーリ、ジョヴァンニ・アルベルト  
Ristori, Giovanni Alberto 
1750-1755140 
「楽師長 Concert-Meister」   
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  
Pisendel, Johann Georg 
1731-1755 
「宮廷音楽家 Cammer=Musicus」   
ヘーベンシュトライト、パンタレオン  
Hebenstreit , Pantaleon 
1731-1751 
「フランス歌曲作曲家 Musiciens vocals François」   
アンドレ、ルイ  
André, Louis 
1731 と 1733 
「写譜家 Notisten」   
グルンディッヒ、ヨーハン・ゴットフリート  
Grundig, Johann Gottfried  
1735-1755 
クレンムラー、ヨーハン・ゲオルク  
Kremmler, Johann Georg 
1735-1755 
リントナー、ヨーハン・ヤーコプ  
Lindner, Johann Jacob  
1731 と 1733 
「楽器管理人 Instrument=Inspector」   
キュメルマン、ゲオルゲ・アウグスティン  
Kümmerlmann, George Augstin  
1731 と 1733-1744 
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich  
1747-1755 
「宮廷オルガン職人 Hof=Orgelmacher」   
グレープナー、ヨーハン・ゴットフリート  
Graebner, Johann Gottfried 
1740-1755 
グレープナー、ヨーハン・ハインリッヒ  
Gräbner, Johann Heinrich 
1731, 1733-1755 





Werner, Johann George 
1749-1750 
ヴェルナー、ヨーハン・ゴットフリート  
Werner, Johann Gottfried 
1749-1754 
ヴェルナー、ヨーハン・ゴットロープ  
Werner, Johann Gottlob 
1731, 1733-1748 
                                                   
139 1751 年以降は「上級楽長 Ober=Capell Meist[er].」として記載されている。  
140 リストーリは「副楽長 Vice=Capell=Meist[er].」として記載されている。  
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名前  記載されている期間  
「詩人 Poet」   
パッラヴィチーノ、ステファーノ  






Migliavaccha, Giovanni Ambrogio  
1753-1755 





Zelenka, Jan Dismas  
1733-1746 
バッハ、ヨーハン・ゼバスティアン  
























ストナーは、1731 年から 1755 年までの「宮廷楽団の名簿」において、一貫して「コント
                                                   
141 Kai Köpp, Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 









至る 7 名のうち、バッハ以外の 6 名は、ドレスデン宮廷楽団の合奏に加わった可能性を指
摘できる。従って、1731 年から 1755 年までの「宮廷楽団の名簿」に記録された人物のう
ち、この楽団の合奏に携わった者には、奏者の項目に現れる者に加え、楽長ハッセをはじ
めとするこの 6 名を含めることができる。下の表 2-3 は、合計 81 名に上る彼らの名前と、
彼らの名前が記された項目が表す楽器の種類を示している。  





                                                   







表 2-3 1731 年から 1755 年までの「宮廷楽団の名簿」に記載された奏者の名前と楽器の種類  

























































           
アーダム、ヨーハン  
Adam, Johann 
     Vla Vla Vla Vla Vla Vla 
アーベル、カール・フリードリヒ  
Abel, Carl Friedrich 
           
アンリオン、シャルル  
Henrion, Charles 
Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob     
ヴァイゲルト、ダーヴィット  
Weigelt, David 
Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob 
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  
Weiss, Silvius Leopold 
Lut Lut Lut Lut  Lut Lut Lut Lut Lut Lut Lut 
ヴォプスト、クリスティアン  
Wopst, Christian 
           
ウーリッヒ、アウグスティン  
Uhlig, Augustin 
  Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  
Haulondel, Jean Baptiste Joseph Du 
Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc 
オロンデル、ロベール・デュ  
Haulondel, Robert Du 
Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc    
カイザー、ヨーハン・ザミュエル  
Kayser, Johann Samuel 
  Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb 
カッタネオ、フランチェスコ・マリーア  
Cattaneo, Francesco Maria 
   Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
カデ、ジャン  
Cadet, Jean 
Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg     
カラッシ、ロレンツォ  
Carassi, Lorenzo 
         Vl Vl 
カリファーノ、アルカンジェロ  
Califano, Arcangelo 






























































Quatz, Caspar Ernst 
Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg 
クヴァッツ、フリードリヒ・エルンスト  
Quatz, Friedrich Ernst 
        Vla Vla Vla 
クヴァンツ、ヨーハン・ヨアヒム  
Quantz, Johann Joachim 
Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl 
クネヒテル、ヨーハン・ゲオルク  
Knechtel, Johann Georg 
   Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr 
クリーガー、ヨーハン・ゴットリープ  
Krieger, Johann Gottlieb 
  Vla Vla Vla       
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb 
ゲッツェル、フランツ・ヨーゼフ  
Götzel, Franz Joseph 
           
ゲーリッケ、ゴットフリート・フリードリヒ  
Göricke, Gottfried Friedrich 
           
ゴルデ、マルティン  
Golde, Martin 
Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla    
ザイフェルト、マルティン  
Seyfert, Martin 
Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob 
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  
Schmidt, Johann Wolfgang 
Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem 
シンドラー、アンドレアス  
Schindler, Andreas 
Hr Hr Hr Hr Hr Hr      
シンドラー、ヨーハン・アーダム  
Schindler, Johann Adam 
Hr Hr Hr         
ゼレンカ、ヤン・ディースマス  




Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb 
タッシュエンベルク、クリスティアン・ヴィルヘルム  
Taschenberg, Christian Wilhelm 
  Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
                                                   































































   Vl Vl       
ツィーカ、ヨーゼフ  
Zyka, Joseph 
           
ツィッヒ、フランツ・ゼラフ  
Zich, Franz Seraph 
     Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ツィンケ、ヨーハン・フランツ  
Zincke, Johann Franz 
           
ティーデレ、ヨーゼフ  
Tiederle, Joseph 
  Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ティロワ、ジャン＝バティスト・プラシュ・デュ  
Tilloy, Jean-Baptiste Prache du 
Vlc Vlc Vlc         
デヴェルデク、ヴェンツェル・ゴットフリート  
Dewerdek, Wenzel Gottfried 
           
ネルダ、ヨーハン・ゲオルク  
Neruda, Johann Georg 
           
バウアー、ヨーゼフ・マリア  
Bauer, Joseph Maria 
           
ハウデク、カール  
Haudeck, Carl 
           
ハッセ、ヨーハン・アードルフ  
Hasse, Johann Adolf 
 Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem 
ハンケ、ヨーハン・フランツ  
Hantke, Johann Franz 
     Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ハンペル、アントン・ヨーゼフ  
Hampel, Anton Joseph 
      Hr Hr Hr Hr Hr 
ビオット、フランチェスコ  
Biotto, Francesco 
  Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl   
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  
Pisendel, Johann Georg 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ピチネッティ、ジョヴァンニ・マリーア・フェリーチェ  
Picinetti, Giovanni Maria Felice 































































           
ビュッファルダン、ピエール＝ガブリエル  
Buffardin, Pierre-Gabriel 
Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl 
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク  
Fickler, Johann Georg 
  Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
フーコー、ヨーハン・ヴィルヘルム  
Hucho, Johann Wilhelm 
  Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob 
フーバー、ヨーハン・ニコラウス  
Huber, Johann Nicolaus 
           
フランチーニ、フランソワ  
Francini, François 
           
フリッチェ、ザミュエル  
Fritzsche, Samuel 
           
ブロッホヴィッツ、ヨーハン・マルティン  
Blochwitz, Johann Martin 
Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl 
フント（父）、フランチェスコ  
Hunt Francesco 
Vl Vl Vl Vl        
フント（息子）、フランチェスコ  
Hunt Francesco 
           
ベソッツィ、アントニオ  
Besozzi, Antonio 
         Ob Ob 
ペツォルト、クリスティアン  
Petzold, Christian 
Org Cem Org         
ペッチュマン、ミヒャエル  
Petzschmann, Michael 
           
ヘーベンシュトライト、パンタレオン  
Hebenstreit, Pantaleon 
Pan Pan Pan Pan Pan Pan Pan Pan Pan Pan Pan 
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 
Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg 
ベントレー、ゴットフリート  
Bentley, Gottfried 






























































Horn, Johann Caspar 
           
マットシュテット、クリスティアン・フリードリヒ  
Mattstädt, Christian Friedrich 
           
メーザー、アントン  
Möser, Anton 
       Fg Fg Fg Fg 
モラシュ、カール  
Morasch, Carl 
   Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg 
モルゲンシュテルン、ヨーハン・ゴットリープ  
Morgenstern, Johann Gottlieb 
Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla 
ライヒェル、ヨーハン・クリストフ  
Reichel, Johann Christoph 
Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla 
ライン、カール・ヨーゼフ  
Rhein, Carl Joseph 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ラッハマン、ゴットリープ・ベンヤミン  
Lachmann, Gottlieb Benjamin 
           
リストーリ、ジョヴァンニ・アルベルト  
Ristori, Giovanni Alberto 
   Org Org Org Org Org Org Org Org 
リッター、カール・クリスティアン  
Ritter, Carl Christian 
           
リヒター、ヨーハン・クリスティアン  
Richter, Johann Christian 
Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob 
リビツキ、アーダム  
Rybizki, Adam 
Vl           
リンケ、ヨーハン・ペーター・カシミール  
Lincke, Johann Peter Casimir 
  Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg 
ル・グロ、シモン  
Le Gros, Simon 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ル・リシュ、フランソワ  
Le Riche, François 
Ob Ob Ob         
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 






























































Röhr, Johann Gottfried 
           
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc 
ロッティ、ヨーハン・フリードリヒ  
Lotti, Johann Friedrich 
Vl Vl          
 



































































   Org Org Org Org Org Org Org Org Org Org 
アーダム、ヨーハン  
Adam, Johann 
Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla 
アーベル、カール・フリードリヒ  
Abel, Carl Friedrich 
  Vdg Vdg Vdg Vdg Vdg Vdg Vdg Vdg Vdg Vdg Vdg 
アンリオン、シャルル  
Henrion, Charles 
             
ヴァイゲルト、ダーヴィット  
Weigelt, David 
             
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  
Weiss, Silvius Leopold 
Lut Lut Lut Lut Lut Lut Lut Lut Lut     
ヴォプスト、クリスティアン  
Wopst, Christian 
   Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob 
ウーリッヒ、アウグスティン  
Uhlig, Augustin 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  
Haulondel, Jean Baptiste Joseph Du 
Vlc Vlc            
オロンデル、ロベール・デュ  
Haulondel, Robert Du 








































































Kayser, Johann Samuel 
Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb      
カッタネオ、フランチェスコ・マリーア  
Cattaneo, Francesco Maria 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
カデ、ジャン  
Cadet, Jean 
             
カラッシ、ロレンツォ  
Carassi, Lorenzo 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
カリファーノ、アルカンジェロ  
Califano, Arcangelo 
Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc 
クヴァッツ、カスパール・エルンスト  
Quatz, Caspar Ernst 
Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg      
クヴァッツ、フリードリヒ・エルンスト  
Quatz, Friedrich Ernst 
Vla Vla Vla           
クヴァンツ、ヨーハン・ヨアヒム  
Quantz, Johann Joachim 
             
クネヒテル、ヨーハン・ゲオルク  
Knechtel, Johann Georg 
Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr 
クリーガー、ヨーハン・ゴットリープ  
Krieger, Johann Gottlieb 
             
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb Cb 
ゲッツェル、フランツ・ヨーゼフ  
Götzel, Franz Joseph 
Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl 
ゲーリッケ、ゴットフリート・フリードリヒ  
Göricke, Gottfried Friedrich 
          Vl Vl Vl 
ゴルデ、マルティン  
Golde, Martin 
             
ザイフェルト、マルティン  
Seyfert, Martin 
Ob Ob Ob           
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  
Schmidt, Johann Wolfgang 









































































             
シンドラー、ヨーハン・アーダム  
Schindler, Johann Adam 
             
ゼレンカ、ヤン・ディースマス  
Zelenka, Jan Dismas 
Cb Cb Cb Cb          
タッシュエンベルク、クリスティアン・ヴィルヘルム  
Taschenberg, Christian Wilhelm 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ツァルト、ゲオルク  
Zarth, Georg 
             
ツィーカ、ヨーゼフ  
Zyka, Joseph 
  Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc 
ツィッヒ、フランツ・ゼラフ  
Zich, Franz Seraph 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ツィンケ、ヨーハン・フランツ  
Zincke, Johann Franz 
 Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob 
ティーデレ、ヨーゼフ  
Tiederle, Joseph 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ティロワ、ジャン＝バティスト・プラシュ・デュ  
Tilloy, Jean-Baptiste Prache du 
             
デヴェルデク、ヴェンツェル・ゴットフリート  
Dewerdek, Wenzel Gottfried 
Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl Fl 
ネルダ、ヨーハン・ゲオルク  
Neruda, Johann Georg 
       Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
バウアー、ヨーゼフ・マリア  
Bauer, Joseph Maria 
        Vl Vl    
ハウデク、カール  
Haudeck, Carl 
     Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr 
ハッセ、ヨーハン・アードルフ  
Hasse, Johann Adolf 
Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem Cem 
ハンケ、ヨーハン・フランツ  
Hantke, Johann Franz 








































































Hampel, Anton Joseph 
Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr Hr 
ビオット、フランチェスコ  
Biotto, Francesco 
             
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  
Pisendel, Johann Georg 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ピチネッティ、ジョヴァンニ・マリーア・フェリーチェ  
Picinetti, Giovanni Maria Felice 
Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc 
ピチネッティ、フェリーチェ  
Picinetti, Felice 
   Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ビュッファルダン、ピエール＝ガブリエル  
Buffardin, Pierre-Gabriel 
Fl Fl Fl Fl Fl Fl        
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク  
Fickler, Johann Georg 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
フーコー、ヨーハン・ヴィルヘルム  
Hucho, Johann Wilhelm 
Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob 
フーバー、ヨーハン・ニコラウス  
Huber, Johann Nicolaus 
   Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla 
フランチーニ、フランソワ  
Francini, François 
 Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
フリッチェ、ザミュエル  
Fritzsche, Samuel 
          Vdg Vdg Vdg 
ブロッホヴィッツ、ヨーハン・マルティン  
Blochwitz, Johann Martin 
             
フント（父）、フランチェスコ  
Hunt Francesco 
             
フント（息子）、フランチェスコ  
Hunt Francesco 
   Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
ベソッツィ、アントニオ  
Besozzi, Antonio 
Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob 
ペツォルト、クリスティアン  
Petzold, Christian 









































































             
ヘーベンシュトライト、パンタレオン  
Hebenstreit, Pantaleon 
Pan Pan Pan Pan Pan Pan Pan Pan Pan     
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 
Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg    
ベントレー、ゴットフリート  
Bentley, Gottfried 
             
ホルン、ヨーハン・カスパール  
Horn, Johann Caspar 
          Cb Cb Cb 
マットシュテット、クリスティアン・フリードリヒ  
Mattstädt, Christian Friedrich 
   Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg 
メーザー、アントン  
Möser, Anton 
             
モラシュ、カール  
Morasch, Carl 
Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg 
モルゲンシュテルン、ヨーハン・ゴットリープ  
Morgenstern, Johann Gottlieb 
Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla 
ライヒェル、ヨーハン・クリストフ  
Reichel, Johann Christoph 
Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla Vla 
ライン、カール・ヨーゼフ  
Rhein, Carl Joseph 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl   
ラッハマン、ゴットリープ・ベンヤミン  
Lachmann, Gottlieb Benjamin 
 Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob Ob 
リストーリ、ジョヴァンニ・アルベルト  
Ristori, Giovanni Alberto 






Org Org Org Org  
リッター、カール・クリスティアン  
Ritter, Carl Christian 
        Fg Fg Fg Fg Fg 
                                                   
144 この年から作曲家の肩書を持つ。  








































































Richter, Johann Christian 
Ob Ob Ob Ob          
リビツキ、アーダム  
Rybizki, Adam 
             
リンケ、ヨーハン・ペーター・カシミール  
Lincke, Johann Peter Casimir 
Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg Fg 
ル・グロ、シモン  
Le Gros, Simon 
Vl Vl Vl Vl Vl         
ル・リシュ、フランソワ  
Le Riche, François 
             
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 
Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl Vl 
レール、ヨーハン・ゴットフリート  
Röhr, Johann Gottfried 
             
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc Vlc 
ロッティ、ヨーハン・フリードリヒ  
Lotti, Johann Friedrich 





第1項 1731 年と 1732 年 
ピゼンデルが楽師長に就任した 1731 年に、「宮廷楽団の名簿」に名前が記載されていた











らかなように、このピゼンデルの同僚 7 名は、1731 年及び 1732 年の「宮廷楽団の名簿」
に現れている。 
 
第2項 1733 年から 1744 年 
1733 年から 1744 年までの約 10 年間の「宮廷楽団の名簿」からは、ほぼ毎年、複数の
奏者の名前が抹消されている。彼らの名前を、114 頁から始まる表 2-3 を基に表 2-4 に示
した。この表に記した年は、それぞれの人名が記載された最後の年を表している。  
 
表 2-4 「宮廷楽団の名簿」から名前が抹消された奏者（1733 年から 1744 年） 
 奏者の名前（楽器の種類）  
1733 年  
シンドラー、ヨーハン・アーダム（Hr）  
Schindler, Johann Adam 
ティロワ、ジャン＝バティスト・プラシュ・デュ（Vlc）  
Tilloy, Jean-Baptiste Prache du 
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Le Riche, François 
1735 年  
フント（父）、フランチェスコ（Vl）  
Hunt Francesco 
1736 年  
クリーガー、ヨーハン・ゴットリープ（Vla）  
Krieger, Johann Gottlieb 
ツァルト、ゲオルク（Vl）  
Zarth, Georg 
1737 年  
シンドラー、アンドレアス（Hr）  
Schindler, Andreas 





1739 年  
オロンデル、ロベール・デュ（Vlc）  
Haulondel, Robert Du 
ゴルデ、マルティン（Vla）  
Golde, Martin 
1740 年  
ビオット、フランチェスコ（Vl）  
Biotto, Francesco 




Quantz, Johann Joachim 
ブロッホヴィッツ、ヨーハン・マルティン（Fl）  
Blochwitz, Johann Martin 
メーザー、アントン（Fg）  
Möser, Anton 
1744 年  
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ（Vlc）  
Haulondel, Jean Baptiste Joseph Du  
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング（Org）  
Schmidt, Johann Wolfgang 
 
この表に示した 19 名のうち、1736 年のヴァイオリン奏者ツァルトとヴィオラ奏者ク
リーガー、1740 年のヴァイオリン奏者ビオット、1742 年のフルート奏者クヴァンツとファ
ゴット奏者メーザーを除く 14 名は、先代の楽師長ヴォリュミエと共にドレスデン宮廷に
在籍していた（93 頁からの表 1-26 参照）。彼らの中には、フランスやその隣国のベルギー
出身の者が見られる。1733 年のティロワとル・リシュのうち、前者はパリ出身のチェロ奏
者であり、後者の出身地はフランドル地方であったと考えられているのである  146。さらに
1738 年のファゴット奏者カデと 1739 年のチェロ奏者ロベール・デュ・オロンデルもフラ
                                                   





表 2-4 が示すように、ピゼンデルの同僚 7 名に含まれたフルート奏者ブロッホヴィッツ
は、1743 年以降の「宮廷楽団の名簿」に名前が記されていない。ドレスデン宮廷の「イタ
リア人歌手、オーケストラ、踊り手、その他オペラに関わる者」と題された資料には、1744
年 1 月 24 日付の「契約書」が収められており、その冒頭には「他界した音楽家 der abgelebte 
Musici」ブロッホヴィッツの年俸 300 ターラーを 200 ターラーと 100 ターラーに分割し、
それぞれリュート奏者ヴァイスとヴィオラ奏者アーダムの年俸に加えることが明記されて
いる 148。このことから、ブロッホヴィッツは遅くとも 1744 年 1 月 24 日までに亡くなっ
たことが分かる。同様にピゼンデルの 7 名の同僚に含まれたオーボエ奏者リヒターは、
1746 年までの「宮廷楽団の名簿」に名前が記載されているが、実際には 1744 年に亡くなっ
た 149。 
次に、114 頁から始まる表 2-3 に基づき、1733 年から 1744 年までの「宮廷楽団の名簿」
において、新たに名前が記されるようになった奏者を下の表 2-5 に示す。 
 
                                                   
147 ロベール・デュ・オロンデルは、1740 年の『宮廷年鑑』において「退職者 
Pensionairer」の項目に現れている。 
148 D-Dl, 10026 Geheimes Kabinett, Loc. 907/5 (Die italiänischen Sänger und 
Sängerinnen, das Orchestre, die Tänzer und Tänzerinnen, auch andre zu der Ope[r] 
gehörige Personen, betr. ao 1740), fol. 77r. 
149 Kai Köpp, Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 
Orchesterleitung (Tutzing: Schneider, 2005), p. 315. 
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表 2-5 「宮廷楽団の名簿」に新たに記載された奏者（1733 年から 1744 年） 
 奏者の名前（楽器の種類）  








Krieger, Johann Gottlieb 
タッシュエンベルク、クリスティアン・ヴィルヘルム（Vl）  








Hucho, Johann Wilhelm 
リンケ、ヨーハン・ペーター・カシミール（Fg）  
Lincke, Johann Peter Casimir 




Knechtel, Johann Georg 
モラシュ、カール（Fg）  
Morasch, Carl 




Zich, Franz Seraph 
ハンケ、ヨーハン・フランツ（Vl）  
Hantke, Johann Franz 
1738 年  
ハンペル、アントン・ヨーゼフ（Hr）  
Hampel, Anton Joseph 
1739 年  
メーザー、アントン（Fg）  
Möser, Anton 
1740 年  
クヴァッツ、フリードリヒ・エルンスト（Vla）  
Quatz, Friedrich Ernst 





1743 年  
ゲッツェル、フランツ・ヨーゼフ（Fl）  
Götzel, Franz Joseph 
デヴェルデク、ヴェンツェル・ゴットフリート（Fl）  
Dewerdek, Wenzel Gottfried 
1744 年  
ツィンケ、ヨーハン・フランツ（Ob）  








この表に見られる 26 名のうち 10 名は、1733 年に新たに名前が記載されている。他の
年に名前が初めて記録された者は 3 名以下であるため、この人数は非常に多いといえるだ
ろう。この 10 名は、いずれも 1731 年 11 月に雇用が決定された。 
ドレスデン宮廷の記録「フランス喜劇団とオーケストラ」に基づくと、この宮廷は 1731
年 11 月 28 日に、11 名の奏者を新たに雇うことを決議した  150。表 2-6 は、この資料に記
された彼らの名前と楽器の種類を示している。この表と先の表 2-5 の比較から明らかなよ
うに、雇用が決まった 11 名の奏者のうち、ヴァイオリン奏者「レッセル」を除く 10 名は、
ドレスデン宮廷楽団の一員となった。 
 
表 2-6 1731 年 11 月に雇用が決定された 11 名の奏者 
資料に記された肩書  名前  











Fickler, Johann Georg 
「ヴィオラ Violetto」  
クリーガー、ヨーハン・ゴットリープ  
Krieger, Johann Gottlieb 
「コントラバス Contrabasso」  
カイザー、ヨーハン・ザミュエル  
Kayser, Johann Samuel 
「チェロ Violoncello」  
カリファーノ、アルカンジェロ  
Califano, Arcangelo 
「オーボエ Haubois」  
フーコー、ヨーハン・ヴィルヘルム  
Hucho, Johann Wilhelm 
「ファゴット Fagoto」  
リンケ、ヨーハン・ペーター・カシミール  
Lincke, Johann Peter Casimir 
 
                                                   
150 10026 Geheimes Kabinett, Loc. 383/5 (Franzöische Comoedianten und Orchestra), 
fols. 223r-224r. 
151 この人物を特定することはできなかった。  
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表  2-5 に示した者のうち、少なくともオーボエ奏者ベソッツィとヴァイオリン奏者カ
ラッシはイタリア出身の奏者であり、前者は 1739 年に、後者は 1740 年に、それぞれドレ








以上のように、1733 年から 1744 年までの「宮廷楽団の名簿」は、先代の楽師長ヴォリュ
ミエの時代からドレスデン宮廷に在籍した奏者のうち 14 名が除籍されたことを示してお
り、イタリア出身のオーボエ奏者ベソッツィやヴァイオリン奏者カラッシが新たにこの楽







                                                   
152 Paola Pozzi, “Il concerto strumentale italiano alla Corte di Dresda durante la 
prima metà del settecento,” in Intorno a Locatelli: Studi in occasione del tricentenario 
della nascita di Pietro Antonio Locatelli—1695-1764, edited by Albert Dunning 
(Lucca: Libreria Musicale Italiana, 1995), vol. 2, pp. 980 and 981; see also Alina 
Żórawska-Witkowska, “Federico Cristiano in Italia: Esperienze musicali di un 
principe reale polacco,” Musica e storia 4 (1996): 277-323. 
153 Königlich-Polnischer und Churfürstlich-Sächsischer Hoff- und Staats-Calender 
(Leipzig, 1741; D-Dl, Hist.Sax.I.0179), p. 15. 
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第3項 1745 年から 1755 年 
1745 年から 1755 年までの 20 年間の「宮廷楽団の名簿」においても、ヴォリュミエの




表 2-7 「宮廷楽団の名簿」から名前が抹消された奏者（1745 年から 1755 年） 
 奏者の名前（楽器の種類）  
1745 年  
クヴァッツ、フリードリヒ・エルンスト  (Vla) 
Quatz, Friedrich Ernst 
ザイフェルト、マルティン  (Ob) 
Seyfert, Martin 
1746 年  
リヒター、ヨーハン・クリスティアン（Ob）  
Richter, Johann Christian 
1747 年  
ル・グロ、シモン（Vl）  
Le Gros, Simon 
1748 年  
ビュッファルダン、ピエール＝ガブリエル（Fl）  
Buffardin, Pierre-Gabriel 
1750 年  
カイザー、ヨーハン・ザミュエル（Cb）  
Kayser, Johann Samuel 
クヴァッツ、カスパール・エルンスト（Fg）  
Quatz, Caspar Ernst 
1751 年  
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト（Lut）  
Weiss, Silvius Leopold 
ヘーベンシュトライト、パンタレオン（Pan）  
Hebenstreit, Pantaleon 
1752 年  
バウアー、ヨーゼフ・マリア（Vl）  
Bauer, Joseph Maria 
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート（Fg）  
Böhme, Johann Gottfried 
1753 年  
ライン、カール・ヨーゼフ（Vl）  
Rhein, Carl Joseph 




Reichel, Johann Christoph 
ラッハマン、ゴットリープ・ベンヤミン（Ob）  
Lachmann, Gottlieb Benjamin 
リストーリ、ジョヴァンニ・アルベルト（Org）  
Ristori, Giovanni Alberto 
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ（Vlc）  














書類は 1748 年 3 月 9 日付となっている  154。1749 年から 1756 年までの『宮廷年鑑』にお
いて、彼の名前は「退職者  Pensionaires」の見出しの下に記載されている。これらのこと
から、ビュッファルダンは 1748 年にドレスデン宮廷楽団を退団したことが分かる。また
リュート奏者ヴァイスは、1750 年に亡くなった。  
ファゴット奏者ベーメの名前が最後に現れる「宮廷楽団の名簿」は 1752 年のものであ
り、先に挙げた「イタリア人歌手、オーケストラ、踊り手、その他のオペラに関わる者」
の 1752 年 1 月 29 日の記録には、「亡くなった音楽家ベーメ  der verstorbene Musici 
Böhme」の年俸 380 ターラーが 200 ターラーと 100 ターラー、80 ターラーに分割され、
200ターラーは「新たに雇われたオーボエ奏者ヤーコブ・フリッチェ der neuangenommene 
Hautboist Jacob Frizsche」の年俸として、100 ターラーと 80 ターラーはそれぞれ「音楽
家フランツ・ニコラウス・フント der Musico Franz Nicolaus Hunt」と「音楽家カール・
クリスティアン・リッター  der Musico Karl Christian Ritter」に「加給金として  als 
                                                   
154 D-Dl, 10026 Geheimes Kabinett Loc. 907/5 (Die italiänischen Sänger und 
Sängerinnen, das Orchestre, die Tänzer und Tänzerinnen, auch andre zu der Ope[r] 
gehörige Personen, betr. ao 1740), fol. 178r. 
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Zulagen」支払われることが記されている  155。これらのことに基づくと、ベーメは 1751
年から 1752 年初頭の間に亡くなったと推定できるだろう。 
同じ「イタリア人歌手、オーケストラ、踊り手、その他のオペラに関わる者」の 1754 年
6 月 6 日の記録には、「亡くなった音楽家  die verstorbene Musicis」の一人としてヴァイ
オリン奏者ラインの名前が挙げられている  156。先の表 2-7 から分かるように、彼の名前




ストフ・シュテファン・ショイヒャルト Christoph Stephan Scheuchardt」が 1755 年 3
月に亡くなったことが記されており、同じ第 296 葉の表には、チェロ奏者ロッシが「同年
6 月に im Monath Juny. a. c.」亡くなったことも記録されている。  
 一方、1745 年から 1755 年までの「宮廷楽団の名簿」には、合計 15 名の名前が新たに
記載されている。下の表 2-8 は、114 頁から始まる表 2-3 に基づいて彼らの名前を示し
ている。 
 
表 2-8 「宮廷楽団の名簿」に新たに記載された奏者（1745 年から 1755 年） 
 名前（楽器の種類）  
1745 年  
アーベル、カール・フリードリヒ（Vdg）  
Abel, Carl Friedrich 
ヨーゼフ・ツィーカ（Vlc）  
Joseph Zyka 








Huber, Johann Nicolaus 
                                                   
155 D-Dl, 10026 Geheimes Kabinett Loc. 907/5, fol. 224r. 
156 D-Dl, 10026 Geheimes Kabinett Loc. 907/5, fol. 268r. 
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Mattstädt, Christian Friedrich 
1748 年  
ハウデク、カール（Hr）  
Haudeck, Carl 
1750 年  
ネルダ、ヨーハン・ゲオルク（Vl）  
Neruda, Johann Georg 
1751 年  
バウアー、ヨーゼフ・マリア（Vl）  
Bauer, Joseph Maria 
リッター、カール・クリスティアン（Fg）  
Ritter, Carl Christian 
1753 年  
ゲーリッケ、ゴットフリート・フリードリヒ（Vl）  




Horn, Johann Caspar 
 
この表において、1746 年以外の年に見られる新任者は 3 名以下であるのに対し、この年
の入団は、著しく多い 6 名に及んでいる。彼らの名前は、先に参照した「イタリア人歌手、
オーケストラ、踊り手及びその他のオペラに関わる者」の 1745 年 4 月 21 日の記録に現れ
ている。そこには、ヴァイオリン奏者フントとピチネッティ、ヴィオラ奏者フーバー、オー
ボエ奏者ヴォプスト、鍵盤楽器奏者アウグストを新たに雇用したことが明記されており、
ファゴット奏者マットシュテットに「加給金 als Zulage」として 50 ターラーを与えるこ
とも記されている 157。 
ドレスデン宮廷は、1740 年代半ば以降、著名な舞台演出家ビビエーナやセルバンドーニ
を雇い、彼らとドレスデン宮廷楽団によって 1753 年に初演された《スレイマン》や 1755
年に初演された《アエティウス》は、いずれも大変な好評を博した。しかし本項において
確認したように、ヴォリュミエの時代からこの楽団に在籍した奏者のうち 11 名は、1745
年から 1755 年までの約 20 年間の「宮廷楽団の名簿」において名前が抹消されていた。こ
のことから、成功を収めた《スレイマン》や《アエティウス》の初演に携わった奏者の中
に、ピゼンデルが楽師長になる以前から彼と共に長年演奏してきた者は、ほとんど見られ
                                                   
157 D-Dl, 10026 Geheimes Kabinett Loc. 907/5, fols. 95r-98r. 
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なかったといえる。その上、ピゼンデルとほぼ同じ年齢であった同僚 7 名全員は、1744 年
から 1755 年までの間に死亡またはドレスデン宮廷楽団を退団しており、ピゼンデルも
1755 年に亡くなった。  
他方 1745 年から 1755 年までの「宮廷楽団の名簿」は、新たに合計 15 名の奏者がこの






第4項 1731 年と 1755 年の比較 
ここまでに提示した表 2-4、表 2-5、表 2-7、表 2-8 に基づくと、1733 年から 1755 年
までの約 20 年に渡る「宮廷楽団の名簿」においては、37 名の名前が抹消され、41 名が新
たに記載されるようになったことが分かる。よって、ピゼンデルが楽師長を務めていた間
に、彼の配下にあったドレスデン宮廷楽団の奏者は大きく入れ替わったといえよう。  
このことを確認するために、本節では最後に 1731 年と 1755 年の「宮廷楽団の名簿」に
記載された奏者を比較する。表 2-9 は表 2-3 に基づいており、1755 年に現れる奏者のう
ち楽師長ピゼンデル以外を楽器の種類ごとに示し、1731 年に見られた者を「〇」印によっ
て表している。この表から明らかなように、1731 年に名前が記載されていた 32 名のうち、






































Göricke, Gottfried Friedrich 
 
タッシュエンベルク、クリスティアン・ヴィルヘルム  
Taschenberg, Christian Wilhelm 
 
ツィッヒ、フランツ・ゼラフ  






Neruda, Johann Georg 
 
バウアー、ヨーゼフ・マリア  
Bauer, Joseph Maria 
 
ハンケ、ヨーハン・フランツ  






















Morgenstern, Johann Gottlieb 
〇  
フーバー、ヨーハン・ニコラウス  
Huber, Johann Nicolaus 
 
ライヒェル、ヨーハン・クリストフ  


































Picinetti, Giovanni Maria Felice 
〇  
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  




Kästner, George Friedrich 
〇  
ホルン、ヨーハン・カスパール  











Götzel, Franz Joseph 
 
デヴェルデク、ヴェンツェル・ゴットフリート  







Zincke, Johann Franz 
 
フーコー、ヨーハン・ヴィルヘルム  
















Ritter, Carl Christian 
 
リンケ、ヨーハン・ペーター・カシミール  


















































に基づくと、この旅行が行われた年は、1736 年、1737 年、1739 年、1741 年、1742 年、
1743 年、1747 年、1749 年、1751 年、1753 年、1755 年となっている。秋旅行は、1736
年から 1743 年までほぼ毎年開催され、1747 年から 1755 年にかけては第 1 節において指
摘したように、2 年に 1 度の割合で行われた。一方 1743 年から 1747 年までの 4 年間、こ
の旅行は行われていない。このことから、秋旅行が行われた時期は、1736 年から 1743 年




















出しがあり、そこには 1736 年 9 月にドレスデンからフベルトゥスブルクに派遣された人々








挙されている  159。この見出しの下には、「オーケストラ  Orgester」の項目があり、そこ
                                                   
158 “Fourier Zeddel”, D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 49a (Königl: Reise von 
Dreßden nach Hubertusburg 1736. Vol: I), fols. 249r-250r. 
159 “Fourier Zeddel”, D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 53a (Herbstreise 
beider Königlicher Majestäten und des Kurprinzen sowie des Prinzen Xaver und der 


















を 1741 年の「明細」と呼ぶ。  
 
1742 年の「オーケストラの項目」 
「1742 年のドレスデンからフベルトゥスブルクへの王の旅行」の中には、「1742 年 10
月ドレスデンからムッチェンへの王のオペラ関係者とオーケストラの会計伝票」の見出し
                                                   
160 “Fourier Zeddel der Königl: Capelle von Dresden nach Mutzschen”, D-Dla, 10006 
Oberhofmarschallamt I, Nr. 66b (Hr: Königl: Majt: von Pohlen und Churfürstl: Durch: 
Zu Sachßen Herrns Friderici Augusti III. und Dero Frau gemahlin Kö[ni]gl: 
Majt:Herbst=Reise, von Dreßden nach Hubertusburg 1739. Vol: II), fol. 139r-v. 
161 “Specification dererjenigen Personen, welche nach St: Hubertusburg beordert 
worden”, D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 83a (Königl. Herbst=Reise von 
Dreßden nach Hubertsburg Anno 1741), fols. 227r-228r. 
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では、この項目を 1743 年の「オーケストラの項目」と呼ぶ。 
 
1747 年の「オーケストラの項目」 
「1747 年 8 月、9 月、10 月、11 月のフベルトゥスブルクへの秋旅行と宮廷の宿泊」の






                                                   
162 “Fourier Zeddel der Königl. Operisten und Orchester von Dreßden nach Muzschen 
im Octobr: 1742”, D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 91a (Königl. Herbst: 
Reise von Dreßden nach Hubertusburg. 1742), fols. 183r-184v. 
163 “Ein Quartirung der Königl Operisten u Orgester in der Stadt Mutzschen [...]”, D-
Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 97 (Herbst Jagdt=Reise und Jagdt=Lager zur 
Hubertusburg 1743. von 30. Aug. bis 28. Nov: [Vol.] 1), fol. 134r-v. 
164 “Fourier Zeddel der Königl Operisten Orchestre und Tänzern von Dresden nach 
Hubertsburg”, D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 118 (Königl: Reise von 
Dreßden nach Hubertsburg und Hof Lager daselbst, Mens. Aug. Sept. Oct. et Nov. 




「1749 年 8 月、9 月、10 月、11 月のフベルトゥスブルクへの秋旅行と宮廷の宿泊」の
題を持つ資料の中には「会計伝票」の見出しが見られ、その中には「オーケストラ Orghester」
の項目がある 165。この項目においては楽器名が肩書となっており、その横に人物の姓が記
載されている。本章では、この項目を 1749 年の「オーケストラの項目」と呼ぶ。  
 
1751 年の「オーケストラの項目」 
「1751 年 8 月、9 月、10 月、11 月のフベルトゥスブルクへの秋旅行と宮廷の宿泊」の
資料の中には、フベルトゥスブルクに派遣された「オーケストラ」の項目が見られ、人物




「1753 年のフベルトゥスブルクへの王の秋旅行」の中には、「1753 年 10 月 3 日フベル
トゥスブルクへの出立」の見出しが見られ、その下には「オーケストラ Orchestre」の項
目がある 167。そこには人物の姓が記録されている。本章では、この項目を 1753 年の「オー
ケストラの項目」と呼ぶ。  
 
                                                   
165 “Fourier Zeddel”, D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 124 (Königl: Reise von 
Dreßden nach Hubertsburg und Hof=Lager daselbst Mens. August: Sept: Oct: et 
Novembr 1749), fol. 228r-v. 
166 “Orghester”, D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 131 (Königl: Reise von 
Dreßden nach Hubertsburg und Hof=Lager daselbst Mens. Aug. Sept. Octobr. Nov. 
1751), fol. 232r-v. 
167 “Fortkommen nach Hubertsburg den 3. Octobre. 1753”, D-Dla, 10006 
Oberhofmarschallamt I, Nr. 142 (Königl: Herbst=Reise nach Hubertsburg. 1753. [Vol.] 






る 168。そして「ヴァイオリン奏者  Violinisten」などの肩書ごとに、人物の姓が記されて
いる。本章では、この項目を 1755 年の「オーケストラの項目」と呼ぶ。  
 
第2項 1736 年の「オーケストラの項目」 
1736 年の「オーケストラの項目」には、楽師長ピゼンデルの他に合計 30 名の人名が記
されている。彼らの名前を 114 頁から始まる表 2-3 と比較した場合、19 名はドレスデン
宮廷楽団に所属した奏者と姓が一致している。 
残りの 11 名のうち、「ヴェントゥリーニ Venturini」と「ピンディ Pindi」、「ピッコリー
ノ Piccolino」、「コージモ Cosimo」の 4名は、「オーケストラ」の項目において「歌手 Sänger」
の肩書が付されており、「カッタネオ  Cattaneo」は「装飾家  Decorateur」、「グレープナー 
Grabner [sic]」は「オルガン職人 der Orgelmacher」、「ヴェルナー  Werner」は「楽器世
話係 der Instrument Diener」、「クローニ Croni」と「カステル  Castel」は「画家  Mahler」
となっている。さらに「パッラヴィチーニ  Pallavicini」と「アンドレ Andre」は、それぞ
れ詩人ステファーノ・パッラヴィチーニとフランス歌曲作曲家ルイ・アンドレであったと
考えられる（111 頁の表 2-2 参照）。 
以上のことから、1736 年の「オーケストラの項目」に記された奏者は、表 2-3 に示した




                                                   
168 “Fourier Listen nach Hubertsburg”, D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 150 
(Königl: Herbst=Reise nach Hubertsburg 1755. Vol. 1), fols. 225r-226r. 
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Zich, Franz Seraph 
 
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク  
Fickler, Johann Georg 
 
レーナイス、カール・マティアス  











Haulondel, Jean Baptiste Joseph Du 
〇  
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  















Hucho, Johann Wilhelm 
 
リヒター、ヨーハン・クリスティアン  































た奏者たちである。彼らは合計 9 名に上り、その中には、1731 年 11 月に雇用されたヴァ
イオリン奏者ウーリッヒ、ティーデレ、フィックラー、オーボエ奏者フーコーが見られる。
また、ファゴット奏者モラシュとホルン奏者クネヒテルは 1735 年に、ヴィオラ奏者アー
ダムは 1737 年に、初めて「宮廷楽団の名簿」に現れる（128 頁の表 2-5 参照）。このよう
に、1736 年に別邸に行った奏者の中には、この年の「宮廷楽団の名簿」に名前が見られな
い者が含まれている。  








                                                   
169 “Fortkommen zur Opera”, D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 49a (Königl: 










ンデルの同僚 7 名のうち、4 名が含まれた。  






第3項 1737 年の「オーケストラの項目」 
1737 年の「オーケストラの項目」には、楽師長ピゼンデルに加え 23 名の姓が記されて
いる。114 頁から始まる表 2-3 に基づくと、彼らはドレスデン宮廷楽団に所属した奏者と





                                                   
170 Johann Joachim Quantz, “Hrn. Johann Joachim Quanzens Lebenslauf, von ihm 
selbst entworfen,” in Friedrich Wilhelm Marpurg, Historisch-kritische Beyträge zur 













Vl   
ル・グロ、シモン  
Le Gros, Simon 





Taschenberg, Christian Wilhelm 





Hantke, Johann Franz 
 〇  
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク  
Fickler, Johann Georg 
  
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 
〇   





Morgenstern, Johann Gottlieb 
〇   
Vlc   
ピチネッティ、ジョヴァンニ・マリーア・フェリーチェ  
Picinetti, Giovanni Maria Felice 
〇  〇  
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
〇   
Cb   
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
〇   
Fl   
クヴァンツ、ヨーハン・ヨアヒム  
Quantz, Johann Joachim 
〇   
ブロッホヴィッツ、ヨーハン・マルティン  
Blochwitz, Johann Martin 
〇  〇  
Ob   
ザイフェルト、マルティン  
Seyfert, Martin 
〇  〇  
フーコー、ヨーハン・ヴィルヘルム  
Hucho, Johann Wilhelm 
  
リヒター、ヨーハン・クリスティアン  
Richter, Johann Christian 
〇   
Fg   
クヴァッツ、フリードリヒ・エルンスト  
Quatz, Friedrich Ernst 
〇  〇  
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 
〇   
Hr   
クネヒテル、ヨーハン・ゲオルク  













Hampel, Anton Joseph 
 〇  
Lut   
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  
Weiss, Silvius Leopold 
〇  〇  
Org   
リストーリ、ジョヴァンニ・アルベルト  
Ristori, Giovanni Alberto 
  
 
この表に示した 23 名のうち約半数の 13 名は、1731 年の名簿に名前が記載されている。
彼らの中には、1736 年と同様に、ピゼンデルの同僚 7 名のうち複数が含まれている。彼ら
はチェロ奏者ロッシ、フルート奏者ブロッホヴィッツ、オーボエ奏者リヒター、ファゴッ
ト奏者ベーメ、リュート奏者ヴァイスである。 








第4項 1739 年の「楽団の項目」 
1739 年の「楽団の項目」においては、見出しごとに、ピゼンデルと合計 19 名の人物の
姓が記載されている。この 19 名のうちの 5 名は、「ソプラノ」をはじめとする歌手の見出
しの下に名前が挙がっており、彼らの姓は 114 頁から始まる表 2-3 に示したドレスデン宮




奏者と一致している。さらに「ゼレンカ  Zelenca」は「作曲家 Composit」となっている
が、彼は 1732 年までの「宮廷楽団の名簿」にコントラバス奏者として記録されていた。  
これらのことから、1739 年の「楽団の項目」に現れるドレスデン宮廷楽団の奏者は先の
















Fickler, Johann Georg 
  
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 
〇   





Morgenstern, Johann Gottlieb 
〇   
Vlc（「チェロ  Violoncello」）    
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
  
Cb（「コントラバス Contra Bass」）    
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
〇   
ゼレンカ、ヤン・ディースマス172 
Zelenka, Jan Dismas 
〇   
Fl（「フルート  Fluti」）    
クヴァンツ、ヨーハン・ヨアヒム  
Quantz, Johann Joachim 
〇   
ビュッファルダン、ピエール＝ガブリエル  
Buffardin, Pierre-Gabriel 
〇   
Ob（「オーボエ Hautb:」）    
フーコー、ヨーハン・ヴィルヘルム  
Hucho, Johann Wilhelm 
  
                                                   
171 括弧内は、1739 年の「楽団の項目」に記された見出しを表している。  











Richter, Johann Christian 
〇   
Fg（「ファゴット  Basson」）    
モラシュ、カール  
Morasch, Carl 
 〇  





この表に示した奏者は合計 14 名に上り、そのうち半数程度の 8 名は 1731 年の名簿に名
前が記載されていた。彼らの中には、ピゼンデルの同僚 7 名に含まれた、チェロ奏者ロッ
シ、フルート奏者ビュッファルダン、オーボエ奏者リヒターが見られる。  











                                                   
173 “Einquartirung”,D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 66b (Hr: Königl: Majt: 
von Pohlen und Churfürstl: Durch: Zu Sachßen Herrns Friderici Augusti III. und 
Dero Frau gemahlin Kö[ni]gl: Majt:Herbst=Reise, von Dreßden nach Hubertusburg 
1739. Vol: II), fol. 144r. 
  
151 
第5項 1741 年の「明細」  
1741 年の「明細」には、ピゼンデルと合計 66 名の人物の姓が列挙されている。114 頁
から始まる表 2-3 と比較した場合、この 66 名のうち 29 名の姓は、ドレスデン宮廷楽団の
奏者と一致する。  
その他の 37 名のうち 35 名は、1741 年から 1744 年までの『宮廷年鑑』において、ドレ
スデン宮廷楽団の「詩人」、歌手、「オルガン職人」、「宮廷楽団世話係」、ドレスデン宮廷に
属するフランス・バレの「踊り手」、「イタリア喜劇の役者」、「劇場に雇われたその他の者」
の項目に記載された人物と姓が一致している  174。残りの 2 名のうち「キルヒナー  Kirchner」
には「かつら師 der Peruquier」の肩書が付けられている。そして「ハウスヴァルト氏 Mr. 
Hauswald」は、1742 年の秋旅行に関する資料において、「ドイツ人詩人 Le Poet Allemand」
の肩書が付されている 175。 
以上のことから、1741 年の「明細」から抽出されるドレスデン宮廷楽団の奏者は 29 名















                                                   
174 Königlich-Polnischer und Churfürstlich-Sächsischer Hoff- und Staats-Calender 
(Leipzig, 1741; D-Dl, Hist.Sax.I.0179), pp. 14-15; Königlich-Polnischer und 
Churfürstlich-Sächsischer Hoff- und Staats-Calender (Leipzig, 1742), pp. 15-16; 
Königlich-Polnischer und Churfürstlich-Sächsischer Hoff- und Staats-Calender 
(Leipzig, 1743), pp. 15-16; Königlich-Polnischer und Churfürstlich-Sächsischer Hoff- 
und Staats-Calender (Leipzig, 1744), pp. 16-17. 
175 D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 91a (Königl. Herbst: Reise von Dreßden 










Cattaneo, Francesco Maria 
 〇  
カラッシ、ロレンツォ  
Carassi, Lorenzo 
 〇  
タッシュエンベルク、クリスティアン・ヴィルヘルム  
Taschenberg, Christian Wilhelm 
  
ツィッヒ、フランツ・ゼラフ  






Hantke, Johann Franz 
  
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク  
Fickler, Johann Georg 
  
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 
〇   





Quatz, Friedrich Ernst 
 〇  
モルゲンシュテルン、ヨーハン・ゴットリープ  
Morgenstern, Johann Gottlieb 
〇   
ライヒェル、ヨーハン・クリストフ  
Reichel, Johann Christoph 
〇  〇  





Picinetti, Giovanni Maria Felice 
〇  〇  
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
〇   
Cb   
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
〇   
Fl   
クヴァンツ、ヨーハン・ヨアヒム  
Quantz, Johann Joachim 
〇   
ビュッファルダン、ピエール＝ガブリエル  
Buffardin, Pierre-Gabriel 
〇   
Ob   
フーコー、ヨーハン・ヴィルヘルム  




 〇  
リヒター、ヨーハン・クリスティアン  
Richter, Johann Christian 
〇   
Fg   
クヴァッツ、カスパール・エルンスト  
Quatz, Caspar Ernst 
〇   
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 













Lincke, Johann Peter Casimir 
 〇  
Hr   
クネヒテル、ヨーハン・ゲオルク  
Knechtel, Johann Georg 
  
Lut   
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  
Weiss, Silvius Leopold 
〇   
Org   
リストーリ、ジョヴァンニ・アルベルト  
Ristori, Giovanni Alberto 
  
 
この表に示した 29 名のうち 1731 年の名簿に現れた者は、半数を若干下回る 12 名であ
る。彼らのうち、チェロ奏者ロッシ、フルート奏者ビュッファルダン、オーボエ奏者リヒ
ター、ファゴット奏者ベーメ、リュート奏者ヴァイスの 5 名は、ピゼンデルの同僚 7 名に
含まれていた。  











                                                   
176 “Specification dererjenigen Personen, welche auf aller gnädigsten Befehl Ihro 








第6項 1742 年の「オーケストラの項目」 
1742 年の「オーケストラの項目」には、ピゼンデルと 35 名の姓が記載されている。こ
の 35 名のうち 31 名は、その姓が 114 頁から始まる表 2-3 に示したドレスデン宮廷楽団
の奏者と一致する。残りの 4 名には肩書が書かれおり、それは「写譜家  notiste」、「チェ
ンバロ調律師 Clavier Stimmer」、「宮廷楽団世話係 Capelldiener」となっている。肩書か
ら、この 4 名が宮廷楽団の奏者ではなかったことは明らかであろう。以上のことから、1742




























Zich, Franz Seraph 
  
                                                   
Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 83a (Königl. Herbst=Reise von Dreßden nach 










Hantke, Johann Franz 
  
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク  






Lehneis, Carl Matthias 
〇   





Morgenstern, Johann Gottlieb 
〇   
ライヒェル、ヨーハン・クリストフ  
Reichel, Johann Christoph 
〇   





Picinetti, Giovanni Maria Felice 
〇   
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
〇   
Cb   
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
〇   
Fl   
ゲッツェル、フランツ・ヨーゼフ  
Götzel, Franz Joseph 
 〇  
ビュッファルダン、ピエール＝ガブリエル  
Buffardin, Pierre-Gabriel 
〇   
Ob   
フーコー、ヨーハン・ヴィルヘルム  






Lachmann, Gottlieb Benjamin 
 〇  
リヒター、ヨーハン・クリスティアン  
Richter, Johann Christian 
〇   
Fg   
クヴァッツ、カスパール・エルンスト  
Quatz, Caspar Ernst 
〇   
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 





Lincke, Johann Peter Casimir 
  
Hr   
クネヒテル、ヨーハン・ゲオルク  











Hampel, Anton Joseph 
  
Lut   
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  
Weiss, Silvius Leopold 
〇   
Org   
リストーリ、ジョヴァンニ・アルベルト  
Ristori, Giovanni Alberto 
  
 
この表に示した 31 名のうち、1731 年の名簿に見られる者は 3 分の 1 程度の 11 名となっ
ている。そして前年の 1741 年の出張と同様に、ピゼンデルの同僚 7 名のうち、チェロ奏
者ロッシ、フルート奏者ビュッファルダン、オーボエ奏者リヒター、ファゴット奏者ベー












                                                   
177 “Fortkommen vor die Opera nach Hubertsburg und Mutzschen”, D-Dla, 10006 
Oberhofmarschallamt I, Nr. 91a (Königl. Herbst: Reise von Dreßden nach 






第7項 1743 年の「オーケストラの項目」 
1743 年の「オーケストラの項目」には、ピゼンデルと 34 名の姓が列挙されている。こ
の 34 名のうち 29 名は、114 頁から始まる表 2-3 に示したドレスデン宮廷楽団の奏者と姓
が一致する。そして、他の 5 名には肩書が書かれている。「ギールマン  Giermann」は「ト
ランペット奏者  Trompetter」、「グルンディッヒ  Grundig」と「クレムラー  Cremller」は
「写譜家 Notisten」、「ヴェルナー  Werner」は「宮廷楽団世話係 Capel Diener」となって
いるのである。彼らのうち「ギールマン」が奏者であったことは明らかであるが、先の表 




者は、表 2-3 に示した人名と姓が一致した 29 名になる。表 2-15 は、彼らの名前を楽器の
種類ごとに示している。 
 







Vl   
カッタネオ、フランチェスコ・マリーア  























Hantke, Johann Franz 
  
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク  




 〇  
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 
〇   





Quatz, Friedrich Ernst 
  
モルゲンシュテルン、ヨーハン・ゴットリープ  
Morgenstern, Johann Gottlieb 
〇   





Picinetti, Giovanni Maria Felice 
〇   
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
〇   
Cb   
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
〇   
Fl   
ゲッツェル、フランツ・ヨーゼフ  




〇   
Ob   
ツィンケ、ヨーハン・フランツ  
Zincke, Johann Franz 
 〇  
フーコー、ヨーハン・ヴィルヘルム  






Richter, Johann Christian 
〇   
Fg   
クヴァッツ、カスパール・エルンスト  
Quatz, Caspar Ernst 
〇   
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 
〇   
リンケ、ヨーハン・ペーター・カシミール  
Lincke, Johann Peter Casimir 
  
Hr   
クネヒテル、ヨーハン・ゲオルク  
Knechtel, Johann Georg 
  
ハンペル、アントン・ヨーゼフ  










Lut   
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  
Weiss, Silvius Leopold 
〇   
Org   
リストーリ、ジョヴァンニ・アルベルト  
Ristori, Giovanni Alberto 
  
 
表 2-15 に示した 29 名のうち、約 3 分の 1 にあたる 10 名は 1731 年の名簿に現れてい
る。彼らの中には、ピゼンデルの同僚 7 名に含まれたチェロ奏者ロッシ、フルート奏者
ビュッファルダン、オーボエ奏者リヒター、ファゴット奏者ベーメ、リュート奏者ヴァイ
スが見られる。この 5 名がピゼンデルに同伴していることは、1741 年や 1742 年と同様で
ある。 











                                                   
178 “Fortkommen des Königl Orchester und Sänger”, D-Dla, 10006 
Oberhofmarschallamt I, Nr. 97 (Herbst Jagdt=Reise und Jagdt=Lager zur 
Hubertusburg 1743. von 30. Aug. bis 28. Nov: [Vol.] 1), fols. 140r-141v. 
  
160 
第8項 1736 年から 1743 年までのフベルトゥスブルクへの出張  







表 2-16 は、1736 年から 1743 年までの各年について、フベルトゥスブルクに派遣され
た奏者の合計人数を第 1 行目に示している。第 2 行目には、別邸に向かった奏者のうち
1731 年の「宮廷楽団の名簿」に名前が記載されていた者の数と、彼らが奏者の合計人数の
うちに占めた割合を示している。この表において、1731 年の名簿に記載された者の割合
は、1736 年から 1739 年まで 5 割を維持しているが、その後減少し、1743 年には 2 割程
度低い 3 割 4 分になっている。 
 
表 2-16 フベルトゥスブルクに派遣された奏者の人数と割合（1736 年から 1743 年） 
年  1736 年  1737 年  1739 年  1741 年  1742 年  1743 年  
別邸に派遣された  
奏者の合計人数  



































が含まれていた。特に 1741 年、1742 年、1743 年の出張には、このピゼンデルの同僚 7 名
のうち、チェロ奏者ロッシ、フルート奏者ビュッファルダン、オーボエ奏者リヒター、ファ
ゴット奏者ベーメ、リュート奏者ヴァイスの 5 名が常に参加していた。表 2-17 に基づく



















この二人のうちヴァイオリン奏者フィックラーは、1731 年 11 月にドレスデン宮廷に雇
用されることが決定された 11 名の奏者の一人であった。この時期は、ピゼンデルが楽師




年のイタリア人歌手、楽団、踊り手及びその他のオペラに従事する人々」の 1737 年 1 月





 次項からは、1747 年以降の出張に携わった奏者を特定する。  
                                                   
179 D-Dla, 10026 Greheimes Kabinett, Loc. 907/4 (Die Italiänischen Sänger und 
Sängerinnen, das Orchestre, die Tänzer und Tänzerinnen, auch andere zur Opera 



































































Vl         
ティーデレ、ヨーゼフ  
Tiederle, Joseph 
 6 〇  〇  〇  〇  〇  〇  
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク  
Fickler, Johann Georg 
 6 〇  〇  〇  〇  〇  〇  
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 
〇  6 〇  〇  〇  〇  〇  〇  
ウーリッヒ、アウグスティン  
Uhlig, Augustin 
 5 〇  〇  〇  〇  〇   
タッシュエンベルク、クリスティアン・ヴィルヘルム  
Taschenberg, Christian Wilhelm 
 4  〇   〇  〇  〇  
ツィッヒ、フランツ・ゼラフ  
Zich, Franz Seraph 
 4 〇    〇  〇  〇  
ハンケ、ヨーハン・フランツ  
Hantke, Johann Franz 
 4  〇   〇  〇  〇  
カッタネオ、フランチェスコ・マリーア  
Cattaneo, Francesco Maria 
 3    〇  〇  〇  
カラッシ、ロレンツォ  
Carassi, Lorenzo 
 3    〇  〇  〇  
フランチーニ、フランソワ  
Francini, François 
 1      〇  
ル・グロ、シモン  
Le Gros, Simon 
〇  1  〇      
ツァルト、ゲオルク  
Zarth, Georg 
 0       
ビオット、フランチェスコ  
Biotto, Francesco 
 0       
ライン、カール・ヨーゼフ  
Rhein, Carl Joseph 
〇  0       
Vla         
アーダム、ヨーハン  
Adam, Johann 
 6 〇  〇  〇  〇  〇  〇  
モルゲンシュテルン、ヨーハン・ゴットリープ  
Morgenstern, Johann Gottlieb 
 6 〇  〇  〇  〇  〇  〇  
クヴァッツ、フリードリヒ・エルンスト  
Quatz, Friedrich Ernst 
 2    〇   〇  
ライヒェル、ヨーハン・クリストフ  
Reichel, Johann Christoph 
〇  2    〇  〇   
クリーガー、ヨーハン・ゴットリープ  
Krieger, Johann Gottlieb 
 0       
ゴルデ、マルティン  
Golde, Martin 

































































Vlc         
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
〇  6 〇  〇  〇  〇  〇  〇  
カリファーノ、アルカンジェロ  
Califano, Arcangelo 
 4  〇   〇  〇  〇  
ピチネッティ、ジョヴァンニ・マリーア・フェリー
チェ  
Picinetti, Giovanni Maria Felice 
 3    〇  〇  〇  
オロンデル、ジャン・バティスト・ジョゼフ・デュ  
Haulondel, Jean Baptiste Joseph Du 
 1 〇       
オロンデル、ロベール・デュ  
Haulondel, Robert Du 
 0       
Cb         
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
〇  6 〇  〇  〇  〇  〇  〇  
カイザー、ヨーハン・ザミュエル  
Kayser, Johann Samuel 
 0       
Fl         
ビュッファルダン、ピエール＝ガブリエル  
Buffardin, Pierre-Gabriel 
〇  5 〇   〇  〇  〇  〇  
クヴァンツ、ヨーハン・ヨアヒム  
Quantz, Johann Joachim 
 4 〇  〇  〇  〇    
ゲッツェル、フランツ・ヨーゼフ  
Götzel, Franz Joseph 
 2     〇  〇  
ブロッホヴィッツ、ヨーハン・マルティン  
Blochwitz, Johann Martin 
〇  1  〇      
デヴェルデク、ヴェンツェル・ゴットフリート  
Dewerdek, Wenzel Gottfried 
 0       
Ob         
フーコー、ヨーハン・ヴィルヘルム  
Hucho, Johann Wilhelm 
 6 〇  〇  〇  〇  〇  〇  
リヒター、ヨーハン・クリスティアン  
Richter, Johann Christian 
〇  6 〇  〇  〇  〇  〇  〇  
ベソッツィ、アントニオ  
Besozzi, Antonio 
 3    〇  〇  〇  
ザイフェルト、マルティン  
Seyfert, Martin 
〇  1  〇      
ツィンケ、ヨーハン・フランツ  
Zincke, Johann Franz 
 1      〇  
ラッハマン、ゴットリープ・ベンヤミン  
Lachmann, Gottlieb Benjamin 
 1     〇   
アンリオン、シャルル  
Henrion, Charles 
〇  0       
ヴァイゲルト、ダーヴィット  
Weigelt, David 
〇  0       
Fg         
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 


































































Quatz, Caspar Ernst 
〇  4  〇   〇  〇  〇  
モラシュ、カール  
Morasch, Carl 
 4 〇   〇  〇  〇   
リンケ、ヨーハン・ペーター・カシミール  
Lincke, Johann Peter Casimir 
 3    〇  〇  〇  
カデ、ジャン  
Cadet, Jean 
〇  0       
メーザー、アントン  
Möser, Anton 
 0       
Hr         
クネヒテル、ヨーハン・ゲオルク  
Knechtel, Johann Georg 
 5 〇  〇   〇  〇  〇  
ハンペル、アントン・ヨーゼフ  
Hampel, Anton Joseph 
 3  〇    〇  〇  
シンドラー、ヨーハン・アーダム  
Schindler, Johann Adam 
〇  1 〇       
Lut         
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  
Weiss, Silvius Leopold 
〇  4  〇   〇  〇  〇  
Org         
リストーリ、ジョヴァンニ・アルベルト  
Ristori, Giovanni Alberto 
 5 〇  〇   〇  〇  〇  
シュミット、ヨーハン・ヴォルフガング  
Schmidt, Johann Wolfgang 
〇  0       
 
第9項 1747 年の「オーケストラの項目」 
1747 年の「オーケストラの項目」には、ピゼンデルと 37 名の姓が記録されている。こ
の 37 名のうち 32 名の姓は、114 頁から始まる表 2-3 に提示したドレスデン宮廷楽団の奏
者と合致する。残りの 5 名は、「オーケストラの項目」において肩書が記されている。それ
は「調律師 Stimmer」、「写譜家  Notisten」、「宮廷楽団世話係 Capelldiener」であるため、
彼らが奏者でなかったことは明らかといえよう。これらのことから、1743 年の「オーケス
トラの項目」に記載されたドレスデン宮廷楽団の奏者は、表 2-3 に示した人名と姓が一致























Taschenberg, Christian Wilhelm 
  
ツィッヒ、フランツ・ゼラフ  







 〇  
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク  







 〇  
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 
〇   





Huber, Johann Nicolaus 
 〇  






 〇  
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
〇   
Cb   
カイザー、ヨーハン・ザミュエル  
Kayser, Johann Samuel 
 〇  
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
〇   
Fl   
ゲッツェル、フランツ・ヨーゼフ  
Götzel, Franz Joseph 
  
デヴェルデク、ヴェンツェル・ゴットフリート  
Dewerdek, Wenzel Gottfried 
  
Ob   
ヴォプスト、クリスティアン  
Wopst, Christian 
 〇  
ツィンケ、ヨーハン・フランツ  















Lachmann, Gottlieb Benjamin 
  
Fg   
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 
〇   
マットシュテット、クリスティアン・フリードリヒ  
Mattstädt, Christian Friedrich 





Lincke, Johann Peter Casimir 
  
Hr   
ハウデク、カール  
Haudeck, Carl 
 〇  
ハンペル、アントン・ヨーゼフ  
Hampel, Anton Joseph 
  
Lut   
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  
Weiss, Silvius Leopold 
〇   
Org   
リストーリ、ジョヴァンニ・アルベルト  
Ristori, Giovanni Alberto 
  
 
この表に示した 32 名のうち、1731 年の名簿に見られる者は 2 割以下の 5 名のみであ
る。すでに指摘したように、1736 年から 1743 年までのフベルトゥスブルクへの出張にお
いて、この名簿に記載された奏者は 3 割 4 分から 5 割を占めていたため、1747 年におけ
るこの割合は、非常に低いといえる。彼らの中には、ピゼンデルの 7 名の同僚のうち、チェ
ロ奏者ロッシ、ファゴット奏者ベーメ、リュート奏者ヴァイスが見られる。  
1747 年の「オーケストラの項目」に記された 32 名の中で、初めて別邸に向かった者は
8 名に上っている。彼らのうち、ヴァイオリン奏者フントとピチネッティ、ヴィオラ奏者
フーバー、オーボエ奏者ヴォプストは、前節において説明したように、1745 年 4 月 21 日
のドレスデン宮廷の記録に、新たに雇用されたことが明記されていた。チェロ奏者ツィー
カは 1745 年の「宮廷楽団の名簿」に初めて現れ、ファゴット奏者マットシュテットとホ
ルン奏者ハウデクの名前が最初に見られるこの名簿は、それぞれ 1746 年と 1748 年のも
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トナーは、一組として記載されている。この人選は 1743 年のものと同一になっている。 
  
第10項 1749 年の「オーケストラの項目」 
1749 年の「オーケストラの項目」にはピゼンデルと 26 名の姓が見られ、これらの人名
は見出しごとに分けて記載されている。この 26 名のうち 21 名は楽器の種類を示した見出
しの下に現れており、彼らの姓は 114 頁から始まる表 2-3 に示したドレスデン宮廷楽団の
奏者と合致する。残りの 5 名は、「プロンプター  Souffleur」、「建築家 Architecte」、「画家 
Mahler」の項目に見られる。従って、1749 年の「オーケストラの項目」から抽出される
ドレスデン宮廷楽団の奏者は、先の 21 名になる。表 2-19 は、彼らの名前を楽器の種類ご
とに示している。 
 












                                                   
180 “Fortkommen der Operisten von Dresden nach Hubertsburg und Mutzschen 1747 ”, 
D-Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 118 (Königl: Reise von Dreßden nach 































Lehneis, Carl Matthias 
〇  
 






Reichel, Johann Christoph 
〇  
 






Rossi, Agostino Antonio de 
 
 
Cb   
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
〇  
 
Fl   
ゲッツェル、フランツ・ヨーゼフ  




Dewerdek, Wenzel Gottfried 
 
 






Lachmann, Gottlieb Benjamin 
 
 
Fg   
マットシュテット、クリスティアン・フリードリヒ  








Lincke, Johann Peter Casimir 
 
 












表 2-19 から明らかなように、1749 年の「オーケストラの項目」に記された奏者全員は、
すでにこの別邸に出張した経験を持つ者たちとなっている。この 21 名のうち、1731 年の
名簿に現れた者は 5 名である。しかし彼らの中には、1741 年以来、毎回フベルトゥスブル









第11項 1751 年の「オーケストラの項目」 
1751 年の「オーケストラの項目」には、楽師長ピゼンデルと 31 名の姓が列挙されてい
る。この 31 名のうち 29 名は、114 頁から始まる表 2-3 に現れるドレスデン宮廷楽団の奏
者と姓が一致している。また残りの 2 名のうち、「グレープナー  Grabner [sic]」は、その
姓から「宮廷オルガン職人」の肩書を持ったヨーハン・ハインリッヒ・グレープナー、ま
たはヨーハン・ゴットフリート・グレープナーのいずれかであったと判断される（111 頁
の表 2-2 参照）。もう一人の「コルネリウス Cornelius」は、人物を特定できなかった。以
上のことから、1751 年の「オーケストラの項目」から抽出されるドレスデン宮廷楽団の奏
者は、先の 29 名になる。下の表 2-20 には、彼らの名前を楽器の種類ごとに示した。 
                                                   
181 前節において確認したように、ヴァイスはこの出張が行われた翌年の 1750 年に亡く
なった。 
182 “Fortkommen der Operisten nach Hubertsburg”, D-Dla, 10006 
Oberhofmarschallamt I, Nr. 124 (Königl: Reise von Dreßden nach Hubertsburg und 





























Neruda, Johann Georg 
 〇  
ハンケ、ヨーハン・フランツ  
Hantke, Johann Franz 
  
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク  













Huber, Johann Nicolaus 
  
ライヒェル、ヨーハン・クリストフ  
Reichel, Johann Christoph 
〇   








Rossi, Agostino Antonio de 
〇   
Cb   
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
〇   
ホルン、ヨーハン・カスパール  
Horn, Johann Caspar 
 〇  
Fl   
ゲッツェル、フランツ・ヨーゼフ  
Götzel, Franz Joseph 
  
デヴェルデク、ヴェンツェル・ゴットフリート  






















Lachmann, Gottlieb Benjamin 
  
Fg   
マットシュテット、クリスティアン・フリードリヒ  
Mattstädt, Christian Friedrich 
  
リッター、カール・クリスティアン  
Ritter, Carl Christian 
 〇  
リンケ、ヨーハン・ペーター・カシミール  
Lincke, Johann Peter Casimir 
  





Hampel, Anton Joseph 
  
 










                                                   









第12項 1753 年の「オーケストラの項目」 
1753 年の「オーケストラの項目」には、フベルトゥスブルクに向かう時に使った馬車ご
とに、楽師長ピゼンデルと 27 名の姓が記載されている。この 27 名のうち 25 名の姓は、
114 頁から始まる表 2-3 に提示したドレスデン宮廷楽団の奏者と一致する。残りの 2 名は、
「ヴルカーニ  Vulcani」と「グレープナー  Graebner」である。同じ 1753 年の『宮廷年鑑』





者は 25 名になる。下の表 2-21 は、彼らの名前を楽器の種類ごとに示している。 
 













Cattaneo, Francesco Maria 
  
                                                   
184 “Fortkommen der königl Orchestre nach Hubertsburg”, D-Dla, 10006 
Oberhofmarschallamt I, Nr. 131 (Königl: Reise von Dreßden nach Hubertsburg und 







Göricke, Gottfried Friedrich 
 〇  
タッシュエンベルク、クリスティアン・ヴィルヘルム  
Taschenberg, Christian Wilhelm 
  
ネルダ、ヨーハン・ゲオルク  



















Huber, Johann Nicolaus 
  
ライヒェル、ヨーハン・クリストフ  
Reichel, Johann Christoph 
〇   







Cb   
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
〇   
Fl   
ゲッツェル、フランツ・ヨーゼフ  
Götzel, Franz Joseph 
  
デヴェルデク、ヴェンツェル・ゴットフリート  
Dewerdek, Wenzel Gottfried 
  










Fg   
マットシュテット、クリスティアン・フリードリヒ  
Mattstädt, Christian Friedrich 
  
リッター、カール・クリスティアン  
Ritter, Carl Christian 
  



















この組み合わせは、1743 年や 1747 年、1751 年に見られたものと同じである。 
 
第13項 1755 年の「オーケストラの項目」 
1755 年の「オーケストラの項目」には、ピゼンデルの名前が見られない。そして合計 37
名の姓が記載されており、彼らのうち 26 名は 114 頁の表 2-3 に示したドレスデン宮廷楽
団の奏者と一致している。残りの 11 名は、表 2-22 に示した。 
 
表 2-22 「宮廷楽団の名簿」（1731～1755）に記載されていない者 
（1755 年の「オーケストラの項目」） 
資料に記された肩書  資料に記された名前  
ヴァイオリン奏者  Violinisten 
アイゼルト Eiselt 
ハラーHaller 
子フンディ Hundi jun: 
ヴィオラ奏者  Brachisten 
ランゲ Lange 
レール  Röhr 
コントラバス Contra Bass バルク  Balk 
オーボエ奏者 Hautboisten 子ベソッツィ Besozzi jun: 
バソン  Basson 
フランツ Franz 
フリッチェ  Fritsche 
                                                   
185 前節において確認したように、ドレスデン宮廷の記録に基づくと、ロッシは 1755 年
6 月に亡くなっていた。  
  
176 
資料に記された肩書  資料に記された名前  
調律師 der Stimmer グレープナー  Graebner 




アイゼルト Johann Heinrich Eiselt」、「フリードリヒ・ゴットロープ・ハラーFriedrich 
Gottlob Haller」、「子ヨーハン・バプティスタ・フント Johann Baptista Hunt, jun」は
「ヴァイオリン奏者  Violinisten」として、「ヨーハン・ゴットフリート・レール  Johann 
Gottfried Röhr」はヴィオラ奏者として、「ヤーコプ・フリッチェ Jacob Fritzsche」と「フ
ランツ・アドルフ・クリストリープ Franz Adolph Christlieb」はファゴット奏者として記
載されている。さらに、子ベソッツィはアントニオ・ベソッツィの息子であったカルロ・
ベソッツィ Carlo Besozzi（1738-1791）を指していると考えられよう。1765 年に出版さ
れた『ザクセン選帝侯国宮廷年鑑 Churfürstlich-Sächsischer Hof- und Staatscalender』
に、彼や「ゲオルゲ・クリストフ・バルヒ George Christoph Balch」、「ヨーハン・ダー
ヴィット・ランゲ Johann David Lange」は、宮廷楽団の一員として記録されている  186。 
以上のことから、1755 年の「オーケストラの項目」に記されたドレスデン宮廷楽団の奏
者は、表 2-3 に示した人物と姓が一致した 26 名、さらに表 2-22 の 11 名のうちグレープ
ナーとヴェルナー以外の 9 名になる。表 2-23 は、これらの奏者の人名を楽器の種類ごと
に示している。  
 







Vl   
アイゼルト、ヨーハン  
Eiselt, Johann 
 〇  
                                                   
186 Churfürstlich-Sächsischer Hof- und Staatscalender (Leipzig: Weidmann, 1765; D-



















Göricke, Gottfried Friedrich 
  
ネルダ、ヨーハン・ゲオルク  
Neruda, Johann Georg 
  
ハラー、フリードリヒ・ゴットロープ  
Haller, Friedrich Gottlob 














Hunt, Johann Baptista 
 〇  
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 
〇   





Huber, Johann Nicolaus 
  
ランゲ、ヨーハン・ダーヴィット  
Lange, Johann David 
 〇  
レール、ヨーハン・ゴットフリート  
Röhr, Johann Gottfried 
 〇  








Picinetti, Antonio Felice 
  
Cb   
バルヒ、ゲオルゲ・クリストフ  
Balch, George Christoph 
 〇  
ホルン、ヨーハン・カスパール  
Horn, Johann Caspar 
  
Fl   
ゲッツェル、フランツ・ヨーゼフ  
Götzel, Franz Joseph 
  
デヴェルデク、ヴェンツェル・ゴットフリート  






















 〇  
Fg   
クリストリープ、フランツ・アドルフ  
Christlieb, Franz Adolph 
 〇  
フリッチェ、ヤーコブ  
Fritzsche, Jacob 
 〇  
マットシュテット、クリスティアン・フリードリヒ  
Mattstädt, Christian Friedrich 
  
リッター、カール・クリスティアン  
Ritter, Carl Christian 
  





Hampel, Anton Joseph 
  
Org   
アウグスト、ペーター  
August, Peter 
 〇  
 
この表に現れる 35 名のうち 1731 年の名簿に見られた者は、ヴァイオリン奏者レーナイ
スのみである。一方、初めてフベルトゥスブルクに遣わされた者は合計 10 名に上る。彼ら
のうち、オルガン奏者アウグストは 1746 年の「宮廷楽団の名簿」から名前が記されてい




第14項 1747 年から 1755 年までのフベルトゥスブルクへの出張  
第 9 項からは、1747 年から 1755 年までの合計 5 回のフベルトゥスブルクへの出張を概
観した。楽師長ピゼンデルは、1747 年から毎回この出張に携わっていたが、彼は最後の
1755 年に別邸に向かった「オーケストラ」の構成員に含まれていなかった。  
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表 2-24 フベルトゥスブルクに派遣された奏者の人数と割合（1747 年から 1755 年） 
年  1747 年  1749 年  1751 年  1753 年  1755 年  
別邸に派遣された  
奏者の合計人数  



























































































5 〇  〇  〇  〇  〇  
カッタネオ、フランチェスコ・マリーア  
Cattaneo, Francesco Maria 
 




5 〇  〇  〇  〇  〇  
ピゼンデル、ヨーハン・ゲオルク  
Pisendel, Johann Georg 
 
4 〇  〇  〇  〇   
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク  
Fickler, Johann Georg 
 








4 〇   〇  〇  〇  
タッシュエンベルク、クリスティアン・  
ヴィルヘルム  
Taschenberg, Christian Wilhelm 
 




3 〇  〇  〇    
ネルダ、ヨーハン・ゲオルク  
Neruda, Johann Georg 
 




3 〇    〇  〇  
レーナイス、カール・マティアス  
Lehneis, Carl Matthias 
〇  
3 〇  〇    〇  
ゲーリッケ、ゴットフリート・フリードリヒ  
Göricke, Gottfried Friedrich 
 
2    〇  〇  
ツィッヒ、フランツ・ゼラフ  
Zich, Franz Seraph 
 
2 〇   〇    
ハンケ、ヨーハン・フランツ  
Hantke, Johann Franz 
 




1     〇  
ハラー、フリードリヒ・ゴットロープ  
Haller, Friedrich Gottlob 
 
1     〇  
フント、ジャン・バティスタ  
Hunt, Johann Baptista 
 
1     〇  
ライン、カール・ヨーゼフ  
Rhein, Carl Joseph 
〇  
0      
バウアー、ヨーゼフ・マリア  
Bauer, Joseph Maria 
 
0      
ル・グロ、シモン  
Le Gros, Simon 
〇  































































5 〇  〇  〇  〇  〇  
フーバー、ヨーハン・ニコラウス  
Huber, Johann Nicolaus 
 
4 〇  
〇
187 
〇  〇  〇  
ライヒェル、ヨーハン・クリストフ  
Reichel, Johann Christoph 
〇  
3  〇  〇  〇   
ランゲ、ヨーハン・ダーヴィット  
Lange, Johann David 
 
1     〇  
レール、ヨーハン・ゴットフリート  
Röhr, Johann Gottfried 
 
1     〇  
フーバー、ヨーハン・ニコラウス  
Huber, Johann Nicolaus 
 
0      
モルゲンシュテルン、ヨーハン・ゴットリープ  
Morgenstern, Johann Gottlieb 
〇  
0      








4 〇   〇  〇  〇  
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ  
Rossi, Agostino Antonio de 
〇  




1     〇  
ピチネッティ、ジョヴァンニ・  
マリーア・フェリーチェ  
Picinetti, Giovanni Maria Felice 
 
0      
Cb        
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ  
Kästner, George Friedrich 
〇  
4 〇  〇  〇  〇   
ホルン、ヨーハン・カスパール  
Horn, Johann Caspar 
 
2   〇   〇  
カイザー、ヨーハン・ザミュエル  
Kayser, Johann Samuel 
 
1 〇      
バルヒ、ゲオルゲ・クリストフ  
Balch, George Christoph 
 
1     〇  
Fl        
ゲッツェル、フランツ・ヨーゼフ  
Götzel, Franz Joseph 
 
5 〇  〇  〇  〇  〇  
デヴェルデク、ヴェンツェル・ゴットフリート  
Dewerdek, Wenzel Gottfried 
 




0      




5 〇  〇  〇  〇  〇  
                                                   






























































4 〇   〇  〇  〇  
ツィンケ、ヨーハン・フランツ  
Zincke, Johann Franz 
 
4 〇   〇  〇  〇  
ラッハマン、ゴットリープ・ベンヤミン  
Lachmann, Gottlieb Benjamin 
 




1     〇  
フーコー、ヨーハン・ヴィルヘルム  
Hucho, Johann Wilhelm 
 
0      
Fg        
マットシュテット、クリスティアン・  
フリードリヒ  
Mattstädt, Christian Friedrich 
 
5 〇  〇  〇  〇  〇  
リッター、カール・クリスティアン  
Ritter, Carl Christian 
 
3   〇  〇  〇  
リンケ、ヨーハン・ペーター・カシミール  
Lincke, Johann Peter Casimir 
 
3 〇  〇  〇    
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート  
Böhme, Johann Gottfried 
〇  
2 〇  〇     
クリストリープ、フランツ・アドルフ  
Christlieb, Franz Adolph 
 








1 〇      
クヴァッツ、カスパール・エルンスト  
Quatz, Caspar Ernst 
〇  
0      




5 〇  〇  〇  〇  〇  
ハンペル、アントン・ヨーゼフ  
Hampel, Anton Joseph 
 
4 〇   〇  〇  〇  
クネヒテル、ヨーハン・ゲオルク  
Knechtel, Johann Georg 
 
0      
Lut        
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト  
Weiss, Silvius Leopold 
〇  
1 〇      




1     〇  
リストーリ、ジョヴァンニ・アルベルト  
Ristori, Giovanni Alberto 
 






















表 2-26 ピゼンデルの馬車に同乗した奏者たち（1747 年から 1755 年） 
 名前（楽器の種類）  




Kästner, George Friedrich 
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク Vl）  
Fickler,Johann Georg 




Reichel, Johann Christoph 
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デルは、1736 年から 1755 年までの合計 11 回の出張のうち、1755 年を除く 10 回に携わっ
ていた。先述のピゼンデルの同僚 7 名のうち、チェロ奏者ロッシ、フルート奏者ビュッファ
ルダン、オーボエ奏者リヒター、ファゴット奏者ベーメ、リュート奏者ヴァイスの 5 名は、
1736 年から 1743 年にかけて頻繁にこの別邸に向かい、特に 1741 年、1742 年、1743 年
に彼らは全員揃って遣わされていた。またピゼンデルは、フベルトゥスブルクに向かう際、





ここまでに名前を挙げた奏者のうち、1736 年から 1743 年にかけてフベルトゥスブルク
















指導者として同じ楽器の奏者たちを統率していたと考えられよう  188。 
                                                   











表 2-27 ピゼンデルの下における合奏に必要であったと考えられる奏者たち 
名前（楽器の種類）  
フィックラー、ヨーハン・ゲオルク（Vl）  




Reichel, Johann Christoph 
ロッシ、アゴスティーノ・アントーニオ・デ（Vlc）  
Rossi, Agostino Antonio de 
ケストナー、ゲオルゲ・フリードリヒ（Cb）  




Richter, Johann Christian 
ベーメ、ヨーハン・ゴットフリート（Fg）  
Böhme, Johann Gottfried 
ヴァイス、ジルビウス・レーオポルト（Lut）  
Weiss, Silvius Leopold 
 









Mus.2477-F-28a は、1741 年のフベルトゥスブルクにおける初演と 1743 年のドレスデン
                                                   
189 “Specification dererjenigen Personen, welche auf aller gnädigsten Befehl Ihro 
Königl. Mait. zu reprasentirung derer Opern nach Hubertsburg beordert worden” , D-
Dla, 10006 Oberhofmarschallamt I, Nr. 83a (Königl. Herbst=Reise von Dreßden nach 




ディド》のパート譜  D-Dl, Mus.2477-F-35a は、1742 年のフベルトゥスブルクの初演と
1743 年のドレスデンの再演に使用された  191。これらのパート譜に記されたアリアの多く
において、独奏のためのオブリガート声部は、奏者に対して一切与えられていない。そし
て、各パート譜には同一の声部が記譜されているため、奏者たちは互いに同じ声部を演奏





年 に 出 版 さ れ た ヒ ラ ー の 著 作 『 新 時 代 の 著 名 な 音 楽 識 者 と 作 曲 家 の 伝 記









                                                   
190 Johann Adolf Hasse, Numa pompilio (D-Dl, Mus.2477-F-28a), accessed September 
1, 2017, https://opac.rism.info/search?id=270000672. 
191 Johann Adolf Hasse, Didone abbandonata (D-Dl, Mus.2477-F-35a), accessed 
September 1, 2017, https://opac.rism.info/search?id=270000687. 
192 この 2 冊のパート譜に記載されたアリアは、日本音楽学会学会誌『音楽学』へ投稿中
の論文（2017 年 9 月現在、掲載可否審議中）において、詳細に分析している。  
193 Johann Adam Hiller, Lebensbeschreibungen berühmter Musikgelehrten und 
















114 頁から始まる表 2-3 に基づくと、これら 9 名の名前は、1737 年から 1746 年までの
約 10 年間の「宮廷楽団の名簿」に揃って記載されている。彼らのうち最も遅くこの名簿に
名前が記されるようになった者は、ヴィオラ奏者アーダムである。ドレスデン宮廷の資料
に見られた 1737 年 1 月 2 日付の記録は、彼がドレスデン宮廷に雇用されたことを示して
いた。また、オーボエ奏者リヒターは、この 9 名のうち最初に「宮廷楽団の名簿」から名
前が抹消されており、1744 年に亡くなっていた。これらのことから、彼ら全員がドレスデ
ン宮廷楽団に在籍した期間は、1737 年から 1744 年までに及ぶといえよう。これらの奏者
は、フベルトゥスブルクにおいて、選帝侯の誕生日を祝うオペラを上演するという重要な
                                                   
194 Johann Joachim Quantz, “Hrn. Johann Joachim Quanzens Lebenslauf, von ihm 
selbst entworfen,” in Friedrich Wilhelm Marpurg, Historisch-kritische Beyträge zur 








第3章  年俸表や名簿から算出される奏者の数とその配分 
 


















第 1 章と第 2 章では、ドレスデン宮廷において記録された合計 36 点の年俸表や名簿か
ら、奏者や合奏に携わった可能性があった者をできる限り特定した。これらの資料の情報




この 36 点は、ヴォリュミエが楽師長に就任した 1709 年から彼が亡くなった翌年の 1729
年までの 12 点と、ピゼンデルが楽師長に就任した 1731 年から彼が亡くなる 1755 年まで
の 24 点に分けられる。これらの資料から抽出した者の名前と彼らが演奏したと考えられ
た楽器の種類は、93 頁から始まる表 1-26 と、114 頁から始まる表 2-3 に示した。192 頁
から始まる表 3-1 は、この二つの表に基づき、年俸表や名簿から算出される奏者や合奏に
加わった可能性があった者の数を示している。 















表 3-1 1709 年から 1755 年までの年俸表や名簿から算出される奏者の数  
 

































































1709 年の「オーケストラの年俸表」 5 5 2 1  2 4 2  2 3   26 50.0 30.8 19.2 
1711 年の「宮廷楽団の年俸表」 5 6 3 1  3 3 2 2 2 3  Fl&Fg x1 31 48.4 35.5 16.1 
1712 年頃の「その他の年俸表」 6 6 3 1  4 3 2 2 2 3  Bas x1 33 48.5 33.3 18.2 
1717 年の「宮廷楽団の年俸表」 6 7 4 1  2 4 2 2 2 2 1 Fl&Fg x1 34 52.9 32.4 14.7 
1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」 8 4 5 2  1 5 3 2 2 2 1  35 54.3 31.4 14.3 
1718 年頃の「音楽家の年俸表」 7 6 5 1 1 1 4 3 2 1 2 1 Bas x2 36 55.6 27.8 16.7 
1719 年の「音楽家の年俸表」 7 6 5  2 1 4 3 2 2 2 1 Bas x2 37 54.1 32.4 13.5 
1720 年 5 月の「音楽家の年俸表」 7 6 4  1 1 4 3 2 2 2 1 Bas x2 35 51.4 34.3 14.3 
1720 年 9 月の「音楽家の年俸表」 8 5 4  1 1 4 3 2 1 2 1 Bas x2 34 52.9 35.3 11.8 
1721 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」 8 3 5 5195  1 5 3 2 2 2 1  37 56.8 29.7 13.5 
1725 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」 8 4 5 5196  1 5 3 2 2 2 1  38 57.9 28.9 13.2 
1729 年の「宮廷楽団の名簿」 8 4 5 2  3 5 3 2 2 3 1  38 50.0 34.2 15.8 
1731 年の「宮廷楽団の名簿」 7 3 5 2  3 5 3 2 1 2 1  34 50.0 38.2 11.8 
1732 年の「宮廷楽団の名簿」 6 3 5 2  3 5 3 2 1 3 1  34 47.1 38.2 14.7 
1733 年の「宮廷楽団の名簿」 10 4 6 3  3 6 4 2 1 3 1  43 53.5 34.9 11.6 
1735 年の「宮廷楽団の名簿」 12 4 5 3  3 5 5 2 1 3 1  44 54.5 34.1 11.4 
1736 年の「宮廷楽団の名簿」 11 4 5 3  3 5 5 2 1 3 1  43 53.5 34.9 11.6 
1737 年の「宮廷楽団の名簿」 12 4 5 3  3 5 5 2 1 3 1  44 54.5 34.1 11.4 
1738 年の「宮廷楽団の名簿」 12 4 5 3  3 5 5 2 1 3 1  44 54.5 34.1 11.4 
1739 年の「宮廷楽団の名簿」 12 4 5 3  3 4 5 2 1 3 1  43 55.8 32.6 11.6 
1740 年の「宮廷楽団の名簿」 12 4 4 3  3 4 5 2 1 3 1  42 54.8 33.3 11.9 
                                                   
195 「コントラバス奏者」1 名と「ヴィオロン奏者」3 名、「ヴィオロン奏者」の見習い 1 名。 








































































1741 年の「宮廷楽団の名簿」 12 4 4 3  3 5 5 2 1 3 1  43 53.5 34.9 11.6 
1742 年の「宮廷楽団の名簿」 12 4 4 3  3 5 5 2 1 3 1  43 53.5 34.9 11.6 
1743 年の「宮廷楽団の名簿」 12 4 4 3  3 4 4 2 1 3 1  41 56.1 31.7 12.2 
1744 年の「宮廷楽団の名簿」 13 4 4 3  3 6 4 2 1 3 1  44 54.5 34.1 11.4 
1745 年の「宮廷楽団の名簿」 13 4 4 3 1 3 6 4 2 1 2 1  44 56.8 34.1 9.1 
1746 年の「宮廷楽団の名簿」 15 4 4 3 1 3 6 5 2 1 3 1  48 56.3 33.3 10.4 
1747 年の「宮廷楽団の名簿」 15 4 4 2 1 3 5 5 2 1 3 1  46 56.5 32.6 10.9 
1748 年の「宮廷楽団の名簿」 14 4 4 2 1 3 5 5 3 1 3 1  46 54.3 34.8 10.9 
1749 年の「宮廷楽団の名簿」 14 4 4 2 1 2 5 5 3 1 3 1  45 55.6 33.3 11.1 
1750 年の「宮廷楽団の名簿」 15 4 4 2 1 2 5 5 3 1 3 1  46 56.5 32.6 10.9 
1751 年の「宮廷楽団の名簿」 16 4 4 1 1 2 5 5 3 1 3 1  46 56.5 32.6 10.9 
1752 年の「宮廷楽団の名簿」 16 4 4 1 1 2 5 5 3 0 3 0  44 59.1 34.1 6.8 
1753 年の「宮廷楽団の名簿」 16 4 4 2 2 2 5 4 3 0 3 0  45 62.2 31.1 6.7 
1754 年の「宮廷楽団の名簿」 15 4 4 2 2 2 5 4 3 0 3 0  44 61.4 31.8 6.8 







先に示した表  3-1 において、ヴォリュミエが楽師長としてドレスデン宮廷に赴任した
1709 年から、彼が亡くなった翌年の 1729 年までの間に書かれた年俸表と名簿は合計 12
点に及んだ（1709 年の「オーケストラの年俸表」から 1729 年の「宮廷楽団の名簿」まで）。
これらの資料に記された奏者の合計人数は、26 名から 38 名の間を推移している。そして、
奏者全員のうち、弦楽器奏者は 4 割 8 分から 5 割 7 分を占めており、木管楽器奏者は 2 割




ト奏者 2 名と鍵盤楽器奏者 3 名から構成されており、その後は 1729 年の「宮廷楽団の名




第1項 1709 年の「オーケストラの年俸表」 
1709 年の「オーケストラの年俸表」には、合計 26 名の奏者が記載されている。そのう
ち弦楽器奏者は 13 名、木管楽器奏者は 8 名、その他の奏者は 5 名となっている。  
弦楽器奏者は、ヴァイオリン 5 名、ヴィオラ 5 名、チェロ 2 名、コントラバス 1 名であ
る。彼らの中では、ヴァイオリンとヴィオラの奏者が同数であり最も人数が多く、次にチェ
ロ奏者が続き、コントラバス奏者は最も少ない。  
                                                   
197 本章において種々の割合を述べる際には、小数点以下を切り捨てる。  
  
195 



























































































ントル、ターユ、カントの合計人数も同様に 7 名である。さらに 1698 年と 1702 年におい
                                                   
198 John Spitzer and Neal Zaslaw, The Birth of the Orchestra: History of an 
Institution, 1650-1815 (Oxford: Oxford University Press, 2004), p. 79. 




1702 年までを引用している。  
  
196 
て、「低音」弦楽器の奏者は 5 名であり、ヴァイオリン奏者やヴィオラ奏者よりも 2 名少
ない。ドレスデンの「オーケストラの年俸表」においても、チェロとコントラバスの奏者
は合計 3 名であり、各 5 名のヴァイオリン奏者やヴィオラ奏者よりも 2 名少ない。下の図 









一方、「オーケストラの年俸表」において、合計 26 名のうちに占める 8 名の木管楽器奏
者の割合は 3 割に上る（192 頁から始まる表 3-1 参照）。しかし、表 3-3 に示したように、
「王の小さなヴァイオリン」の人数表において、この楽器の奏者は 2 割以下にとどまって

















表 3-3 「王の小さなヴァイオリン」における木管楽器奏者の割合  
 1692 年 1698 年 1702 年 
奏者の合計数  22 23 23 
木管楽器奏者の数  4 4 4 
木管楽器奏者の割合  (%) 18.2 17.4 17.4 
 






名表によると、ヴィーンから来た奏者は、フルート 5 名、オーボエ 4 名、ファゴット 2 名、
ファゴットとフルートの両方を演奏する 1 名から成っていた。図 3-2 は、「オーボエ・バ
ンド」を構成した彼らと、「オーケストラの年俸表」における木管楽器奏者の数を比較して
いる。この表から分かるように、「オーボエ・バンド」と「オーケストラの年俸表」のオー
ボエ奏者とファゴット奏者の数は、一致している  201。 
 
                                                   
200 Mary A. Oleskiewicz, Quantz and the Flute at Dresden: His Instruments, his 
Repertory and their Significance for the Versuch and the Bach Circle (Durham, NC, 
Duke Univ., iss., 1998), pp. 20-24. 
201 「オーボエ・バンド」においては、5 名のフルート奏者に対して、4 名のオーボエ奏
者と 2 名のファゴット奏者が充てられている。「オーケストラの年俸表」を俯瞰すると、
先のフルート奏者と同数の 5 名のヴァイオリン奏者に対して、オーボエ奏者は 4 名、
ファゴット奏者は 2 名であるという類似が見られる。  
  
198 
図 3-2 木管楽器の人数の比較 











ドリヒ・アウグスト 1 世は、1687 年から 1689 年にかけて諸国を遊学していた。「ザクセ
ン選帝侯フリードリヒ・アウグスト 1 世の外国への旅行」と題された資料集には、パリか
らドレスデンに送られた 2 通の手紙が見られる  202。その一つは 1687 年 9 月 12 日の日付
が記されており、もう一つには 1687 年 9 月 15 日と書かれている。この 2 通の手紙の間に
は、さらに「月次出費目録  Verzeichniß ordinari-Monath. Ausgaben」が綴じられており、
                                                   
202 “Hertzog Friedrich August I zu Sachsen Hochfürst: Durch: Reise in fremde Lande. 













この目録は「オペラと劇、ヴェルサイユへの旅行のため  für Reisen nach Versailles, Opera, 
und Comedien」に 160 ターラーが支払われたことを示している 203。「王の小さなヴァイ
オリン」の奏者たちは、1680 年以降ヴェルサイユに宿泊していたため、フリードリヒ・ア
ウグスト 1 世は、この楽団の演奏を直接鑑賞できたと考えられる  204。よって、ドレスデン
において組織された「オーケストラ」における弦楽器奏者の人数配分は、フリードリヒ・
アウグスト 1 世の意見に基づいた可能性を指摘できる。  
 
第2項 1711 年から 1717 年までの年俸表  
1711 年の「宮廷楽団の年俸表」と 1712 年の「その他の年俸表」、1717 年の「宮廷楽団
の年俸表」の 3 点に記された奏者は 31 名を超えている（192 頁から始まる表 3-1 参照）。
この人数は、26 名であった 1709 年の「オーケストラの年俸表」よりも 5 名以上多い。こ
の 3 点から算出される弦楽器、木管楽器、その他の奏者の割合は、先の表 3-1 に示した。





                                                   
203 Karl Czok, August der Starke und seine Zeit: Kurfürst von Sachsen, König in 
Polen (München: Piper, 2012), p. 34; “Verzeichniß der ordinari-Monathl. Ausgaben”, 
D-Dla, Geheimer Rat, Gemeimes Archiv, Loc. 10291/17, folio without number. 
204 John Spitzer and Neal Zaslaw, The Birth of the Orchestra: History of an 
Institution, 1650-1815 (Oxford: Oxford University Press, 2004), p. 143; Bernard 
Bardet, “Violons, Petits,” in Dictionnaire de la musique en France aux XVIIe et 
XVIIIe siècles, edited by Marcelle Benoit (Paris: Fayard, 1992), p. 724. 
  
200 
表 3-4 各楽器の割合における数値の差 
（1709 年の「オーケストラの年俸表」を基準とした場合） 
（％） 弦楽器 木管楽器 その他 
1711 年の「宮廷楽団の年俸表」 -1.6 +4.7 -3.1 
1712 年の「その他の年俸表」 -1.5 +2.5 -1.0 
1717 年の「宮廷楽団の年俸表」 +2.9 +1.6 -4.5 
 





図 3-3 弦楽器の人数の比較 
（1709 年の「オーケストラの年俸表」から 1717 年の「宮廷楽団の年俸表」まで） 
 
 


















う。一つは 1711 年の「宮廷楽団の年俸表」や 1712 年頃の「その他の年俸表」に現れてい
るものであり、フルート奏者とオーボエ奏者が、ホルン奏者やファゴット奏者よりも多い。
もう一つは、オーボエ奏者が最も多い 4 名であり、他は 2 名のものである。これは 1709
年の「オーケストラの年俸表」と 1717 年の「宮廷楽団の年俸表」に見られる。  
 
図 3-4 木管楽器の人数の比較 











1709 年の「オーケストラの年俸表」に比べ、1711 年の「宮廷楽団の年俸表」や 1712 年



































第3項 1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」 
1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」に現れる奏者は合計 35 名であり、1717 年の「宮廷
楽団の年俸表」よりも、僅かに 1 名多いのみである。さらに弦楽器、木管楽器、その他の
奏者の割合は、数値の差が僅か 1 分以下になっている。  
図 3-5 は、これらの資料に記載された弦楽器奏者の数を示している。この図から明らか
なように、チェロ奏者よりもコントラバス奏者が 3 名少ないことは共通している。しかし、
1717 年の「宮廷楽団の年俸表」において、ヴァイオリンとヴィオラの人数は 1 名異なるの
みであるが、1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」において、その差は 4 名に広がってお
り、配分が著しく異なる。 
 
図 3-5 弦楽器の人数の比較 




















し、1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」において、彼らのうちフルート奏者は 1 名減少し
て僅か 1 名になり、ファゴット奏者は 1 名増加して 3 名となっているため、彼らの間には
2 名の差が生じている。  
 
図 3-6 木管楽器の人数の比較 






















表 3-5 奏者と彼らに割り当てられた楽器の種類  
































































Simon Le Gros 
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第 1 章において説明したように、1717 年の「宮廷楽団の年俸表」に現れる合計 34 名の
うち、ヴィオラ奏者プレトーリウス（13 人目）以外は、1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸
表」に名前が記されている。また、「宮廷音楽家の年俸表」のみに現れる者は、ヴァイオリ










いる。その結果、「宮廷音楽家の年俸表」においてヴィオラ奏者は 4 名に減少している。 
「宮廷楽団の年俸表」に見られる 6 名のヴァイオリン奏者全員は、「宮廷音楽家の年俸
表」においても、この楽器の奏者として記載されている（1 人目から 7 人目）。「宮廷音楽
家の年俸表」のヴァイオリン奏者には、さらに 2 名が加わっている。ヴィオラ奏者であっ
たラインと、1717 年の「宮廷楽団の年俸表」に見られなかったル・リシュである。後者は、
オーボエの名手であった  205。このように、ヴィオラ奏者は 7 名から 4 名に減少する一方、
ヴァイオリン奏者は 6 名から 8 名に増加したことにより、1717 年頃の「宮廷音楽家の年
俸表」において、彼らの人数の差は 4 名に広がったのである。 
「宮廷楽団の年俸表」においてフルートとファゴットの奏者は同数であったが、「宮廷音








                                                   
205 Bruce Haynes, The Eloquent Oboe: A History of the Hautboy from 1640-1760 
(Oxford: Oxford University Press, 2007), pp. 325-329. 
  
207 
第 1 章においては、ドレスデン宮廷楽団に所属した奏者の中に、1717 年以降、演奏する
楽器を変更した者がいたことを指摘した。1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」が 1717 年
の「宮廷楽団の年俸表」と異なった人数配分を示したことは、このことと深く結びついて
いるのである。 
 ところで、ドレスデン宮廷は 1717 年にイタリアから多くの音楽家を雇用していた。第
1 章において確認したように、ヴェネツィアから赴任した音楽家の中には、オペラ作曲家
アントニオ・ロッティが含まれた。彼の名前は、ドレスデン宮廷において記された 1718 年




と、ロッティは 1692 年に第 2 オルガン奏者の地位に就き、1704 年には主席オルガン奏者
に昇格した。またペルゾネッリは、1709 年から 1712 年にかけて同聖堂に雇われている。
以上のことから、ロッティとペルゾネッリは、1709 年から 1712 年にかけて、共にサン＝
マルコ聖堂に所属していたことが分かる。  
さらにセルフリッジ＝フィールドは、1679 年から 1720 年にかけてサン＝マルコ聖堂に
所属した奏者の数を表に示した 207。表 3-6 は、この表のうち、ロッティが第 2 オルガン
奏者の地位に就いた 1692 年から、彼がドレスデンに赴任した 1717 年までの人数を示し
ている。 
 
                                                   
206 Eleanor Selfridge-Field, Venetian Instrumental Music from Gabrieli to Vivaldi 
(Oxford: Blackwell, 1975), pp. 292-308. 
207 Eleanor Selfridge-Field, “The Viennese Court Orchestra in the Time of Caldara,” 
in Antonio Caldara: Essays on his Life and Times, edited by Brian W. Pritchard 
(Aldershot: Scolar Press, 1987), p. 119. 
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1692 15 5 4 2 1 4 2 5  2 1 5 46 
1693 14 5 4 3 1 4 2 5  2 1 5 46 
1694 13 5 4 3 1 4 2 5  2 1 5 45 
1695 13 4 3 3 1 3 2 5  2 1 4 41 
1696 13 4 3 3 1 3 2 5  2 1 4 41 
1697 12 4 3 3 1 3 2 5   1 4 38 
1698 12 4 3 3 1 2 2 5 1  1 4 38 
1699 12 4 3 3 1 2 2 5 1  1 4 38 
1700 12 4 3 4 1 2 2 5 1  1 4 39 
1701 12 5 3 3 1 2 2 4 1  1 4 38 
1702 12 5 3 3 1 2 2 4 1  1 4 38 
1703 12 5 3 3 1 2 2 4 1  1 4 38 
1704 12 5 3 3 1 2 2 4 1  1 4 38 
1705 12 5 3 3 1 2 2 4 1  1 4 38 
1706 12 5 3 3 1 2 2 4 1  1 4 38 
1707 12 5 3 3 1 2 2 3 1  1 4 37 
1708 12 5 3 3 1 2 2 3 1  1 4 37 
1709 8 4 3 3  1 2 1 1   3 26 
1710 8 4 3 3  1 2 1 1   3 26 
1711 8 4 3 3  1 2 1 1   3 26 
1712 8 3 2 2  1 1 1 1   3 22 
1713 5 3 2 2  1 1 1 1   3 19 
1714 8 6 1 3  1 1 1 1   3 25 
1715 8 6 1 3   1 1 1   2 23 
1716 9 4 1 3   1 1 1   1 21 
1717 9 4 1 3   1 1 1   1 21 
 
ドレスデン宮廷において記された 1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」において、ヴァ
イオリン奏者は 8 名、ヴィオラ奏者は 4 名になっていた。表 3-6 に基づくと、サン＝マル




                                                   









年から 1799 年までのイタリアの楽団に所属した奏者の数を表に示した 211。彼らの表は、














                                                   
210 John Spitzer and Neal Zaslaw, The Birth of the Orchestra: History of an 
Institution, 1650-1815 (Oxford: Oxford University Press, 2004), p. 143. 
211 Ibid., pp. 144-147. 





第4項 1718 年頃から 1720 年 9 月までの「音楽家の年俸表」 
192 頁から始まる表 3-1 において、「音楽家の年俸表」は合計 4 点に上る。それらは 1718
年頃、1719 年、1720 年 5 月、1720 年 9 月のものとなっている。これらの「音楽家の年俸




た木管楽器奏者のみは、数値の差が比較的大きい 7 分になっている。しかし、1718 年頃以
外の 3 点の「音楽家の年俸表」において、この割合の変動は 3 割 2 分から 3 割 5 分にとど
まっている（表 3-1 参照）。 
 
表 3-7 各楽器の割合における最小値と最大値  
（1718 年頃から 1720 年 9 月までの「音楽家の年俸表」） 
（％） 弦楽器 木管楽器  その他 
最小値 51.4 27.8 11.8 
最大値 55.6 35.3 16.7 
 
表 3-1 に基づくと、1718 年頃から 1720 年 5 月までの 3 点の「音楽家の年俸表」におい
て、ヴァイオリンとヴィオラの奏者は、それぞれ一貫して 7 名と 6 名であり、ほぼ同じ人





合計 4 点の「音楽家の年俸表」に記載された木管楽器奏者は、いずれもフルート 1 名、

















第5項 1721 年頃と 1725 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」 
1721 年頃と 1725 年頃の 2 点の「宮廷音楽家の年俸表」に現れる奏者は、それぞれ 37
名と 38 名である。弦楽器奏者は 21 名ないし 22 名、木管楽器奏者は 11 名、その他の楽器
の奏者は 5 名から構成されている。 
これらの資料に見られる約 20 名の弦楽器奏者は、ヴァイオリン 8 名、ヴィオラ 3 名ま
たは 4 名、チェロ 5 名、「コントラバス」1 名、「ヴィオロン」3 名、「ヴィオロン」の見習





1721 年頃と 1725 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」に現れる 11 名の木管楽器奏者は、フ







準備をしていた 1721 年頃や 1725 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」は、イタリアの楽団の人
数表から導かれた配分を継承しているといえるだろう。  
 
第6項 1729 年の「宮廷楽団の名簿」 
1729 年の「宮廷楽団の名簿」には、合計 38 名の奏者が記載されている。彼らのうち弦
楽器奏者は 19 名、木管楽器奏者は 13 名、その他の楽器の奏者は 6 名となっている。そし
て、19 名の弦楽器奏者は、ヴァイオリン 8 名、ヴィオラ 4 名、チェロ 5 名、コントラバス
2 名から構成されており、1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」と同数になっている。 
12 名の木管楽器奏者は、フルート 3 名、オーボエ 4 名、ファゴット 3 名、ホルン 2 名
に分けられる。これらの人数が、1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」以降の資料と酷似し









このことは、1709 年の「オーケストラの年俸表」や 1717 年の「宮廷楽団の年俸表」に共
通している。  
 
図 3-7 木管楽器の人数の比較 




このように、1729 年の「宮廷楽団の名簿」において、弦楽器奏者の数は 1717 年頃の「宮
廷音楽家の年俸表」を継承しており、木管楽器奏者の数は、1709 年の「オーケストラの年

















第7項 1709 年から 1729 年までの年俸表と名簿に記載された奏者の数  






イタリアの楽団の人数表と同じ傾向を示していた。1717 年から 1720 年までのドレスデン
宮廷には、ヴォリュミエの下でフランスの奏法を学んだ奏者と、イタリアの奏法を体得し
た奏者が共に在籍しており、彼らの中には、奏法が異なったフランスとイタリアの音楽の
両方に対応できる者がいた。この時期に書かれた 4 点の「音楽家の年俸表」のうち 3 点に
は、フランスとイタリアの楽団の年俸表に関連する特徴が見られた。1720 年代のドレスデ









1709 年から 1729 年までの年俸表や名簿からは、奏者の人数配分の類型を少なくとも四







僅か 1 名になっている。これらのことは、1721 年頃や 1725 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」
に引き継がれていた。 
三つ目と四つ目は、これまでの二つの型を組み合わせている。すなわち、1718 年頃から
1729 年 5 月までの 3 点の「音楽家の年俸表」において、一つ目の類型のようにヴァイオ
リンとヴィオラの奏者はほぼ同数であり、木管楽器奏者は二つ目の類型と同様に、オーボ









192 頁から始まる表 3-1 において、ピゼンデルが楽師長に就任した 1731 年から、彼が
亡くなる 1755 年までの資料は合計 24 点に及び、それらはいずれも『宮廷年鑑』に記載さ
れた「宮廷楽団の名簿」となっている。この 24 点において、奏者の合計人数は 34 名から
48 名の間を推移しており、特に 1733 年以降は常に 40 名以上を維持している。1709 年か




表 3-8 は、この 24 点の名簿における弦楽器、木管楽器、その他の奏者の割合それぞれ




表 3-8 各楽器の割合における最小値と最大値  
（1735 年から 1755 年までの「宮廷楽団の名簿」） 
（％） 弦楽器 木管楽器  その他 
最小値 47.1 31.1 4.7 
最大値 62.8 38.2 14.7 
 
 彼らのうち、その他の奏者における人数配分は、1731 年から 1755 年までほぼ一定であ
る。1751 年まではリュート奏者 1 名、鍵盤楽器奏者 3 名、パンタレオン奏者 1 名であり、
1752 年以降はオルガン奏者 3 名を維持しているのである。そのため本節では、弦楽器奏者
と木管楽器奏者の人数配分の変化を詳しく検証する。 
 
第1項 1731 年から 1735 年までの「宮廷楽団の名簿」 
192 頁の表 3-1 が示すように、1731 年から 1735 年までの「宮廷楽団の名簿」において、
奏者の合計人数は激しく変動している。前節において確認したように、1729 年の「宮廷楽
団の名簿」には合計 38 名の奏者が記載されていた。しかし、1731 年と 1732 年に彼らは
34 名まで減少した後、1733 年から 1735 年にかけて、10 名増加して 44 名に達している
のである。 
1729 年の「宮廷楽団の名簿」に現れた弦楽器奏者は、ヴァイオリン 8 名、ヴィオラ 4 名、
チェロ 5 名、コントラバス 2 名であった。図 3-8 は、1735 年のこの名簿に至るまでに、
これらの人数が変化した過程を表している。この図が示すように、ヴィオラとチェロの奏
者は、1735 年においても、1729 年と同じ 4 名と 5 名をそれぞれ維持している。一方、コ
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ントラバス奏者は 1 名多い 3 名となり、ヴァイオリン奏者は 6 名多い 12 名に上っている。
本章において参照してきたドレスデン宮廷の年俸表や名簿において、ヴァイオリン奏者が




図 3-8 弦楽器の人数の推移（1729 年から 1735 年までの「宮廷楽団の名簿」） 
 
 
図 3-9 は、1729 年と 1735 年の「宮廷楽団の名簿」について、弦楽器奏者全員のうちに
占めるヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラバスの奏者の割合を示している。この
図の 1729 年において、すでにヴァイオリン奏者は 4 割を占めているため、彼らの人数が
他の弦楽器の奏者よりも多いことは明らかである。さらに 1735 年において、彼らの割合
は 1 割増加して 5 割 2 分となっている。このようにヴァイオリン奏者が弦楽器奏者の過半











1729 1731 1732 1733 1735
Vl Vla Vlc Cb
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次は、木管楽器奏者の人数の変化を確認する。図 3-10 は、1729 年から 1735 年までの
「宮廷楽団の名簿」における木管楽器奏者の数の変動を表している。この図の 1729 年に
おいて、フルートは 3 名、オーボエは 5 名、ファゴットは 3 名、ホルンは 2 名である。フ
ルートとホルンの奏者の数は 1735 年まで一定であり、オーボエ奏者も 5 名を維持してい
る。一方、ファゴット奏者のみは 1733 年と 1735 年に 1 名ずつ増員され、5 名に達してい























図 3-10 木管楽器の人数の推移（1729 年から 1735 年までの「宮廷楽団の名簿」） 
 
 
下の図 3-11 は、1729 年と 1735 年の「宮廷楽団の名簿」において、木管楽器奏者全員
のうちに占める、フルート、オーボエ、ファゴット、ホルンの奏者の割合を示している。
この二つの図から明らかなように、ファゴット奏者のみは割合を伸ばしている。1729 年に
おいて 2 割 5 分を占めた彼らは、1735 年に 1 割ほど多い 3 割 3 分に達しているのである。  
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5 名のチェロ奏者である。図 3-12 の「1729 年」が示すように、この名簿において、チェ
ロ奏者は低音楽器奏者の中で半数を占めている。しかし、1735 年の「宮廷楽団の名簿」に
おいてファゴット奏者は 5 名となり、最多であったチェロ奏者と同数になった。ファゴッ
ト奏者はチェロ奏者と共に、低音楽器奏者の中で 3 割 8 分を占めている（図 3-12 の「1735
年」参照）。このように、ファゴット奏者の数がチェロ奏者と同じになったことは、表 3-1
において 1735 年以前に見られない。  
 








任していた。これらの変化が起こっていた時期とほぼ同じ 1731 年から 1735 年までの「宮
廷楽団の名簿」においては、奏者の合計人数が大きく変化しており、一旦減少した後、1733

















第2項 1735 年から 1745 年までの「宮廷楽団の名簿」 
1735 年から 1745 年までの「宮廷楽団の名簿」において、奏者の合計人数は 39 名から
42 名を維持しており、ほとんど変化していない（192 頁から始まる表 3-1 参照）。図 3-13
は、これらの資料に記載された弦楽器奏者の人数の変化を表している。  
 
図 3-13 弦楽器の人数の推移（1735 年から 1745 年までの「宮廷楽団の名簿」） 
 
 
1735 年の名簿における弦楽器奏者は、ヴァイオリン 12 名、ヴィオラ 4 名、チェロ 5 名、
コントラバス 3 名であった。図 3-13 に基づくと、これらの人数は、10 年後の 1745 年ま
で、ほとんど変化していないことが分かる。なぜなら、ヴィオラとコントラバスの奏者は、
それぞれ一貫して 4 名と 3 名を保っており、ヴァイオリン奏者も 1736 年、1744 年、1745
年以外は 12 名となっているからである。またチェロ奏者は、1740 年を境に人数が変化し
ているが、それは 5 名から 4 名への僅か 1 名の減員にとどまっている。このように、1735
年から 1745 年までの「宮廷楽団の名簿」における弦楽器奏者の人数配分はほぼ一定であ
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図 3-14 木管楽器の人数の推移（1735 年から 1745 年までの「宮廷楽団の名簿」） 
 
 
図 3-14 は、1735 年から 1745 年までの「宮廷楽団の名簿」に見られる木管楽器奏者の
人数の変化を表している。この図において、1735 年はフルート 3 名、オーボエ 5 名、ファ
ゴット 5 名、ホルン 2 名であり、オーボエ奏者が 1740 年においてのみ 4 名に減少してい
るが、これらの人数は 1742 年まで維持されている。しかし、1743 年にはオーボエとファ
ゴットの奏者が共に 1 名少ない 4 名に減員した後、翌年の 1744 年にはオーボエ奏者のみ
2 名多い 6 名に増員されている。そのため、同数であったオーボエとファゴットの奏者の
間には、2 名の差が生じている。これらのことに基づくと、1735 年から 1742 年までの「宮
廷楽団の名簿」においては、木管楽器奏者の人数配分が固定されているといえる。それは、
フルート 3 名、オーボエ 5 名、ファゴット 5 名、ホルン 2 名から成っている。  
以上のように、1735 年から 1742 年までの「宮廷楽団の名簿」からは、弦楽器奏者だけ
でなく、木管楽器奏者も一定の人数配分を抽出できる。また 1743 年以降は、同じ人数で
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第3項 1746 年から 1755 年までの「宮廷楽団の名簿」 
前項において確認したように、1735 年から 1745 年までの「宮廷楽団の名簿」には、合
計 39 名から 42 名の奏者が見られた。しかし、1746 年のこの名簿に現れる奏者は、6 名以
上多い 48 名に増えている。この人数は、192 頁から始まる表 3-1 において、1709 年以来、
最も多い。さらに、1746 年から 1755 年までの「宮廷楽団の名簿」から算出される奏者は、
合計 43 名から 48 名の間を推移している。このように、1746 年以降の人数は以前よりも
明らかに多い。  
1735 年から 1742 年までの「宮廷楽団の名簿」における弦楽器奏者の人数配分は、ヴァ
イオリン 12 名、ヴィオラ 4 名、チェロ 4 名または 5 名、コントラバス 3 名であった。図 
3-15 は、これらの人数が、1755 年までのこの名簿において、どのように変化したかを示
している 213。この図から明らかなように、ヴィオラ奏者は同じ 4 名を維持しており、4 名
または 5 名であったチェロ奏者も 4 名を保っている。コントラバス奏者も 1746 年は 3 名
であり、翌年の 1747 年から 1755 年まで 2 名であるため、ほとんど変化していないといえ
る。一方ヴァイオリン奏者は、1746 年以降、2 名以上多い 14 名から 16 名を維持してい
る。また、1746 年以降には、新たにヴィオラ・ダ・ガンバ奏者が現れている。従って、1746




                                                   




図 3-15 弦楽器の人数の推移 
（1735 年から 1742 年及び 1746 年から 1755 年までの「宮廷楽団の名簿」） 
 
 
1735 年から 1742 年までの「宮廷楽団の名簿」における木管楽器の人数配分は、フルー
ト 3 名、オーボエ 5 名、ファゴット 5 名、ホルン 2 名であった。図 3-16 は、これらの人
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図 3-16 木管楽器の人数の推移 
（1735 年から 1742 年及び 1746 年から 1755 年までの「宮廷楽団の名簿」） 
 
 
この図が表すように、ホルン奏者は 1748 年に 1 名多い 3 名になり、フルート奏者は翌
年の 1749 年を境に 3 名から 1 名少ない 2 名となり、両者はこの人数を 1755 年まで維持
している。ファゴット奏者は、1753 年に 1 名少ない 4 名に減じている。これらの増員や
減員は 1 名にとどまっているため、1735 年から 1742 年までの「宮廷楽団の名簿」から導
かれた木管楽器奏者の人数配分は、1755 年まで引き継がれているといえる。 















Fl Ob Fg Hr
  
226 
第4項 1731 年から 1755 年までの「宮廷楽団の名簿」に記された奏者の数 




交代しており、この時期にほぼ重なる 1731 年から 1735 年までの名簿においては、奏者の
合計人数が大きく変化していた。1729 年の奏者は 38 名であったが、1731 年と 1732 年は
34 名にとどまっていたのである。一方、1733 年と 1735 年には急激な人数の増加が見ら
れ、奏者は 44 名に達していた。その結果、1735 年の弦楽器奏者と木管楽器奏者の人数配
分は 1729 年のものを継承しつつ、ヴァイオリンとファゴットの奏者が著しく増員されて
いた。さらに 1735 年の配分は、1742 年の「宮廷楽団の名簿」まで明確に維持されていた。  
1740 年代後半のドレスデン宮廷においては、著名な演劇団や演出家を招くなど、新しい
動向が見られ、1746 年から 1755 年までの名簿において、奏者の合計人数は以前よりも多
くなっていた。そして、1735 年から 1742 年の名簿に見られた一定の人数配分は引き継が
れ、1746 年からはこれに基づきつつ、ヴァイオリン奏者の数を増やし、ヴィオラ・ダ・ガ
ンバ奏者が記載されるようになっていた。  










とチェロ 4 名または 5 名、コントラバス 3 名が、1717 年頃の「宮廷音楽家の年俸表」に
酷似していることや、フルート 3 名とオーボエ 5 名が、1709 年の「オーケストラの年俸
表」や 1717 年の「宮廷楽団の年俸表」に大変に似ていることを挙げられよう。  
しかし、1735 年の「宮廷楽団の名簿」においては、ヴァイオリンとファゴットの奏者が
それぞれ 12 名と 5 名に達しており、これらはヴォリュミエの時代の年俸表から算出され
た人数を上回っていた。そのため、1735 年から 1742 年までの「宮廷楽団の名簿」は、ヴォ
リュミエの時代の年俸表や名簿と比較した場合、これらの奏者が多いことを特徴にしてい
ると指摘できる。 
この 1735 年から 1742 年までの「宮廷楽団の名簿」に見られた弦楽器奏者の人数配分
は、サン＝マルコ聖堂に所属した奏者のものに酷似している。この時期の「宮廷楽団の名
簿」からは、ヴァイオリン奏者 12 名、ヴィオラ奏者 4 名、チェロ奏者 4 名または 5 名、
コントラバス奏者 3 名が抽出された。208 頁の表 3-6 に基づくと、1697 年から 1708 年ま
での 12 年間、サン＝マルコ聖堂には、ヴァイオリン奏者 12 名、ヴィオラ奏者 4 名または
5 名、チェロ奏者 3 名、コントラバス奏者 3 名が在籍している。これらの人数を比較した
場合、ヴァイオリン奏者とコントラバス奏者は一致しており、ヴィオラ奏者も同数または
1 名異なるのみである。また、チェロ奏者の差は 1 名ないし 2 名となっている。  






をイタリア出身と見なしている  214。従って、この 5 名のうちイタリア人は 3 名であった
                                                   
214 Paola Pozzi, “Il Concerto strumentale itliano alla Corte di Dresda Durante la 
prima metà del Settecento,” in Intorno a Locatelli: Studi in occasione del 
  
228 
と考えられ、彼らの人数は、先の 1697 年から 1708 年までのサン＝マルコ聖堂に所属した
チェロ奏者のものに合致する。  
この著しい類似に基づくと、「宮廷楽団の名簿」において 1733 年からヴァイオリン奏者
が増員され、1735 年から 1742 年まで 12 名に設定されたことは、サン＝マルコ聖堂に倣っ
た可能性を指摘できる。しかし、1735 年から 1742 年の「宮廷楽団の名簿」から抽出され
たフルート奏者 3 名、オーボエ奏者 5 名、ファゴット奏者 5 名、ホルン奏者 3 名の配分
は、サン＝マルコ聖堂に所属した奏者のものと全く異なる（208 頁の表 3-6 を参照）。従っ
て、ヴァイオリン奏者と同様に 1733 年から 1735 年にかけて増加したファゴット奏者の
人数は、この聖堂のものを模倣していないと考えられよう。  
ドレスデン宮廷楽団に所属したクヴァンツは、著書『フルート奏法試論 Versuch einer 
Anweisung, die Flöte traversière zu spielen』において理想とする楽器編成を論じた際に、
以下のように述べた。  
 
ヴァイオリン 4 挺に対しては、ヴィオラ 1 挺、チェロ 1 挺、そして中くらいの大き
さのコントラヴィオロン 1 挺を用いなさい。  
ヴァイオリン 6 挺に対しても全く同じ、そしてさらにファゴット 1 本［を用いなさ






                                                   
tricentenario della nascita di Pietro Antonio Locatelli—1695-1764, edited by Albert 
Dunning (Lucca: Libreria Musicale Italiana, 1995), vol. 2, p. 977. 
215 Quantz, Johann Joachim. Versuch einer Anweisung, die Flöte traversière zu 




第4節 オペラ上演に関する 3 点の「明細」と「記録」との比較 
フベルトゥスブルクにおけるオペラ上演に選ばれた者の名簿は 3 点であり、それらは





ドレスデン宮廷楽団の奏者は、1737 年の「明細」に 25 名記載されている。また 1741 年
の「明細」と 1742 年の「記録」の両方において、彼らは 31 名に上っている。表 3-9 は、
これらの資料それぞれから算出されたドレスデン宮廷楽団の奏者の数を、「宮廷楽団の名
簿」に記載された楽器の種類に従って示している。表 3-10 は、表 3-9 に基づいて、これ
らの「明細」や「記録」に記載されたドレスデン宮廷楽団の奏者全員のうちに占める、各
楽器の奏者の割合を示している。  
1737 年、1741 年、1742 年の「宮廷楽団の名簿」から算出された奏者の数は、すでに 192
















































1737 年の「明細」  8 2 2 1 2 3 2 2 2 1 25 
1741 年の「明細」  10 4 3 1 2 3 4 1 2 1 31 
1742 年の「記録」  10 3 3 1 2 4 4 2 1 1 31 
 






























1737 年の「明細」 32.0 8.0 8.0 4.0 8.0 12.0 8.0 8.0 8.0 4.0 
1741 年の「明細」 32.3 12.9 9.7 3.2 6.5 9.7 12.9 3.2 6.5 3.2 
1742 年の「記録」 32.3 9.7 9.7 3.2 6.5 12.9 12.9 6.5 3.2 3.2 
 


































1737 年 27.3 9.1 11.4 6.8 6.8 11.4 11.4 4.5 2.3 6.8 2.3 
1741 年 27.9 9.3 9.3 7.0 7.0 11.6 11.6 4.7 2.3 7.0 2.3 




に記載された奏者は 25 名であり、「宮廷楽団の名簿」から抽出された奏者は 19 名多い 44
名である（表 3-1 と表 3-9 を参照）。図 3-17 は、これらの資料における各楽器の人数を
                                                   
216 ヴァイオリン奏者の数には、楽師長ピゼンデルが含まれている。  




もハッセが作曲したものである。従って、1737 年と 1741 年の「明細」に記載されたハッ







図 3-17 各楽器の人数の比較（1737 年の「明細」と 1737 年の「宮廷楽団の名簿」） 
 
 
表 3-10 と表 3-11 に基づくことにより、これらの「明細」と「宮廷楽団の名簿」におけ
る奏者の割合を比較できる。表 3-12 は、表 3-10 の「1737 年の『明細』」の行に示した各
数値に対する、表 3-11 の「1737 年」の行に示した各数値の差を示している。この表にお
いて、奏者の割合の差は 5 分以内であり、11 種類の楽器のうち 3 種は、割合の差が 1 分以
下となっている（ヴィオラ、フルート、オーボエの列を参照）。  
 





















































図 3-18 各楽器の人数の比較（1741 年の「明細」と 1741 年の「宮廷楽団の名簿」） 
 
 
下の表 3-13 は、表 3-10 の「1741 年の『明細』」に示した各数値に対する、表 3-11 の
「1741 年」の各数値の差を示している。この表が表すように、1741 年の「明細」と「宮
廷楽団の名簿」の奏者の割合を比較した場合、その差は 4 分以下となる。また割合の差が
1 分以下となっている奏者は、11 種類の楽器のうち 4 種類に見られる（チェロ、フルート、
ファゴット、ホルンの列を参照）。  
 





















































図 3-19 各楽器の人数の比較（1742 年の「記録」と 1742 年の「宮廷楽団の名簿」） 
 
 
下の表 3-14 は、表 3-10 の「1742 年の『記録』」に示した各数値に対する、表 3-11 の
「1742 年」の各数値の差を示している。この表から明らかなように、1742 年の「明細」
と「宮廷楽団の名簿」を比較すると、各楽器の奏者の割合は差が 4 分以内であり、11 種類

















































-4.4 -0.4 -0.4 +3.8 +0.5 -1.3 -1.3 -1.8 -0.9 +3.8 +2.3 
 
第2項 比較結果に対する考察  




1737 年、1741 年、1742 年の「宮廷楽団の名簿」それぞれを、同じ年の 3 点の「明細」
や「記録」と比較した結果、いずれの年も奏者の合計人数は 10 名以上異なっていたにも関
わらず、各楽器の奏者の人数配分には類似を指摘できた。さらに、彼らの割合の差は 5 分
以下に収まっており、その差が 1 分以下となった者も随所に確認された。従って、1737 年




 192 頁から始まる表 3-1 に示した 1729 年から 1755 年までの奏者の数は、それぞれの
年の『宮廷年鑑』に記載された「宮廷楽団の名簿」から算出していた。これらの名簿にお
いて人名の掲載の仕方は一定であり、肩書を表す項目の下に人名が列挙されている。この
ように、1729 年から 1755 年までの「宮廷楽団の名簿」は出典が同一であり、かつ書式も
統一されているため、資料の性質が非常に似ているといえる。これらの類似に基づくと、






載された「オーケストラ  Orchestre」の項目には、1754 年のオペラ上演における、ドレス
デン宮廷楽団の奏者の配置図が掲載されている  218。この図は、奏者が歌劇場のオーケスト






第5節 第 3 章の総括 




ヴォリュミエが楽師長に就任した 1709 年から、彼が亡くなった翌年の 1729 年までに
記録された年俸表や名簿は、12 点に上った。これらの年俸表には、多様な人数配分が見ら
れ、フランスやイタリアの楽団の人数表に見られる配分との類似を指摘することができた。 
                                                   
218 Jean-Jacques Rousseau, Dictionnaire de musique (Paris, 1768; reprint ed. 
Hildesheim: Georg Olms, 1969), planche G. 
219 1754 年の「宮廷楽団の名簿」から抽出された奏者の人数は、213 頁から始まる表 3-1
に示した。ルソーの配置図から算出される奏者の人数を基準にすると、1754 年の「宮廷楽
団の名簿」に現れるチェロ奏者は 1 名多い 4 名、コントラバス奏者は 1 名少ない 2 名、





ピゼンデルの時代の「宮廷楽団の名簿」においては、1731 年から 1735 年にかけて、奏
者の合計人数に大きな変化が見られた。その後、1735 年から 1742 年までの期間からは、
一定の人数配分を抽出できた。1743 年以降は、この配分に基づきつつ、ヴァイオリン奏者










て、上演のために計画された各楽器の人数を把握した。この名簿は 1737 年と 1741 年の
「明細」及び 1742 年の「記録」であった。これらの資料と同年の「宮廷楽団の名簿」を比













改めて 192 頁から始まる表 3-1 を参照すると、このように 8 点の資料に連続してほぼ同
じ人数が算出されることは、1735 年以前に見られない。さらに 1743 年以降も、その人数






































12 4 4/5 3 3 5 5 2 1 3 1 
 
1737 年、1741 年、1742 年のこの名簿に現れた人数配分は、ドレスデン宮廷楽団が演奏
した際に採用したものに近かったと考えられた。さらに表 3-15 に示した配分は、クヴァ
ンツが推奨した演奏における楽器の数の配分との類似を指摘できる。『フルート奏法試論』
の第 17 章第 1 節第 16 項において、著者のクヴァンツは、合奏団を編成する際に「十分で
あり、最適であろう」各楽器の数を示した。彼は、ヴァイオリンの本数に基づいて、5 種
類の楽器編成を記した。表 3-16 は、彼が勧めた楽器の本数を示し、図 3-20 はこれらを折
れ線グラフによって表している。  
 




















4 1 1 1    
6 1 1 1   1 
8 2 2 2 2 2 2 
10 2 3 2 2 2 2 









または 4 本のヴィオラ、チェロ、フルート、オーボエ、ファゴットは、ヴァイオリンが 3
分の 2 にあたる 8 本まで減少する際に、同じ 3 分の 2 から 2 分の 1 となる 2 本に減らされ
る。そして 8 本のヴァイオリンを半数の 4 本まで減らす際には、まず木管楽器を除外し、
残りの弦楽器の数をも同様に半数の 1 本にしている。  














Vl Vla Vlc Cb Fl Ob Fg
Vlx4 Vlx6 Vlx8 Vlx10 Vlx12
  
239 
いる（230 頁の表 3-9 と 192 頁から始まる表 3-1 を参照）。このことは、クヴァンツの配
分においてヴァイオリンを 12 本から 8 本に減らした際に見られた傾向に非常に似ている。 
 
図 3-21 「宮廷楽団の名簿」における人数配分とクヴァンツによる楽器の数の配分  
 
 
またマウンダーは、1685 年から 1750 年までに筆写された協奏曲のパート譜を参照し、
各パート譜を構成する楽譜の冊数に基づいて演奏に用いられた楽器の数を考察した。そし
て、1 冊の楽譜を 1 名が利用した場合、ピゼンデルの時代のドレスデン宮廷においては、
ヴァイオリン 6 本、ヴィオラ 2 本、チェロ 2 本、コントラバス 1 本、さらに各 2 本のオー





                                                   
220 Richard Maunder, The Scoring of Baroque Concertos (Woodbridge: Boydell Press, 
























の第 1 の特徴に一致する。彼は、17 世紀末から 18 世紀初頭の「バロック時代のオーケス
トラ」を論じ、「オーケストラ」を定義する七つの特徴を挙げた。その第 1 の特徴は、「オー
ケストラは、ヴァイオリン族の弦楽器に基づいて［構成されて］いる」ことになっている。 
しかし表 3-15 において、木管楽器である 5 名のファゴット奏者は、4 名ないし 5 名の





セによって作曲されたオラトリオ《十字架の下の徳 Le virtù appiè della croce》は、1737
年にカトリック宮廷礼拝堂において初演された。その時に用いられたパート譜は現存して
おり、そこには 3 冊のファゴット譜（「第 1 ファゴット  Fagotto. I:」と「第 2 ファゴット 
                                                   
221 Mary A. Oleskiewicz, Quantz and the Flute at Dresden: His Instruments, his 
Repertory and their Significance for the Versuch and the Bach Circle (Ph. D. diss., 
Duke University, 1998), p. 7. 
  
241 
Fagotto. 2」及び「第 3 ファゴット  Fagotto 3:」）が含まれている  222。この 3 冊のうち 2




のうち、1741 年の「明細」と 1742 年の「記録」において、チェロ奏者は 3 名、コントラ









                                                   
222 Johann Adolf Hasse, Le Virtù appiè della croce (D-Dl, Mus.2477-D-12a), accessed 
September 1, 2017, https://opac.rism.info/search?id=270000592; Michael Koch, Die 
Oratorien Johann Adolf Hasses: Überlieferung und Struktur (Pfaffenweiler: Centaurus, 
1989), p. 97; Wolfgang Hochstein, “Hasses Oratorien und ihre Fassungen ,” in Musik 
zwischen Spätbarock und Wiener Klassik: Festschrift für Gisela Vogel-Beckmann zum 
65. Geburtstag, edited by Hanns-Werner Heister and Wolfgang Hochstein (Berlin: 









にした。このことは、1733 年から 1735 年にかけて、これらの楽器の奏者のみが倍増され
たことに起因していた。彼らのうち、ヴァイオリン奏者が 12 名に達したことは、ヴェネ
ツィアのサン＝マルコ聖堂の奏者の数に倣った可能性を指摘できた。しかし、3 名のファ













                                                   
223 Kai Köpp, Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 
Orchesterleitung (Tutzing: H. Schneider, 2005), pp. 242-243; Georg Philipp Telemann, 
Briefwechsel: Sämtliche erreichbare Briefe von und an Telemann, edited by Hans 










少なくとも 5 曲のファゴット協奏曲が筆写されたことを明らかにした  225。 












                                                   
224 Günter Angerhöfer and Walther Krüger, “Fagott,” in MGG2, Sachteil 3, col. 287. 
225 Fünf Fagottkonzerte in Dresdner Überlieferung, edited by Hans-Günter Ottenberg 
(Berlin: Ries & Erler, 2012). 
226 Christoph Mahling, “Con o senza fagotto? Bemerkungen zur Besetzung des 'Bassi' 
(1740 bis ca. 1780),” in Florilegium musicologicum: Hellmut Federhofer zum 75. 






















この楽器の用い方に基づいて、1733 年から 1735 年にかけてファゴットがヴァイオリンと
共に増員された理由を指摘する。  
                                                   
227 Manfred Fechner, Studien zur Dresdner Überlieferung von Instrumentalkonzerten 
deutscher Komponisten des 18. Jahrhunderts: Die Dresdner Konzert-Manuskripte 
von Georg Philipp Telemann, Johann David Heinichen, Johann Georg Pisendel, 
Johann Friedrich Fasch, Gottfried Heinrich Stölzel, Johann Joachim Quantz und 
Johann Gottlieb Graun (Laaber: Laaber, 1999). 
228 パート譜を構成するそれぞれの楽譜を何人の奏者が読んだかは不明である。本章で




第1節 楽師長ヴォリュミエの下におけるフランス舞曲  
ドレスデン宮廷において書かれた手稿譜は、七年戦争後に、この宮廷のカトリック教会




示されている。この表に掲載されたパート譜は、合計 94 点に上る。 
ヴォスの表からは、フランス王ルイ 14 世の下において、音楽の総監督を務めたリュリ
の楽曲が、ドレスデン宮廷において演奏されたことが分かる。この表には、彼の作品の筆
写パート譜が合計 16 点記載されているのである。表 4-1 は、この 16 点のパート譜につい
て、ヴォスが示した資料番号、曲目、写譜家の情報を表し、さらに、それぞれのパート譜
を構成する楽譜の種類と冊数を示している。   
                                                   
229 Steffen Voss, “Teilsammlungen und ihre Identifizierung,” in Schranck No: II: Das 
erhaltene Instrumentalmusikrepertoire der Dresdner Hofkapelle aus den ersten 
beiden Dritteln des 18. Jahrhunderts, edited by Gerhard Poppe (Beeskow: Ortus 






表 4-1 ヴォリュミエが楽師長を務めた時代にドレスデン宮廷において筆写されたパート譜（リュリの作品のみ）  






（LWV 49）  
に基づく組曲  
S-Dl-001 
第 1 ヴァイオリン  Violino 1 3 
オート・コントル Haute Contre 1 
ターユ Taille  1 
カント Quinte  1 
バス・ドゥ・ヴィオロン Basse de Violon  2 
通奏低音 Basse Continue  1 
第 1 オーボエ Haubois 1er  1 
第 2 オーボエ Haubois 2  1 













ヴァイオリン Violino 5 
第 1 ヴァイオリン Violino Premier, Violino 1 2 
第 2 ヴァイオリン Violino 2 1 
オート・コントル Haute Contre 2 
ターユ Taille 2 
カント Quinte 1 
バス・ドゥ・ヴィオロン Basse de Violon 4 
通奏低音 Basso Continuo 3 
バッソ  Basso 2 
ヴィオロン Violon 1 
チェンバロ Cembalo 1 
第 1 オーボエ Haubois 1er, Hautbois 1 2 
第 2 オーボエ Haubois 2de, Hautbois 2 2 









（Schreiber u）  
第 1 ヴァイオリン  Violino 1 3 
第 2 ヴァイオリン Violino 2do 1 
オート・コントル Haute Contre 1 
ターユ Taille 1 
カント Quinte 1 
バス・ドゥ・ヴィオロン Basse de Violon 3 
通奏低音 Basse Continue 2 
第 1 オーボエ Haubois 1er 1 






資料番号  曲目  写譜家  パート譜に含まれる楽譜の種類と冊数  
















（Schreiber u）  
第 1 ヴァイオリン  Violino 1mo 3 
第 2 ヴァイオリン Violino 2do 1 
第 1 ヴィオラ Viola 1 1 
第２ヴィオラ Viola 2 1 
バッソ Basso 2 
チェンバロ Cembalo 1 
第 1 チェンバロ  Cembalo Pri:mo 1 
第 2 チェンバロ  Cembalo 2do 1 
第 1 オーボエ  Hautbois 1mo 1 




Le Triomphe de l’amour》  
(LWV 59)に基づく組曲  




第 1 ヴァイオリン  Premier Dessus de Violon 1 
第 2 ヴァイオリン  Second Dessu De Violon 1 
ヴァイオリン  Dessus De Violon 1 
リピエーノ・ヴァイオリン  Violons Ripienno 1 
オート・コントル  Haute Contre De Violon 1 
ターユ  Taille De Violon 1 
バスとバソン  Basse Et Basson 2 
通奏低音  Basse Continue 2 
第 1 オーボエと第 1 フルート  
Hautbois Et Flutte 1 
1 
第 2 オーボエと第 2 フルート  





《ペルセウス Persée》  




（Schreiber u）  
第 1 ヴァイオリン  Violino Pr.mo, Violino 
Primo, Premier Dessus 
4 
オート・コントル hautecontre, Hautecontre 2 
ターユ  Taille 2 
カント Quinte 2 
バッソ Basso 3 
第 1 チェンバロ  Cembalo Pri:mo 
［楽譜の中に「バソン Basson」の表記あり］  
1 
第２チェンバロ  Cembalo 2do 1 
第１オーボエ Hauboe Primo 1 






資料番号  曲目  写譜家  パート譜に含まれる楽譜の種類と冊数  




《ペルセウス Persée》  




第 1 ヴァイオリン Violino Primo 1 
ヴァイオリン Violino 2 
第 1 ヴィオラ Viola 1 1 
第 2 ヴィオラ Viola 2do 1 
バッソ Basso 2 
チェンバロ Cembalo 1 
オーボエと［または］ヴァイオリン  
Hautb: o Violino 
2 




《ファエトン Phaëton》  
（LWV 61）に基づく組曲  
Johann Jacob 
Lindner 
ヴァイオリン Violino 4 
オート・コントル Haute Contre 1 
ターユ Taille 1 
バス・ドゥ・ヴィオロン Basse de Violon 3 
通奏低音 Basse Continuo, Basse Continue 2 
第 1 オーボエ Haubois 1 1 
第 2 オーボエ Haubois 2 1 




Le temple de la paix》  




（Schreiber u）  
第 1 ヴァイオリン Premier Violin:o, Violino 
Pr:mo, Violino Primo, Violino Pr:o 
4 
第 2 ヴァイオリン Violino 2do 1 
第 1 ヴィオラ Viola Pr:o 1 
第 2 ヴィオラ Viola 2da 1 
バッソ Basso 2 
ヴィオローネ Violone 1 
通奏低音  Basso Conimo, Basso Contin 2 
第 1 オーボエ  Hautb: Pr.o 1 
第 2 オーボエ  Hautbois 2do 1 




《ロラン  Roland》  




（Schreiber u）  
ヴァイオリン Violino, Violino: 4 
オート・コントル  Haute Contre 1 
ターユ  Taille 1 






資料番号  曲目  写譜家  パート譜に含まれる楽譜の種類と冊数  
バス・ドゥ・ヴィオロン Basse de Violon:, 
Basse de Violon 
3 
通奏低音 Basse Continue 2 
第 1 オーボエ Haubois 1er 1 
第 2 オーボエ  Haubois 2de 1 





ア Acis et Galatée》  
（LWV 73）に基づく組曲  






（Schreiber u）  
第 1 ヴァイオリン  Premier Dessus De Violon 1 
第 2 ヴァイオリン  Second Dessus De Violon 1 
第 3 ヴァイオリン・リピエーノ  
3:me Violon: Ripieno: 
1 
ヴァイオリン・リピエーノ  Violon: Ripieno 1 
オート・コントル  Haute Contre De Violon 1 
ターユ  Taille De Violon 1 
バスとファゴット  Basse Et Basson 2 
通奏低音  Basse Continue 3 
バス・ドゥ・ヴィオロン Basse de Viole: 1 
第 1 オーボエと第 1 フルート  
Premier Dessus De Hautbois Et Flutte 
1 
第 2 オーボエと第 2 フルート  





Les fêtes de l'Amour et de 
Bacchus》（LWV 47）と英
雄的パストラル《アキスと






第 1 ヴァイオリン Violin Primro, Violino 
Pri:o 
3 
オート・コントル Haute Contre 2 
ヴィオラ Viola 1 
バス・ドゥ・ヴィオロン  Basse de Violon 1 
ヴィオローネ Violone 1 
通奏低音 Basse Continue 1 
チェンバロ Cembalo 1 
第 1 オーボエ Haubois Primo 1 
第 2 オーボエ Hautb: 2do 1 
D-Dl,  
Mus.1827-F-34 





第 1 ヴァイオリン  Violino 1 1 
オート・コントル Haute Contre 1 
ターユ  Taille 1 










バス  Basse 2 
通奏低音  Basse Continue 2 
第 1 オーボエ  Haubois 1er 1 
第 2 オーボエ  Haubois 2de 1 
第 1 ヴァイオリンと［または］第 1 オーボエ  
Violino Pri: o Haubois 1er 
1 
第 1 ヴァイオリンと第 2 オーボエ  





Idylle sur la paix》（LWV 
68）、バレ《平和の神殿 Le 
temple de la paix》（LWV 
69）、器楽曲《王太子妃のた
めの数曲のサンフォニ








ヴァイオリン Violino 3 
第 1 ヴィオラ Viola 1 1 
第 2 ヴィオラ Viola 2 1 
チェロ Violoncello 1 
通奏低音 Basse de Continue, Basse Continue 2 
第 1 オーボエ Hautbois I 1 
第 2 オーボエ Hautbois II 1 




《アマディス  Amadis》  







第 1 ヴァイオリン Violino Pr.mo 2 
ヴァイオリン Violino 2 
第 1 ヴィオラ Viola I 1 
第 2 ヴィオラ Viola II 1 
バス・ドゥ・ヴィオロン Basse de Violon 1 
通奏低音ヴィオロン  Basso Continuo Violon 1 
第 1 通奏低音  Basso Continuo Primo 1 
第 2 通奏低音  Basso Continuo 2do 1 
バッソ  Basso 1 
第 1 オーボエ  Hautbois I 1 
第 2 オーボエ  Hautbois II 1 




《アマディス  Amadis》  
（LWV 63）と《イシス
Isis》  






第 1 ヴァイオリン Violino Primo, Violino 1 3 
第 1 ヴィオラ  Viola Prima: 1 
ターユ  Taille 1 
バッソ  Basso 4 











第 1 オーボエ  Hautbois Pr: 1 
第 2 オーボエ  Hautbois Sec: 1 
  
252 






この 16 点のパート譜のうち約半数の 9 点は、それぞれ 1 冊の「バソン」譜を含んでい
る 230。その上、パート譜  D-Dl, Mus.1827-F-13 とパート譜 D-Dl, Mus.1827-F-31 には、
1 冊の「バスとバソン」譜が見られ、パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-15 の「第 1 チェンバロ」
譜の中には、「バソン  Basson」の表記が見られる。  
これらのことから、表 4-1 の合計 16 点のパート譜のうち 12 点は、編成にファゴットを
含んでいることが分かる。この 12 点においては、弦楽器と木管楽器による合奏が見られ、
その中でファゴットは通奏低音声部を演奏している。さらに、この 12 点のうち 9 点には、
二つの木管楽器とファゴット、または二つの木管楽器とファゴット及び通奏低音声部を奏
でる楽器のみによって演奏される箇所が見られる。以下では、このことについて詳述して
おり、その結果を踏まえた考察を、276 頁から始まる第 10 項において行っている。 
 
第1項 パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-6 




                                                   
230 この 9 点のパート譜は、右に挙げたものである。D-Dl, Mus.1827-F-2; D-Dl, 
Mus.1827-F-6; D-Dl, Mus.1827-F-8; D-Dl, Mus.1827-F-15a; D-Dl, Mus.1827-F-17; D-
Dl, Mus.1827-F-21; D-Dl, Mus.1827-F-30; D-Dl, Mus.1827-F-35; D-Dl, Mus.1827-F-36. 
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 序曲 Ouverture231 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 1 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 曲  ガヴォット Gavotte 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 3 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 4 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 5 曲  記載なし  〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 6 曲  ソメイユ Someil 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 7 曲  エール Air 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 8 曲  エール Air 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 9 曲  記載なし  〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 10 曲  前奏曲 Prelude 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 11 曲  前奏曲 Prelude 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 12 曲  エール Air 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 13 曲  エール Air 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 14 曲  エール Air 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 15 曲  エール Air 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 16 曲  
エール・トリスト  
Air triste 
       〇  〇    〇  〇  〇  
第 17 曲  エール Air 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 18 曲  前奏曲 Prelude 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 19 曲  記載なし  〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 20 曲  ガヴォット Gavotte 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
第 21 曲  メニュエ Menuet 〇    〇  〇  〇  〇  〇  〇    〇  〇  〇  
 




除外すると、序曲と 21 曲の楽曲は、第 16 曲「エール・トリスト」を除き、全ての楽譜に
                                                   
231 次に挙げる楽譜には、序曲から第 4 曲までのみが記譜されている。5 冊の「ヴァイオ
リン」譜のうちの 1 冊、2 冊の「オート・コントル」譜のうちの 1 冊、2 冊の「ターユ」
譜のうちの 1 冊、2 冊の「バッソ」譜のうちの 1 冊、2 冊の「第 1 オーボエ」譜のうちの






一方、第 16 曲「エール・トリスト」は、全ての弦楽器の楽譜に「休止 tacet」の指示が





図 4-1 は、第 6 曲「ソメイユ」の構造を示している  232。この図は、各楽譜の音符が記さ
れている小節を実線によって表しており、休符の箇所は空白によって示している 233。この
図から分かるように、第 6 曲では、全ての弦楽器の楽譜に数小節に及ぶ休符が見られる。
一方、「第 1 オーボエ」譜、「第 2 オーボエ」譜、「バソン」譜、「通奏低音」譜は、これら




                                                   
232 図の中に示した「トリオ  trio」と「総奏 tous」の指示は、「通奏低音」譜に基づいて
いる。ただし、第 49 小節の「総奏」は、本論文の筆者が書き加えた。  
233 本章に提示したこれらの図において、2 小節以下の休符は省略している。  
  
255 




第2項 パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-8 
トラジェディ・リリック《テセウス Thésée》（LWV 51）に基づく組曲が記されたパート



































































































 序曲 Ouverture 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 1 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 曲  トリオ Trio       〇  〇  〇  〇  
第 3 曲  戦闘 Combattans 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 4 曲  ［曲種の記載なし］  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 5 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 6 曲  トリオ Trio       〇  〇  〇  〇  
第 7 曲  前奏曲  Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 8 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 9 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 10 曲  前奏曲  Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 11 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 12 曲  トリオ Trio       〇  〇  〇  〇  
第 13 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 14 曲  エール  Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 15 曲  ジーグ Gique 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
 




しかし、第 2 曲と第 6 曲の「トリオ」は、全ての弦楽器の楽譜に「休止  Tacet」の指示





第 12 曲の「トリオ」も、全ての弦楽器の楽譜には「休止」の指示が見られ、「第 1 オー
ボエ」譜、「第 2 オーボエ」譜、「バソン」譜、「通奏低音」譜にのみ記されている（表 4-3








図 4-2 は、第 1 曲の「前奏曲」について、先の図 4-1 と同様に、各楽譜の音符が記され
た小節を示している  235。この図に表したように、第 1 曲の「前奏曲」が記された楽譜のう
ち、全ての弦楽器の楽譜にはまとまった休符が見られる。一方「第 1 オーボエ」譜、「第 2
オーボエ」譜、「バソン」譜、「通奏低音」譜に、それらの休符は全く見られない。このよ
                                                   
234 D-Dl, Mus.1827-F-8, pp. 68 and 75. 






さらに図 4-3 から明らかなように、第 4 曲においても、全ての弦楽器の楽譜には休符が
見られるが、「第 1 オーボエ」譜、「第 2 オーボエ」譜、「バソン」譜、「通奏低音」譜に、
それは見られない 236。そして「第 1 オーボエ」譜と「第 2 オーボエ」譜において、この曲








                                                   




第3項 パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-13 
パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-13 は、バレ《アモルの勝利 Le Triomphe de l’amour》(LWV 
59)に基づく組曲の楽譜であり、表 4-4 に示したように、序曲と合計 40 曲の楽曲が記され
ている。このパート譜には独立したファゴット譜は含まれない一方、「バスとバソン」と題
された楽譜が見られ、この楽譜には「通奏低音」譜と同じ声部が記されている。  


















































































































 第 1 序曲 Ouverture No. 1 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 1 曲  リトゥルネル Ritournelle 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 曲  リトゥルネル Ritournelle 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 3 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 4 曲  メニュエ Menuet 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 5 曲  メニュエ Menuet 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 6 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 7 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 8 曲  ロンド Rondeau 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 9 曲  サンフォニ Simphonie 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 10 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 11 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 12 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 13 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 14 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 15 曲  メニュエ Menuet 〇  〇  〇   〇  〇  〇  〇  〇  〇  















































































































第 17 曲  リトゥルネル Ritournelle 〇       〇  〇  〇  〇  
第 18 曲  クール Choeur 〇  〇  〇   〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 19 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 20 曲  第 2 エール Second air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 21 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 22 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 23 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 24 曲  サラバンド Sarabande 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 25 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 26 曲  ガヴォット Gavotte 〇  〇  〇   〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 27 曲  ブレ Bourée 〇  〇  〇   〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 28 曲  リトゥルネル Ritournelle 〇        〇  〇  〇  
第 29 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 30 曲  第 2 エール Deuxieme Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 31 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 32 曲  第 2 エール Deuxieme Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 33 曲  ガヴォット Gavotte 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 34 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 35 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇    
第 36 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 37 曲  第 2 エール  Second Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 38 曲  クール Choeur 〇  〇  〇   〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 39 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 40 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇   〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 41 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 42 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 43 曲  メニュエ  Menuet 〇  〇  〇   〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 44 曲  シャコンヌ Chaconne 〇  〇  〇   〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 45 曲  クール Choeur 〇  〇  〇   〇  〇  〇  〇  〇  〇  
 
しかし、これらの楽曲の間には、非常に小さい編成の曲が挿入されている。その一つは、
第 17 曲「リトゥルネル」である。表 4-4 に表したように、この曲が記された楽譜は、「第
1 ヴァイオリン」、「バスとバソン」、「通奏低音」、「第 1 オーボエとフルート」、「第 2 オー






に「第 1 ヴァイオリン」も演奏した可能性があるだろう。  
 
表 4-5 各楽譜の内容（第 17 曲） 
楽譜の種類  内容 
「第 1 ヴァイオリン」 記譜あり。  
「バスとファゴット」  記譜あり。冒頭に「バソン  Basson」と記されている。  
「通奏低音」  記譜あり。冒頭に「バソン  Basson」と記されている。  
「第 1 オーボエとフルート」  記譜あり。冒頭に「オーボエ  Hautbois」と記されている。  
「第 2 オーボエとフルート」  記譜あり。冒頭に「オーボエ  Hautbois」と記されている。  
 





図 4-4 に示したように、第 38 曲「クール」において、第 5 小節から第 8 小節、第 22 小
節から第 26 小節、第 40 小節から第 47 小節は、演奏する楽器の数が減少する。そして、
「第 1 オーボエとフルート」譜と「第 2 オーボエとフルート」譜には、第 5 小節、第 22 小
節、第 40 小節に「オーボエ  hautbois」の指示が記されており、第 9 小節、第 27 小節、
第 48 小節には「総奏  tous」と記されている。図 4-4 に表したように、「バスとバソン」
譜においても、これらの小節には、「バソン  Basson」や「総奏 tous」の指示が見られる。
従って、演奏する楽器が減少するこれらの小節は、二つのオーボエとファゴットのみによっ
て演奏されたと推定できる。 
さらに終曲（第 45 曲）「クール」においても、「第 1 オーボエとフルート」譜と「第 2
オーボエとフルート」譜には、第 33 小節と第 49 小節に「オーボエ・トリオ hautbois trio」
  
262 
の指示が見られる（図 4-4 参照）。そして第 37 小節と第 57 小節には、「総奏  tous」と記
されている。また「バスとバソン」譜の第 33 小節と第 49 小節には「バソン  Basson」の














第4項 パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-15 
トラジェディ・リリック《ペルセウス Persée》(LWV 60) に基づく組曲が記されたパー
ト譜 D-Dl, Mus.1827-F-15 には、序曲を含め合計 13 曲の楽曲が収められている（表 4-6
参照）。このパート譜には、独立したファゴット譜は含まれていないが、後述するように、
「第 1 チェンバロ」譜に「バソン」の指示が見られる。そして、この「第 1 チェンバロ」






































































































 序曲 Ouverture 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 1 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 3 曲  トリオ Trio （〇）     〇  〇  〇  〇  〇  
第 4 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 5 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 6 曲  行進曲 Marche 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 7 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 8 曲  トリオ Trio （〇）     〇  〇  〇  〇  〇  
第 9 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 10 曲  第 1 エール Air 1 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 11 曲  第 2 エール Air 2 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 12 曲  第 3 エール Air 3 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 13 曲  ジーグ Gique 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
 
表 4-6 から明らかなように、序曲以下の楽曲は、第 3 曲と第 8 曲の「トリオ」を除き、
全ての楽譜に記譜されている。従ってこの 2 曲以外は、ヴァイオリン、3 種類のヴィオラ、
何らかの低音楽器、二つのチェンバロ、二つのオーボエによって演奏されたと考えられよ
う。 
一方、第 3 曲「トリオ」が記された楽譜は、それぞれ 1 冊の「第 1 ヴァイオリン Violino 
Pr.mo」と「第 1 ヴァイオリン Violino Primo」、さらに「第 1 チェンバロ」、「第 2 チェン
バロ」、「第 1 オーボエ」、「第 1 ヴァイオリンと第 2 オーボエ」のみとなっており、その他
                                                   
237 このパート譜には、合計 4 冊の第 1 ヴァイオリン譜が見られる。それらは、それぞれ
1 冊の「第 1 ヴァイオリン Violino Pr.mo」譜と「第 1 ヴァイオリン Violino Primo」譜、
2 冊の「第 1 ヴァイオリン Premier Dessus」譜である。このうち、「第 1 ヴァイオリン
Violino Pr.mo」譜と「第 1 ヴァイオリン Violino Primo」譜には、第 3 曲と第 8 曲の「ト






けられている  238。 
表 4-7 は、第 3 曲が記された楽譜の内容を示している。この表に記したように、2 冊の
「第 1 ヴァイオリン」譜には、冒頭に「オーボエ」の指示が見られるため、ヴァイオリン
は休止していたと考えられよう。また「第 1 チェンバロ」譜には、冒頭に「バソン」の指






表 4-7 各楽譜の内容（第 3 曲が記された楽譜のみ） 
楽譜の種類  内容 
「第 1 ヴァイオリン Violino Pr.mo」 冒頭に「オーボエ Hautbois」の指示あり。  
「第 1 ヴァイオリン Violino Primo」 冒頭に「オーボエ Hautbois」の指示あり。  
「バッソ」  張り付けられた楽譜あり。  
「第 1 チェンバロ」  冒頭に「バソン Basson」の表記あり。  
「第 2 チェンバロ」  特別な指示なし。  
「第 1 オーボエ」  特別な指示なし。  
「第 1 ヴァイオリンと第 2 オーボエ」  冒頭に「第 2 オーボエ Hautb 2」の指示あり。  
 
第 3 曲と同様に、第 8 曲「トリオ」が記譜された楽譜も、「第 1 ヴァイオリン Violino 
Pr.mo」と「第 1 ヴァイオリン Violino Primo」、「バッソ」、「第 1 チェンバロ」、「第 2 チェ
ンバロ」、「第 1 オーボエ」、「第 1 ヴァイオリンと第 2 オーボエ」のみである。これらの楽
譜の内容を表 4-8 に示す。この表から明らかなように、第 8 曲が記された楽譜には、「バ
                                                   






表 4-8 各楽譜の内容（第 8 曲が記された楽譜のみ） 
楽譜の種類  内容 
「第 1 ヴァイオリン Violino Pr.mo」 冒頭に「オーボエ Hautbois」の指示あり。  
「第 1 ヴァイオリン Violino Primo」 冒頭に「オーボエ Hautbois」の指示あり。  
「第 1 チェンバロ」  特別な指示なし。  
「第 2 チェンバロ」  特別な指示なし。  
「バッソ」  特別な指示なし。  
「第 1 オーボエ」  特別な指示なし。  
「第 1 ヴァイオリンと第 2 オーボエ」  冒頭に「第 2 オーボエ Hautb 2」の指示あり。 
 
第5項 パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-17 
パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-17 には、トラジェディ・リリック《ファエトン Phaeton》
（LWV 61）に基づく組曲が記されており、序曲の後に合計 12 曲の楽曲が見られる。この
パート譜において、ファゴットのための「バソン」譜には、「バス・ドゥ・ヴィオロン」譜
と同様に、「通奏低音」譜と同一の声部が記されている。  
















































































 序曲 Ouverture 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 1 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 曲  
フルートのエール  
Air à fleuttes 
    〇  〇  〇  〇  
第 3 曲  ロンド Rondeau     〇  〇  〇  〇  
第 4 曲  クール Choeur 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 5 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 6 曲  行進曲 Marche 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 7 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 8 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 9 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 10 曲  アントレ Entree 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 11 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 12 曲  クール Choeur 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
 
一方、第 2 曲は「フルートのエール」と題されており、全ての弦楽器の楽譜には休止の
指示が見られ、この曲が記された楽譜は「第 1 オーボエ」と「第 2 オーボエ」、「バソン」、
「通奏低音」のみとなっている（表 4-9 参照）。「第 1 オーボエ」譜と「第 2 オーボエ」譜
の冒頭には、それぞれ「フルート  Fleuttes」の表記があるため、第 2 曲「フルートのエー
ル」は、二つのフルートとファゴット及び「通奏低音」の楽器のみによって演奏されたと
考えられよう。  
また、第 1 曲の「エール」や第 4 曲の「クール」には、図 4-6 と図 4-7 に示したよう
に、全ての弦楽器が休止する箇所が見られる  239。これらの部分は、二つのオーボエ、ファ
                                                   

















第6項 パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-21 
バレ《平和の神殿 Le temple de la paix》(LWV 69) に基づく組曲が記されたパート譜




























































































第 1 曲  序曲 Ouverture 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第２曲  ［曲種の記載なし］  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第３曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第４曲  ロンド Rondeau 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第５曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第６曲  ジーグ Gique 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  




〇       〇  〇  〇  〇  
第９曲  ルール Loure 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 10 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 11 曲  カナリーCanaries 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 12 曲  カナリーCanaries 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 13 曲  パスピエ Passepied 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 14 曲  トリオ Trio 〇       〇  〇  〇  〇  
第 15 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 16 曲  ロンド Rondeau 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 17 曲  メニュエ Menuett 〇       〇  〇  〇  〇  
 
                                                   
240 このパート譜においては、序曲が第 1 曲となっている。  
241 合計 4 冊の第 1 ヴァイオリン譜のうちの 1 冊（「第 1 ヴァイオリン Violino Primo」）
には、第 1 曲、第 2 曲、第 6 曲、第 10 曲のみが記譜されている。  
  
270 
このパート譜に見られる楽曲は、第 8 曲「トリオ・メニュエ」、第 14 曲「トリオ」、第
17 曲「メニュエ」を除き、全ての楽譜に記されている（表 4-10 参照）。従ってこれらの曲
は、ヴァイオリン、ヴィオラ、ヴィオローネ、何らかの低音楽器（「バッソ」）、「通奏低音」
を奏でる楽器、二つのオーボエ、ファゴットによって演奏されたと考えられよう。  
また、第 8 曲「トリオ・メニュエ」と第 14 曲「トリオ」が記譜された楽譜は、「第 1 ヴァ
イオリン」、「通奏低音」、「第 1 オーボエ」、「第 2 オーボエ」、「バソン」のみである（表 4-10
参照）。「第 1 ヴァイオリン」譜の冒頭には「オーボエ Hautb:」、「通奏低音」譜の冒頭には
「バソン Basson」の指示がある。よって、第 8 曲「トリオ・メニュエ」と第 14 曲「トリ
オ」は、二つのオーボエとファゴットのみによって演奏されたと考えられよう。  
第 17 曲「メニュエ」も、同様に「第 1 ヴァイオリン」譜、「通奏低音」譜、「第 1 オーボ








                                                   








第7項 パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-30 


























































































第 1 曲  序曲  Ouverture 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第２曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第３曲  クール Choeur 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第４曲  ガヴォット Gavotte 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第５曲  ジーグ Gique 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第６曲  行進曲 Marche 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第７曲  クール Choeur 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第８曲  ロンド Rondeau 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第９曲  行進曲 Marche 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 10 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 11 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 12 曲  トリオ Trio      〇  〇  〇  〇  
第 13 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 14 曲  
サンフォニ
Simphonie 
〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 15 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
 
第 12 曲「トリオ」が記された楽譜は、「第 1 オーボエ」、「第 2 オーボエ」、「バソン」、
「通奏低音」に限定されているため、この曲の楽器編成は、二つのオーボエ、ファゴット、
「通奏低音」の楽器から成っていたと推定できる。さらに図 4-9 から明らかなように、第
3 曲「クール」には、第 12 曲「トリオ」と同じ楽器編成によって演奏されたと考えられる
箇所が見られる 243。 
 
                                                   








第8項 パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-35 
パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-35 には、表 4-12 に示したように、序曲をはじめ合計 19 曲
の楽曲が記されており、それらはリュリの三つの作品、すなわちパストラル《平和の牧歌
Idylle sur la paix》（LWV 68）、バレ《平和の神殿 Le temple de la paix》（LWV 69）、器










































































































































第 1 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 曲  アントレ Entrée 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 3 曲  シャコンヌ Chaconne 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 4 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 5 曲  ガヴォット Gavotte 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 6 曲  トリオ Trio     〇  〇  〇  〇  
第 7 曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 8 曲  ［曲種の記載なし］  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 9 曲  ジーグ Gigue 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 10 曲  メニュエ Menuet 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 11 曲  メニュエ Menuet 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 12 曲  パスピエ Passepied 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 13 曲  パスピエ Passepied 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 14 曲  トリオ Trio     〇  〇  〇  〇  
第 15 曲  メニュエ Menuet 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 16 曲  ［曲種の記載なし］  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 17 曲  トリオ Trio     〇  〇  〇  〇  
第 18 曲  ロンド Rondeau 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 19 曲  ［曲種の記載なし］  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
 
パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-35 に見られる楽曲のうち、第 6 曲、第 14 曲、第 17 曲以外
は、全ての楽譜に記されているため、これらの 3 曲を除く楽曲の楽器編成は、ヴァイオリ
ン、ヴィオラ、チェロ、「通奏低音」を奏でる楽器、二つのオーボエ、ファゴットであった
と考えられる（表 4-12 参照）。残りの 3 曲は「トリオ」と題されており、これらの曲が記




第9項 パート譜 D-Dl, Mus.1827-F-36 
トラジェディ・リリック《アマディス  Amadis》（LWV 63）に基づく組曲が記されたパー




ヴィオロン」譜や「第 1 通奏低音」譜、「第 2 通奏低音」譜と同じ声部が記載されている。  
 


















































































































第 1 曲  
序曲  
Ouverture 
〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第２曲  前奏曲 Prelude 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第３曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第４曲  ジーグ Gigue 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  




〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第７曲  ロンド Rondeau 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第８曲  トリオ Trio          〇  〇  〇  
第９曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 10 曲  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
 

































                                                   














る。この表に示した楽譜のうちリントナーによるものは、1709 年から 1711 年の間に筆写
されたと推測されており、ピゼンデルは「独奏ヴァイオリン」をはじめとする合計 4 冊の
楽譜を、1715 年から 1730 年の間に筆写したと推定されている 245。このように、リント
ナーとピゼンデルが楽譜を書き写した時期には隔たりがあるため、本項では、1709 年から
1711 年の間にリントナーによって書かれた 13 冊の楽譜のみを対象として、ファゴットの
用いられ方をより詳しく説明する  246。 
                                                   
245 Paola Pozzi, Studio sul repertorio strumentale italiano alla corte di Dresda (1697-
1756) con particolare attenzione al concerto (Ph. D. diss., 1995), pp. 142 and 259; see 
also Nicola Matteis, Concertos in B-Dur (D-Dl, Mus.2045-O-1), accessed September 1, 
2017, https://opac.rism.info/search?id=212001396. 
246 これらの 13 冊の楽譜のうち、2 冊の「独奏第 1 ヴァイオリン」のそれぞれの表紙には
「ヴォリュミエ氏 Mr: Voloumier」と「フィオレッリ氏 Sig: Fiorelli」、すなわち楽師長ヴォ
リュミエとヴァイオリン奏者カルロ・フィオレッリの名前が記されている。さらに 2 冊の
「第 1 ヴァイオリン」譜には、それぞれ「ル・グロ氏 Mons: Le Gros」と「ロッティ氏 Sig: 
Lotti」、すなわちシモン・ル・グロとフランチェスコ・ロッティの名前が書かれており、さ
らに「オーボエ」譜には「デュセ氏 Mons: D'Ucé」、「第 2 オーボエと［または］第 2 ヴァ
イオリン」譜には「ル・コント氏 Mons Le Conte」と記されている。彼らは、1709 年の
「オーケストラの年俸表」や 1711 年の「宮廷楽団の年俸表」に名前が記載されていた奏




表 4-14 楽譜の種類と冊数（D-Dl, Mus.2045-O-1） 
写譜家  楽譜の種類  冊数  
ヨーハン・ヤーコプ・リントナー  
Johann Jacob Lindner 
独奏第１ヴァイオリン Violino I Conc: 2 
第 1 ヴァイオリン Violino I 2 
第 2 ヴァイオリン  Violino IIdo 1 
ヴィオラ  Viola 1 
チェロ  Violoncello 1 
ヴィオロン  Violon 1 
通奏低音  Basso Continuo 2 
［第 1］オーボエ  Hautbois 1 
第 2 オーボエと［または］第 2 ヴァイオリン  
Hautbois o Violino IIdo 
1 
バソン  Basson 1 
ヨーハン・ゲオルク・ピゼンデル  
独奏ヴァイオリン  Violino Concertato 1 
第 2 ヴァイオリン  Violino Secondo 1 
ヴィオロン  Violon 1 
バッソ  Basso 1 
 









































































































第 1 楽章  アレグロ Allegro 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 楽章  アダージョ Adagio 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 3 楽章  エール Air 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 4 楽章  サラバンド Sarabanda 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 5 楽章  アレグロ Allegro 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
 









このパート譜に記された第 2 楽章から第 4 楽章においては、全ての楽器が終始演奏して
いる。一方、第 1 楽章と第 5 楽章は、全ての楽器が演奏する総奏部分と、ヴァイオリンに




図 4-10 第１楽章の構造（D-Dl, Mus.2045-O-1） 
アレグロ、変ロ長調、4/4 拍子 
 
                                                   








図 4-10 に示したように、第 1 楽章全体は 52 小節から成っており、第 1 小節から第 27
小節までと第 34 小節から第 36 小節、第 42 小節から第 52 小節までが、全ての楽器によっ
て演奏される総奏部分である。残りの箇所は、ヴァイオリンによる独奏部分となっている。 
独奏部分に休符が記された楽譜は、「［第 1］オーボエ」と「第 2 オーボエと［または］




 また図 4-11 から明らかなように、合計 34 小節の第 5 楽章は、冒頭から第 8 小節まで
と、第 21 小節から第 24 小節までが独奏部分となっている。この二つの部分に休止の指示
がない楽譜は、「第 1 独奏ヴァイオリン」の他に、「［第 1］オーボエ」、「バソン」、「通奏低
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音」のみである 248。従って、通奏低音声部を奏でるファゴットと何らかの楽器は、第 1 オー
ボエと独奏ヴァイオリンを伴奏したと考えられる。 



















                                                   
248 「第 1 独奏ヴァイオリン」譜と「［第 1］オーボエ」譜の独奏部分には、同一の声部が
記されている。  
249 Kai Köpp, Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 

















通奏低音であった  252。しかし、ドレスデン宮廷において筆写されたパート譜 D-Dl, 
                                                   
250 Ibid., (Tutzing: H. Schneider, 2005), pp. 237-238. 
251 Manfred Fechner, Studien zur Dresdner Überlieferung von Instrumentalkonzerten 
deutscher Komponisten des 18. Jahrhunderts: Die Dresdner Konzert-Manuskripte 
von Georg Philipp Telemann, Johann David Heinichen, Johann Georg Pisendel, 
Johann Friedrich Fasch, Gottfried Heinrich Stölzel, Johann Joachim Quantz und 
Johann Gottlieb Graun (Laaber: Laaber, 1999); Karl Heller, Die deutsche 
Überlieferung der Instrumentlwerke Vivaldis (Leipzig: VEB Deutscher Verlag für 
Musik, 1971). 
252 Peter Ryom, Antonio Vivaldi: Thematisch-systematisches Verzeichnis seiner 
Werke (Wiesbaden: Breitkopf und Härtel, 2007), p. 218; see also Karl Heller, “Zwei 
'Vivaldi-Orchester' in Dresden und Venedig,” in Musikzentren in der ersten Hälfte des 
18. Jahrhunderts und ihre Ausstrahlung: Wissenschaftliche Arbeitstagung (6.) 
Blankenburg/Harz, 23. bis 25. Juni 1978, edited by Eitel-Friedrich Thom (Magdeburg: 
Rat des Bezirkes, 1979), pp. 57-58; Karl Heller, “Die Bedeutung Johann Georg 
Pisendels für die deutsche Vivaldi-Rezeption,” in Gesellschaft für Musikforschung: 
Bericht über den internationalen Musikwissenschaftlichen Kongress Leipzig 1966, 
edited by Carl Dahlhaus (Kassel: Bärenreiter, 1970), p. 250; Richard Maunder, The 
Scoring of Baroque Concertos (Woodbridge: Boydell Press, 2004), p. 168. 
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Mus.2389-O-49 には、表 4-16 に示したように、2 冊のオーボエ譜（「第 1 オーボエ」と




表 4-16 楽譜の種類と冊数（D-Dl, Mus.2389-O-49） 
写譜家  楽譜の種類  冊数  
ドレスデン宮廷の写譜家 A 
 
独奏第 1 ヴァイオリン  
Violino Primo Concertato 
1 
独奏第 2 ヴァイオリン  
Violino Secondo Concertato 
1 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 1 
第 2 ヴァイオリン Violino Secondo 1 
ヴィオラ Viola 1 
チェンバロ Cembalo 1 
ドレスデン宮廷の写譜家 D 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 2 
第 1 ヴァイオリン Violino Secondo 2 
ヴィオラ Viola 1 
バッソ Basso 2 
バッソ・リピエーノ Basso R. 1 
バソン Basson 1 
バソン・リピエーノ Basson R. 1 
ヨーハン・ゲオルク・ピゼンデル  
第 1 オーボエ Hautb: 1mo 1 








                                                   
253 Karl Heller, Die deutsche Überlieferung der Instrumentlwerke Vivaldis, pp. 81-82. 
254 Kai Köpp, Johann Georg Pisendel (1687-1755) und die Anfänge der neuzeitlichen 
Orchesterleitung (Tutzing: H. Schneider, 2005), pp. 466-480. 
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この表から明らかなように、15 点のうち半数近くの 7 点には、木管楽器のための楽譜が
含まれる 255。この 7 点それぞれを構成する楽譜の冊数は、パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-7b
を除き 12 冊以上に及ぶ  256。木管楽器のための楽譜を含まない残りの 8 点は、8 冊以下の
楽譜から構成されるにとどまっている。このように、パート譜を構成する楽譜の冊数が大
きく異なることから、12 冊以上から成る 6 点は、木管楽器を含む大規模な編成のために用
意されたといえる。 
木管楽器のための楽譜を含む 7 点のパート譜には、必ずファゴット譜が見られる。さら
にこの 7 点のうち、パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-7b 以外の 6 点は、後述するように、ファ
ゴットが独奏ヴァイオリンを伴奏したことを示している。 





                                                   
255 木管楽器の楽譜を含む 7 点は、次のものである。D-Dl, Mus.2421-O-1a; D-Dl, 
Mus.2421-O-1b; D-Dl, Mus.2421-O-3a; D-Dl, Mus.2421-O-5a; D-Dl, Mus.2421-O-6b; D-
Dl, Mus.2421-O-7b; D-Dl, Mus.2421-O-10. 






表 4-17 ピゼンデルによるヴァイオリン協奏曲のパート譜 
資料番号  写譜家  パート譜に含まれる楽譜の種類  冊数  
D-Dl, Mus.2421-O-1a 
ピゼンデル  バッソ・リピエーノ Basso Rip. 1 
ドレスデン宮廷の写譜家 A 
独奏ヴァイオリン Violino Concertino 1 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 1 
第 2 ヴァイオリン Violino Secondo 1 
ヴィオラ Viola 1 
チェンバロ Cembalo 1 
ドレスデン宮廷の写譜家 D 
 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 1 
第 2 ヴァイオリン Violino 2do: 1 
ヴィオラ Viola 1 
バッソ・リピエーノ Basso Rip. 1 
チェンバロ Cembalo 1 
バソン Basson 1 
D-Dl, Mus.2421-O-1b 
ヨーハン・ゲオルク・ピゼンデル  
独奏ヴァイオリン Violino Concerto 1 
第 1 オーボエ Oboe 1:mo 1 
第 2 オーボエ Oboe 2:do 1 
第 1 ホルン Corno 1:mo 1 
第 2 ホルン Corno 2:do 1 
ドレスデン宮廷の写譜家 A 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 1 
第 2 ヴァイオリン Violino Secondo 1 
ヴィオラ Violetta 1 
チェンバロ Cembalo 1 
バッソーノ Bassono 1 
ドレスデン宮廷の写譜家 D 
Johann Gottlieb Morgenstern 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 1 
第 2 ヴァイオリン Violino Secondo 1 
バッソ・リピエーノ Basso R 1 
D-Dl, Mus.2421-O-3a ドレスデン宮廷の写譜家 D 
独奏ヴァイオリン Violino Concertato 1 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 2 
第 2 ヴァイオリン Violino Secondo 2 
ヴィオラ Violetta 2 
バッソ Basso 2 
テオルボ Tiorba 1 
チェンバロ Cembalo 1 






資料番号  写譜家  パート譜に含まれる楽譜の種類  冊数  
第 1 オーボエ Oboe Primo 1 
第 2 オーボエ Oboe Secondo 1 
バッソーノ Bassono 1 
バッソーノ・リピエーノ Bassono Rip: 1 
不明  
独奏ヴァイオリン Violino Concertato 1 
第 1 オーボエ Oboe Primo 1 
第 2 オーボエ Oboe Secondo 1 
D-Dl, Mus.2421-O-5a 
ヨーハン・ゲオルク・ピゼンデル  
独奏ヴァイオリン Violino Concerto 1 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 2 
第 2 ヴァイオリン Violino 2:do 2 
ヴィオラ Viola 2 
バッソ・リピエーノ Basso R 1 
チェンバロ Cembalo 1 
移調オルガン Organo transporto 1 
第 1 オーボエ Hautb 1:mier 1 
第 2 オーボエ Hautb 2:do 1 
バソン Basson 1 
バソン・リピエーノ Basson R 1 
ヨーハン・ゲオルク・ピゼンデル  
バッソ・リピエーノ Basso R 2 
第 1 ホルン Corno Primo 1 
第 2 ホルン Corno 2do 1 
D-Dl, Mus.2421-O-6a ヨーハン・ゲオルク・ピゼンデル  独奏ヴァイオリン Violino Concert: 1 
D-Dl, Mus.2421-O-6b 
ヨーハン・ゲオルク・ピゼンデル  
独奏ヴァイオリン Violino Concert 1 
移調オルガン Organo transporto 1 
ヨーハン・ゲオルク・ピゼンデル  オルガン Organo 1 
ドレスデン宮廷の写譜家 A 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 2 
第 2 ヴァイオリン Violino Secondo 2 
ヴィオラ Violetta 1 
チェンバロ Cembalo 1 
第 1 オーボエ Oboe Primo 1 
第 2 オーボエ Oboe Secondo 1 
バッソーノ Bassono 1 
バッソーノ・リピエーノ Bassono Rip: 1 
第 1 ホルン Cornu 1 1 
第 2 ホルン Cornu Secondo 1 






資料番号  写譜家  パート譜に含まれる楽譜の種類  冊数  
D-Dl, Mus.2421-O-7a 
ヨーハン・ゲオルク・ピゼンデル  独奏ヴァイオリン Violino Concert: 1 
ドレスデン宮廷の写譜家 M 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 1 
第 2 ヴァイオリン Violino Secundo 1 
ヴィオラ Viola 1 
バッソ Basso 1 
D-Dl, Mus.2421-O-7b 
ドレスデン宮廷の写譜家 A 
独奏ヴァイオリン Violino Concertino 1 
ヴィオラ Viola 1 
バッソ Basso 2 
ドレスデン宮廷の写譜家 D 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 1 
第 2 ヴァイオリン Violino Secondo 1 
バソン・リピエーノ Basson R. 1 
D-Dl, Mus.2421-O-9 ドレスデン宮廷の写譜家 A 
独奏ヴァイオリン Violino Concertato 1 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 1 
第 2 ヴァイオリン Violino Secondo 1 
ヴィオラ Viola 1 
バッソ Basso 1 
D-Dl, Mus.2421-O-10 
ドレスデン宮廷の写譜家 D 
独奏ヴァイオリン Violino Concertato 1 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 2 
第 2 ヴァイオリン Violino Secondo 2 
ヴィオラ Viola 2 
バッソ・リピエーノ Basso. R 1 
通奏低音 Basso Continuo 1 
第 1 オーボエ Oboe Primo 1 
第 2 オーボエ Oboe Secondo 1 
バッソーノ Bassono 1 
ドレスデン宮廷の写譜家 n 
バッソ・リピエーノ Basso. R 2 
オルガン Organo 1 
D-Dl, Mus.2421-O-12a ドレスデン宮廷の写譜家 D 
独奏ヴァイオリン Violino Concertato 1 
ユニゾン・ヴァイオリン Violini Unisoni 2 
ヴィオラ Violetta 2 
バッソ Basso 1 
チェンバロ Cembalo 1 
D-Dl, Mus.2421-O-13a ヨーハン・ゲオルク・ピゼンデル  
独奏ヴァイオリン Violino. Concertante 1 
ヴァイオリン Violino 1 






資料番号  写譜家  パート譜に含まれる楽譜の種類  冊数  
バッソ Basso 2 
D-Dl, Mus.2421-O-13b 
ドレスデン宮廷の写譜家 A 
独奏ヴァイオリン Violino Concertante 1 
ユニゾン・ヴァイオリン Violino unisoni 1 
ヴィオラ Viola 2 
バッソ Basso 2 




独奏ヴァイオリン Violino Conc: 1 
第 2 ヴァイオリン Violino 2do 1 
オブリガート・ヴィオラ Viola obligata 1 
オルガン Organo 1 
D-Dl, Mus.2-O-1,41b 
ヨーハン・ゲオルク・ピゼンデル  
独奏ヴァイオリン Violino Concertante 1 
第 1 ヴァイオリン Violino Primo 1 
第 1 ヴァイオリン［と］オーボエ
Violino Primo 1 Hautb 
1 
第 2 ヴァイオリン Violino Secondo 1 
ヴィオラ Viola 1 
バッソ・リピエーノ Basso Ripieno 1 
チェンバロ Cembalo 1 
ドレスデン宮廷の写譜家  
S-Dl-112 




第1項 パート譜 D-Dl, Mus.2389-O-49 
パート譜 D-Dl, Mus.2389-O-49 には、ヴィヴァルディによる《二つのヴァイオリンのた
めの協奏曲》（RV 508）が記されている。このパート譜は、ドレスデン宮廷の写譜家 A、
ドレスデン宮廷の写譜家 D、ピゼンデルによって筆写された（283 頁の表 4-16 参照）。さ





























































































































第 1 楽章  アレグロ Allegro 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 楽章  ラルゴ Largo 〇  〇  〇  〇  〇         
第 3 楽章  アレグロ Allegro 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
 
この協奏曲は、急緩急の三つの楽章から構成されている。表 4-18 は、これらの楽章が
記された楽譜を「〇」印によって表している。この表が示すように、第 1 楽章と第 3 楽章
は全ての楽譜に記譜されている。よって、これらの楽章の楽器編成は、ヴァイオリン、ヴィ
オラ、何らかの低音楽器、チェンバロ、それぞれ二つのオーボエ、ファゴットであったと




図 4-12 第１楽章の構造（D-Dl, Mus.2389-O-49） 
アレグロ、ハ長調、4/4 拍子 
 






図 4-12 と図 4-13 は、ファゴットが編成に含まれる第 1 楽章と第 3 楽章の構造を示し
ており、各楽譜の音符が書かれている小節を実線によって示している。これらの図からは、
第 1 楽章と第 3 楽章において、総奏部分と独奏部分が交互に現れる様子が分かる  257。そ
して第 1 楽章には、「バソン」と「チェンバロ」のみが、二つの独奏ヴァイオリンを伴奏す
















                                                   




第2項 パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-1a 
パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-1a には、ピゼンデルのト長調ヴァイオリン協奏曲
（JunP I.4.b）が記されている。このパート譜は、285 頁から始まる表 4-17 に示したよ




この曲は、表 4-19 に示したように急緩急の 3 楽章から成っており、これらの楽章は、









































































第 1 楽章  アレグロ Allegro 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 楽章  ラルゴ Largo 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 3 楽章  アレグロ Allegro 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
 
                                                   
258 Manfred Fechner, Studien zur Dresdner Überlieferung von Instrumentalkonzerten 
deutscher Komponisten des 18. Jahrhunderts: Die Dresdner Konzert-Manuskripte 
von Georg Philipp Telemann, Johann David Heinichen, Johann Georg Pisendel, 
Johann Friedrich Fasch, Gottfried Heinrich Stölzel, Johann Joachim Quantz und 
Johann Gottlieb Graun (Laaber: Laaber, 1999), p. 261. 
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三つの楽章の構造を、図 4-14 から図 4-16 に示す 259。この図から明らかなように、総
奏部分と独奏部分の交代は、全ての楽章に現れている。  
これらの図に基づくと、第 1 楽章の第 30 小節から第 45 小節までは、最初の独奏部分で
ある。この部分の第 30 小節から第 39 小節までは、「独奏ヴァイオリン」、「第 1 ヴァイオ
リン」、「第 2 ヴァイオリン」、「ヴィオラ」が演奏し、第 40 小節からは、「独奏ヴァイオリ
ン」が「チェンバロ」と「バソン」によって伴奏される。また第 80 小節から 98 小節まで
は、再び「独奏ヴァイオリン」と「第 1 ヴァイオリン」、「第 2 ヴァイオリン」、「ヴィオラ」
の組合せが見られる。 
 次の第 2 楽章には、二つの独奏部分が見られる。第 15 小節から第 30 小節までは、「独
奏ヴァイオリン」、「第 1 ヴァイオリン」、「第 2 ヴァイオリン」、「ヴィオラ」によって演奏
されるが、第 24 小節からは、「独奏ヴァイオリン」を「チェンバロ」と「バソン」が伴奏
する。第 37 小節から第 50 小節においても、「独奏ヴァイオリン」の伴奏は、「チェンバロ」
と「バソン」に委ねられている。  
終楽章には、四つの独奏部分が見られる。第 29 小節からは、「独奏ヴァイオリン」、「第
1 ヴァイオリン」、「第 2 ヴァイオリン」、「ヴィオラ」、「チェンバロ」、「バソン」による大
きい編成が見られる。しかし「第 1 ヴァイオリン」、「第 2 ヴァイオリン」、「ヴィオラ」は
第 47 小節までに休止するため、この小節から第 57 小節までは「独奏ヴァイオリン」、「チェ
ンバロ」、「バソン」のみが演奏する。  
また第 80 小節から演奏する楽器も、先と同様に「独奏ヴァイオリン」、「第 1 ヴァイオ
リン」、「第 2 ヴァイオリン」、「ヴィオラ」、「チェンバロ」、「バソン」となっている。しか
し、第 29 小節からの場合とは反対に、ここでは「チェンバロ」と「バソン」が第 87 小節
                                                   
259 図の中に示した「独奏  solo」と「総奏 tutti」の指示は、「独奏ヴァイオリン」譜に基




から休止するため、その後は「独奏ヴァイオリン」、「第 1 ヴァイオリン」、「第 2 ヴァイオ
リン」、「ヴィオラ」が演奏を続ける。  





図 4-14 第 1 楽章の構造（D-Dl, Mus.2421-O-1a） 
アレグロ、ト長調、4/4 拍子 
 










第3項 パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-1b 
パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-1b には、前項のパート譜 D-Dl, Mus.2421-O-1a と同じく、
ピゼンデルのト長調ヴァイオリン協奏曲（JunP I.6.b）が記されている。このパート譜 D-







285 頁に示した表 4-17 を基に、パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-1a と比較すると、本項に
おいて取り上げるパート譜 D-Dl, Mus.2421-O-1b には、ホルン譜（「第 1 ホルン」と「第
2 ホルン」）とオーボエ譜（「第 1 オーボエ」と「第 2 オーボエ」）が含まれるという違いが
見られる。 
 
表 4-20 D-Dl, Mus.2421-O-1b に記された楽章  






































































































第 1 楽章  アレグロ Allegro 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 楽章  アンダンテ Andante   〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 3 楽章  アレグロ  Allegro   〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
 
表 4-20 に示したように、このパート譜に見られる三つの楽章のうち第 1 楽章は、全て
の楽譜に記譜されている。しかし、ホルン譜に第 2 楽章と第 3 楽章は記されていない。そ
のため楽器編成は、第 1 楽章が二つのホルン、二つのオーボエ、ファゴット、ヴァイオリ
ン、ヴィオラ、低音楽器、チェンバロであり、第 2 楽章と第 3 楽章は、この編成から二つ
のホルンを外したものと推定される。 
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von Georg Philipp Telemann, Johann David Heinichen, Johann Georg Pisendel, 
Johann Friedrich Fasch, Gottfried Heinrich Stölzel, Johann Joachim Quantz und 




図 4-17 第 1 楽章の構造（D-Dl, Mus.2421-O-1b） 
アレグロ、ト長調、4/4 拍子 
 











図 4-17 から図 4-19 は、三つの楽章の構造を示している 261。これらの図を 294 頁に示
したパート譜 D-Dl, Mus.2421-O-1a の図 4-14、図 4-15、図 4-16 と比較した場合、第 1
楽章の内容は同一であるが、第 2 楽章は全く異なっている。第 3 楽章は、楽章全体が 5 小
                                                   




節長く、細部も変更されている。フェヒナーは、パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-1a とパート
譜 D-Dl, Mus.2421-O-1b を比較し、後者に見られる写譜家 A の筆跡は、より後期のもの
であると指摘している。そして、前項において取り上げたパート譜 D-Dl, Mus.2421-O-1a
を初期稿と見なした  262。 
図 4-17、図 4-18、図 4-19 に基づくと、新たに編成に加えられた「第 1 ホルン」、「第
2 ホルン」、「第 1 オーボエ」、「第 2 オーボエ」は、いずれも演奏する箇所を総奏部分に限
定されている。一方、同じ木管楽器であるファゴット（「バッソーノ」）は、前項のパート
譜 D-Dl, Mus.2421-O-1a と同様に独奏部分においても演奏し、独奏ヴァイオリンをチェン
バロと共に伴奏する機会を与えられている。  
 
第4項 パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-3a 
ピゼンデルのト長調ヴァイオリン協奏曲（JunP I.6.b）が記されたパート譜は、D-Dl, 






                                                   
262 Manfred Fechner, Studien zur Dresdner Überlieferung von Instrumentalkonzerten 
deutscher Komponisten des 18. Jahrhunderts: Die Dresdner Konzert-Manuskripte 
von Georg Philipp Telemann, Johann David Heinichen, Johann Georg Pisendel, 
Johann Friedrich Fasch, Gottfried Heinrich Stölzel, Johann Joachim Quantz und 
Johann Gottlieb Graun (Laaber: Laaber, 1999), p. 262. 
263 Ibid., p. 265. 
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第 1 楽章  アダージョ Adagio 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  











図 4-20 第１楽章の構造（D-Dl, Mus.2421-O-3a） 
アダージョ、ト長調、3/4 拍子 
 






 図 4-20 と図 4-21 は、二つの楽章の構造を示している  264。木管楽器の演奏箇所を確認










                                                   
264図の中に示した「独奏  solo」と「総奏 tutti」の指示は、「独奏ヴァイオリン」譜に基





第5項 パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-5a 



































































































































第 1 楽章  
ヴィヴァーチェ  
Vivace 
〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 楽章  
アンダンテ  
Andante 
  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇   〇   
第 3 楽章  
アレグロ  
Allegro 
  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇   〇   
 
表 4-22 に示したように、このヴァイオリン協奏曲は、急緩急の三つの楽章から成って
おり、「第 1 ホルン」、「第 2 ホルン」、「バッソ・リピエーノ」、「移調オルガン」以外の楽譜
                                                   
265 Manfred Fechner, Studien zur Dresdner Überlieferung von Instrumentalkonzerten 
deutscher Komponisten des 18. Jahrhunderts: Die Dresdner Konzert-Manuskripte 
von Georg Philipp Telemann, Johann David Heinichen, Johann Georg Pisendel, 
Johann Friedrich Fasch, Gottfried Heinrich Stölzel, Johann Joachim Quantz und 
Johann Gottlieb Graun (Laaber: Laaber, 1999), p. 268. 
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図 4-22 第１楽章の構造（D-Dl, Mus.2421-O-5a） 
ヴィヴァーチェ、ニ長調、3/4 拍子 
 
                                                   















図 4-22 から図 4-24 は、三つの楽章の構造を表している  267。この三つの図から明らか
なように、総奏部分と独奏部分の交代は全ての楽章に見られる。  
                                                   







また独奏部分の中には、第 1 楽章の第 46 小節から第 74 小節や、第 3 楽章の第 38 小節
から第 75 小節、さらに第 225 小節の直前に置かれたカデンツァのように、非常に小さい
編成によって演奏される箇所が見られる。そこでは、「バソン」が「チェンバロ」と共に「独
奏ヴァイオリン」を伴奏している。  





第6項 パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-6b 
パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-6b には、ピゼンデルのニ長調ヴァイオリン協奏曲
（JunP I.7.c）が記されている。このパート譜を構成する楽譜は、ピゼンデルとドレスデン
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von Georg Philipp Telemann, Johann David Heinichen, Johann Georg Pisendel, 
Johann Friedrich Fasch, Gottfried Heinrich Stölzel, Johann Joachim Quantz und 






る。この 3 冊の楽譜には、第 2 楽章と第 3 楽章のみが記されているため、フェヒナーは、
第 2 楽章と第 3 楽章のみが抜粋されて、教会において演奏された可能性を指摘した 269。 
こうしたパート譜の状態から推定される楽器編成は、第 1 楽章が二つのホルン、二つの
オーボエ、二つのファゴット、ヴァイオリン、ヴィオラ、チェンバロであり、第 2 楽章と
第 3 楽章には、さらに二つのオルガンが加わる。  
 


























































































































第 1 楽章  
ヴィヴァーチェ  
Vivace 
〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇270 〇  〇  〇  〇    
第 2 楽章  
アンダンテ  
Andante 
〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 3 楽章  
アレグロ  
Allegro 
〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
 
図 4-25 から図 4-27 は、三つの楽章の構造を示している  271。各楽章の独奏部分を概観
すると、第 1 楽章では、「独奏ヴァイオリン」、「バッソーノ」、「チェンバロ」に加え、「第
                                                   
269 Ibid., p. 271. 
270 2 冊の「独奏ヴァイオリン」のうちの 1 冊に、第 1 楽章は記譜されていない。  










によって演奏される箇所も見られる。それは、第 2 楽章の終わりや（第 13 小節から第 17
小節）、第 3 楽章の第 64 小節の直前、第 89 小節から第 129 小節までの独奏部分の終わり
である。 






















第7項 パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-7b 
パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-7b には、ピゼンデルが作曲した変ホ長調ヴァイオリン協奏
曲（JunP I.3.c）が記されている。このパート譜を構成する各楽譜は、ドレスデン宮廷の写
譜家 A と写譜家 D によって筆写され、ピゼンデル自身はそれらを監修し、強弱記号を書き
加えた  272。 
 
                                                   
272 Manfred Fechner, Studien zur Dresdner Überlieferung von Instrumentalkonzerten 
deutscher Komponisten des 18. Jahrhunderts: Die Dresdner Konzert-Manuskripte 
von Georg Philipp Telemann, Johann David Heinichen, Johann Georg Pisendel, 
Johann Friedrich Fasch, Gottfried Heinrich Stölzel, Johann Joachim Quantz und 
Johann Gottlieb Graun (Laaber: Laaber, 1999), p. 276. 
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第 1 楽章  アレグロ Allegro 〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 楽章  アンダンテ Andante 〇  〇  〇  〇  〇  〇  





いる。図 4-28 から図 4-30 は、このパート譜 D-Dl, Mus.2421-O-7b に記された三つの楽
章の構造を示している 273。 
 




                                                   
273 図の中に示した「独奏  solo」、「総奏 tutti」などの指示は、「独奏ヴァイオリン」譜に
























第8項 パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-10 
パート譜 D-Dl, Mus.2421-O-10 に記譜されたピゼンデルのヴァイオリン協奏曲は、ト




この楽曲は、緩急緩急の四つの楽章によって構成されている（表 4-25 参照）。3 冊の「バッ
ソ・リピエーノ」譜のうちの 2 冊には、第 1 楽章と第 2 楽章のみが記譜されており、さら
に「オルガン」譜には第 1 楽章のみが記されている。その他の楽譜には四つの楽章全てが
記されているため、第 1 楽章の楽器編成は、二つのオーボエ、ファゴット、ヴァイオリン、
ヴィオラ、低音楽器、オルガン、「通奏低音」を奏でる楽器であり、第 2 楽章から第 4 楽章
の編成は、上記のものからオルガンを外したものとなるだろう。  
                                                   
274 Manfred Fechner, Studien zur Dresdner Überlieferung von Instrumentalkonzerten 
deutscher Komponisten des 18. Jahrhunderts: Die Dresdner Konzert-Manuskripte 
von Georg Philipp Telemann, Johann David Heinichen, Johann Georg Pisendel, 
Johann Friedrich Fasch, Gottfried Heinrich Stölzel, Johann Joachim Quantz und 





































































































第 1 楽章  ラルゴ  Largo 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  
第 2 楽章  アレグロ Allegro 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇   〇  
第 3 楽章  ラルゴ  Largo 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇   〇  
第 4 楽章  アレグロ Allegro 〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇  〇   〇  
 
図 4-31 から図 4-34 は、四つの楽章の構成を示している  276。これらの図の独奏部分を
概観すると、規模の大きい楽器編成が見られる。その一例として、「独奏ヴァイオリン」、
「第 1 ヴァイオリン」、「第 2 ヴァイオリン」、「通奏低音」、「オルガン」、「バッソーノ」の
編成が挙げられる。これらの楽器は、第 1 楽章の第 17 小節の直前において演奏している。
そして、この編成から「オルガン」を外したものは、第 2 楽章の第 19 小節以降や第 75 小
節からの部分に現れている。また第 4 楽章の第 64 小節以降や、第 147 小節から第 178 小




第 2 楽章の第 43 小節の直前、第 3 楽章に現れる。さらに第 4 楽章の第 147 小節以降や、
                                                   
275 合計 3 冊の「バッソ・リピエーノ」譜のうち、ドレスデン宮廷の写譜家 n によって筆
写された 2 冊に、第 1 楽章と第 2 楽章は記譜されていない。  
276 図の中に示した「独奏  solo」と「総奏 tutti」の指示は、「独奏ヴァイオリン」譜に基
















図 4-32 第 2 楽章の構造（D-Dl, Mus.2421-O-10） 
アレグロ、ト短調、4/4 拍子 
 










第3節 第 4 章の総括 























15 点に上り、そのうち 7 点には、ファゴットを含む木管楽器のための楽譜が見られた。こ














「ドレスデンのオーケストラのための Per l'orchestra di Dresda」協奏曲（RV 577）は、
編成にフルート、オーボエ、ファゴットを含み、かつファゴットのみが独奏ヴァイオリン





トも増員されると考えられる。従って、1733 年から 1735 年までの「宮廷楽団の名簿」に
おいて、ファゴット奏者の数がヴァイオリン奏者と共に増加したことは、これらの楽器を
対と見なしたことに起因する可能性を指摘できる。  
                                                   
277この 8 点のパート譜は、次のものである。D-Dl, Mus.2045-O-1; D-Dl, Mus.2389-O-
49; D-Dl, Mus.2421-O-1a; D-Dl, Mus.2421-O-1b; D-Dl, Mus.2421-O-3a; D-Dl, 
Mus.2421-O-5a; D-Dl, Mus.2421-O-6b; D-Dl, Mus.2421-O-10. 
278 Antonio Vivaldi, Concerto in Sol minore per violino, 2 flauti, 2 oboi, 2 fagotti , 
archi e cembalo, F. XII no. 3: "Per l'orchestra di Dresda", edited by Angelo Ephrikian 





ピゼンデルは、1731 年から 1755 年にかけて、正式にドレスデン宮廷楽団の楽師長を務
めた。本論文は、この時期におけるドレスデン宮廷楽団の合奏形態、すなわち、合奏に携
わった者と彼らの人数を明らかにすることにより、この楽団の特徴を解明することを目的
とした。序においては、17 世紀初頭から 18 世紀末に渡るオーケストラの黎明期において、
ドレスデン宮廷楽団は 18 世紀前半のドイツを代表するオーケストラと位置付けられるこ






























































その結果に基づくと、186 頁の表 2-27 に挙げた 9 名を合奏に不可欠な奏者と見なすこ
とができた。彼らの中には、ヴォリュミエの時代から在籍した先の 7 名のうち、ロッシ、









章でははじめに、第 1 章や第 2 章において参照した合計 36 点の年俸表や名簿から奏者と
合奏に携わったと考えられた者の数を算出し、これらの資料における人数の変化を明らか
にした。その結果、1735 年から 1742 年までの「宮廷楽団の名簿」は各楽器の人数が一定
であり、そのうちヴァイオリン以外の人数は 1755 年の「宮廷楽団の名簿」まで維持され




































ヴァイスである。また、1735 年から 1742 年までの 8 年間の「宮廷楽団の名簿」からは、






を成したと指摘できる 279。第 2 章においては、この 9 名の奏者が全員揃っていた時期が






その中でドレスデン宮廷楽団の一糸乱れぬ合奏を特筆していた。1738 年には先の 9 名が
全員揃ってこの楽団に在籍していたため、ビルンバウムは、ピゼンデルやこの 9 名を中心
とした演奏を踏まえて、この楽団の合奏に言及した可能性があるだろう。またクヴァンツ
は、『フルート奏法試論』の約 100 頁に及ぶ第 17 章において、合奏に必要なリピエーノ声
部を奏する者について論じた 280。そこには、クヴァンツが、ピゼンデルや先の 9 名との演
奏や意見の交換を通して得た知識が現れている可能性を指摘できる。なぜなら、クヴァン




                                                   
279 この 9 名の名前は、フベルトゥスブルクにおいてオペラ上演に携わった者を示した




280 Johann Joachim Quantz, Versuch einer Anweisung, die Flöte traversière zu 






282 Wolfgang Hochstein, “Die Dresdner Kapelle unter Johann Adolf Hasse ,“ in Der 

















                                                   
Phänomens, edited by Hans-Günter Ottenberg and Eberhard Steindorf (Hildesheim: 
Georg Olms, 2001), pp. 93-94; Roland Dieter Schmidt-Hensel, "La musica è del Signor 
Hasse detto il Sassone": Johann Adolf Hasses "Opere serie" der Jahre 1730 bis 1745: 
Quellen, Fassungen, Aufführungen (Göttingen: V & R Unipress, 2009), vol 1, pp. 149-
151. 
283 Ortrun Landmann, “Die Dresdener Hofkapelle zur Zeit Johann Sebastian Bachs,” 
in Concerto: Das Magazin für Alte Musik 51 (March 1990): 7-10; Wolfgang Hochstein, 
“Die Dresdner Kapelle unter Johann Adolf Hasse,“ in Der Klang der Sächsischen 
Staatskapelle Dresden: Kontinuität und Wandelbarkeit eines Phänomens, edited by 
Hans-Günter Ottenberg and Eberhard Steindorf (Hildesheim: Georg Olms, 2001), pp. 
81-88; Janice B. Stockigt, “The Court of Saxony-Dresden,” in Music at German Courts, 
1715–1760: Changing Artistic Priorities, edited by Samantha Owens et al. 
(Woodbridge: Boydell, 2011), pp. 17-18; Panja Mücke, Johann Adolf Hasses Dresdner 






18 世紀ドイツにおける規模の大きい宮廷楽団に分類した  284。 
1740 年から 1786 年までプロイセン王を務めたフリードリヒ 2 世 Friedrich II.（1712-
1786）は、1740 年代にドレスデン宮廷楽団を手本として、ベルリンにおいて宮廷楽団を組
織した  285。「プロイセン王宮廷の収入と支出の計算書 Rechnung über Einnahme und 
Ausgabe bey der Königlichen Preußischen Capelle」には、「宮廷楽団員に対する支出
Ausgabe an Capell=Bediente」の項目が見られ、1765 年から 1769 年にかけて、この項目
に見られる奏者の人数配分は表 5-1 のようになっている  286。この表を 237 頁の表 3-15 と
比較すると、人数配分は明らかに類似している。  
 


























12 4 5 2 5 3 4 2 2 
 
                                                   
284 Samantha Owens and Barbara M. Reul, “‘Das gantze Corpus derer musicirenden 
Personen’: An Introduction to German Hofkapellen,” in Music at German Courts, 
1715–1760: Changing Artistic Priorities, edited by Samantha Owens et al. 
(Woodbridge: Boydell, 2011), p. 13. 
285 Panja Mücke, Johann Adolf Hasses Dresdner Opern im Kontext der Hofkultur 
(Laaber: Laaber, 2003), p. 40; see also Mary A. Oleskiewicz, “The Court of 
Brandenburg-Prussia,” in Music at German Courts, 1715–1760: Changing Artistic 
Priorities, edited by B. M. Reul, J. B. Stockigt and S. Owens (Woodbridge: Boydell, 
2011), pp. 79-130; Christina Siegfried, “Ich bin Komponist: Friedrich II. von Preußen 
in seinen musikalisch-schöpferischen Kronprinzenjahren in Ruppin und Rheinsberg,” 
in Die Rheinsberger Hofkapelle von Friedrich II.: Musiker auf dem Weg zum Berliner 
'Capell-Bedienten', edited by Ulrike Liedtke (Rheinsberg: Musikakademie 
Rheinsberg, 2005), pp. 51-86. 
286 D-Bga, I. HA Rep 36 Nr. 2470, pp. 3-11; D-Bga, I. HA, Rep. 36, Nr. 2471, pp. 3-11; 
D-Bga, I. HA, Rep. 36, Nr. 2472, pp. 3-9; D-Bga, I. HA, Rep. 36, Nr. 2473, pp. 3-11; D-






Pfältzischer Hoff- und Staats-Calender』に記載された宮廷楽団の名簿の中から、「候補者 
Accessisten」などを除き、正規の弦楽器奏者のみの数を算出した場合、1773 年から 1777
年までは、表 5-2 のようになる  288。この人数配分は、237 頁の表 3-15 に示したものにほ
ぼ等しい。 
 













12/14 4 4 3 
 
ドレスデン宮廷楽団の楽師長を務めたピゼンデルは、1755 年に亡くなった。翌 1756 年
には七年戦争が勃発したため、この楽団に所属した音楽家の多くは、ドレスデンを去っ
た 289。よって、ピゼンデルが楽師長を務めた時代のドレスデン宮廷楽団は、1750 年代半
                                                   
287 Bärbel Pelker, “The Palatine Court in Mannheim,” in Music at German Courts, 
1715–1760: Changing Artistic Priorities, edited by Samantha Owens et al. 
(Woodbridge: Boydell, 2011), pp. 131-162; Bärbel Pelker, “Zur Struktur des 
Musiklebens am Hof Carl Theodors in Mannheim,” in Mozart und Mannheim, edited 
by Bärbel Pelker et al. (Berlin: Peter Lang, 1994), pp. 29-40; Eugene Wolf, “On the 
Composition of the Mannheim Orchestra, ca. 1740-1778,” in Basler Jahrbuch für 
historische Musikpraxis. XVII (1993): Orchesterpraxis in klassischer Zeit, edited by 
Dagmar Hoffmann-Axthelm and Peter Reidemeister (Winterthur: Amadeus, 1993), pp. 
113-138. 
288 Kurpfälzischer Hof= und Staats= Kalender (Mannheim, Reiss-Engelhorn-Museen, 
Mh Zs 95); Almanach electoral Palatin (Mannheim, Reiss-Engelhorn-Museen, Mh Zs 
96). 
289 Janice B. Stockigt, “The Court of Saxony-Dresden,” in Music at German Courts, 
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